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摘
要

明
代
の
文
集
に
は
戦
勲
を
描
い
た
絵
画
に
つ
い
て
の
記
録
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
伝
世
作
品
も
少
数
で
は
あ
る
が
現
存
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
は
明
代
の
視
覚
文

化
を
理
解
す
る
た
め
の
異
な
る
観
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の

戦
争
を
題
材
に
し
た
絵
画
は
、
伝
統
的
な
文
人
画
の
範
疇
に
は
属
さ
ず
、
商
業
的
な

工
房
の
生
産
す
る
倣
古
絵
画
で
も
な
い
。
彼
ら
は
独
自
の
需
要
と
表
現
形
式
、
流
通

網
を
持
っ
て
お
り
、
近
年
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
る
雅
俗
の
交
錯
し
た
明
代
文
化
と

は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
戦
勲
図
像
は
な
ぜ
明
代
に
流
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の

よ
う
な
内
容
を
含
む
の
か
。
ど
の
よ
う
な
生
産
文
化
、
視
覚
文
化
に
属
し
て
い
る
の

か
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
明
代
の
戦
争
絵
画
は
、
個
人
の
事
績
を
中
心
に
、
特
定

の
官
員
の
功
績
を
め
ぐ
っ
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、
清
代
中
期
以
降
の
戦
争
絵
画
の
多

く
が
交
戦
対
象
を
軸
に
制
作
さ
れ
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
多
方
面
に

「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
Ⅱ
報
告

戦
勲
と
宦
蹟
│
明
代
の
戦
争
図
像
と
官
員
の
視
覚
文
化
│

馬　
　
　
　
　

雅　
　

貞

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
〇
日
、
台
湾
清
華
大
学
か
ら
馬
雅
貞
副
教
授
を
招
聘
し
、「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
Ⅱ
倭
寇
図
巻
と
抗
倭
図
巻
を
め
ぐ
る
新
視
角
―
美
術
史
の
立
場
か
ら
」

を
開
催
し
た
。
本
研
究
集
会
は
共
同
利
用
共
同
研
究
拠
点
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
」
の
特
定
共
同
研
究
海
外
史
料
領
域
、
及
び
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
倭
寇
」
画
像

の
収
集
と
分
析
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
研
究
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
当
日
は
ま
ず
、
板
倉
聖
哲
共
同
研
究
員
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
准
教
授
）
よ
り
趣
旨
説
明
が
な
さ
れ
、
馬
氏
の
報
告
、
山

崎
岳
共
同
研
究
員
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
）
の
コ
メ
ン
ト
が
続
い
た
。
以
下
、
馬
氏
の
報
告
、
な
ら
び
に
山
崎
氏
の
当
日
の
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
史
料
研
究
を
掲
げ
る
。
本
集
会
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
板
倉
氏
な
ら
び
に
植
松
瑞
希
氏
（
大
和
文
華
館
学
芸
員
）
か
ら
多
大
な
る
御
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。 

（
研
究
代
表
／
須
田　

牧
子
）

展
開
し
て
い
た
明
代
の
戦
争
が
、
個
人
の
功
績
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
る
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
現
象
と
、
戦
功
を
記
念
す
る
絵
画
が
武
官
職
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
地
位
が
よ
り
高
い
、
軍
政
を
取
り
仕
切
る
よ
う
な
立
場
の
文
官
の
た

め
に
も
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
。
ま
た
、
明
代
に
お

け
る
戦
争
絵
画
の
出
現
に
は
ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の
か
。
本
稿
で
は

戦
争
図
に
関
連
す
る
諸
問
題
を
整
理
し
、
そ
の
出
現
と
官
員
視
覚
文
化
と
の
関
係
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
さ
ら
に
個
別
の
版
画
作
品
を
例
に
明
代
の
戦
勲
絵
画
の
発
展
を

分
析
し
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
も
簡
単
に
論
じ
て
み
た
い
。

は
じ
め
に

「
題
李
霖
寰
少
保
平
播
冊
」

親
従
黄
石
授
書
来　
　

盟
府
勲
名
切
上
台

主
帥
幾
誰
劘
虎
穴　
　

文
人
今
有
画
麟
台
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旌
旂
陡
覚
風
雲
変　
　

図
版
重
将
混
沌
開

元
老
黒
頭
真
不
数　
　

金
甌
還
倚
補
天
才

「
郭
青
螺
六
命
冊
」

日
月
旂
常
姓
自
懸　
　

鐃
歌
凱
曲
舞
衣
前

師
行
長
子
標
銅
柱　
　

帝
念
封
君
比
渭
川

摩
頂
麒
麟
堪
入
画　
　

盟
書
帯
礪
永
相
伝

上
公
九
命
君
家
事　
　

次
第
承
恩
已
六
篇

　
　
　
　
　
　
　
　

董
其
昌
（
一
五
五
五

－

一
六
三
六
）『
容
台
集
』
巻
三
）
1
（

。

中
国
美
術
史
上
、
董
其
昌
は
書
画
の
創
作
者
、
南
北
宗
論
を
唱
え
た
画
論
家
、
書

画
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
文
人
芸
術
の
巨
匠
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
詩
は
、
播
州
楊
応
龍
の
乱
平
定
の
功
労
者
で
あ
る
李
化
龍
（
一
五
五
四

－

一
六
一
一
）
と
郭
子
章
（
一
五
四
三

－

一
六
一
八
）
の
た
め
に
書
い
た
、「
題
李
霖

寰
少
保
平
播
冊
」
と
「
郭
青
螺
六
命
冊
」
で
あ
る
が
、
研
究
者
の
ま
と
め
た
董
其
昌

の
書
画
鑑
蔵
題
跋
集
に
見
ら
れ
る
文
人
的
な
、
あ
る
い
は
古
典
を
題
材
に
し
た
作
品

と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る）2
（

。
こ
の
二
冊
が
文
字
を
中
心
に
し
た
も
の
か
、
図
像
を

中
心
に
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が）3
（

、
い
ず
れ
に
せ
よ
当
時
の
戦
功
を
主
題
と
し

た
作
品
で
あ
り
、
通
常
美
術
史
学
者
が
文
人
の
文
芸
活
動
と
し
て
認
識
し
な
い
も
の

で
あ
る）4
（

。
こ
の
二
冊
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
明
代
の
文
集
に
は
戦
勲
を
描
い
た
作

品
の
記
録
が
多
く
残
り
、
少
数
だ
が
現
存
す
る
伝
世
作
品
も
あ
っ
て
、
明
代
の
視
覚

文
化
を
理
解
す
る
た
め
の
異
な
る
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
当
時
の
戦
争
を
題
材

に
し
た
絵
画
は
、
伝
統
的
な
文
人
画
の
範
疇
に
は
属
さ
ず
、
商
業
的
な
工
房
の
生
産

す
る
倣
古
絵
画
で
も
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
絵
画
史
上
に
名
前
の
残
ら
な
い
職
業
画
家

に
よ
る
も
の
で
、
独
自
の
需
要
と
表
現
形
式
、
流
通
網
を
持
っ
て
お
り
、
近
年
盛
ん

に
研
究
さ
れ
て
い
る
雅
俗
の
交
錯
し
た
明
代
文
化
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る）5
（

。
戦
勲

図
像
は
な
ぜ
明
代
に
流
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
の
か
。
ど

の
よ
う
な
生
産
文
化
、
視
覚
文
化
に
属
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
董
其
昌
の
こ
の
二
つ
の
文
章
は
、
商
業
発
展
、
出
版
業
の
興
隆
、
混
ざ
り

合
う
雅
俗
文
化
な
ど
の
近
年
の
明
代
社
会
理
解
と
）
6
（

、
明
代
に
頻
繁
に
発
生
し
て
い
た

倭
寇
の
争
乱
と
が
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
王
鴻
泰
氏
は
最
近
の
研

究
で
、
晩
明
士
大
夫
の
文
化
や
都
市
生
活
は
同
時
期
の
辺
境
紛
争
と
関
係
し
て
お

り
、
明
代
士
大
夫
の
習
武
の
風
潮
や
異
文
化
交
流
が
、
国
家
の
危
機
、
社
会
の
繁
栄
、

個
人
の
挫
折
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
う
情
勢
の
下
で
、「
談
兵
論
剣
」
の
流
行
へ
と
展

開
し
て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る）7
（

。
士
大
夫
文
化
と
倭
寇
の
争
乱
と
の
関
係
は
、
間
接

的
に
尚
武
の
風
潮
に
現
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
戦
争
を
め
ぐ
る
表
象
の
中
に
よ

り
直
接
的
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二

－

一
五
六
六
）
に
「
倭

寇
」
が
引
き
起
こ
し
た
海
防
問
題
や
、
万
暦
年
間
（
一
五
七
三

－

一
六
一
九
）
の
三

大
討
伐
な
ど
に
つ
い
て
は
、
渦
中
に
あ
っ
た
官
員
と
、
直
接
的
間
接
的
に
影
響
を
受

け
た
民
間
の
双
方
が
、
関
係
す
る
図
像
や
文
化
的
表
象
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば

「
嘉
靖
大
倭
寇
」
は
か
つ
て
私
貿
易
の
利
害
の
衝
突
の
結
果
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、

近
年
、
情
報
伝
播
と
万
暦
年
間
の
出
版
事
業
、
地
方
官
研
究
の
視
点
か
ら
、
晩
明
に

特
定
の
倭
寇
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
っ
た
原
因
に
つ
い
て
見
直
す
研
究
が
進
ん
で
お
り）8
（

、

倭
寇
は
軍
事
的
経
済
的
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
意
義
も
有
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
美
術
史
学
者
の
石
守
謙
氏
も
、
蘇
州
文
人
が
倭
寇
の
争
乱
を
避

け
て
南
京
に
移
住
し
た
た
め
に
、
金
陵
文
化
の
主
導
者
が
貴
族
や
富
豪
か
ら
地
方
文

人
に
移
り
、
こ
れ
が
浙
派
絵
画
の
発
展
に
打
撃
を
与
え
た
と
指
摘
し
て
い
る）9
（

。
こ
の

よ
う
に
嘉
靖
年
間
の
江
南
文
化
に
間
接
的
な
影
響
を
与
え
た
倭
寇
は
、
よ
り
直
接
的

な
反
応
も
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
当
時
、
倭
寇
を
平
定
し
た
功
労
者
は
そ
れ
を
絵
画

化
し
、
江
南
の
文
人
に
題
詩
を
依
頼
し
て
い
た
。
例
え
ば
嘉
定
の
王
翹
は
、
弾
劾
を

受
け
た
邵
応
魁
の
た
め
に
戦
功
図
を
作
り
、
徐
学
謨
（
一
五
二
一

－

一
五
九
三
）、

王
世
貞
（
一
五
二
六

－

一
五
九
〇
）、
王
世
懋
（
一
五
三
六

－

一
五
八
八
）
ら
が
題

詩
を
贈
っ
て
い
る）10
（

。
ま
た
、
民
間
に
も
蘇
州
片
と
考
え
ら
れ
る
「
胡
梅
林
平
倭
図
）
11
（

」

が
伝
わ
っ
て
い
る
し
、
倭
寇
と
結
ん
で
閩
浙
の
沿
海
を
侵
犯
し
た
王
直
（
汪
直
）
と
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徐
海
を
胡
宗
憲
（
一
五
一
二

－

一
五
六
五
）
が
鎮
圧
し
た
『
胡
少
保
平
倭
戦
功
』
な

ど
の
小
説
も
あ
る）12
（

。
文
人
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
商
業
的
な
絵
画
工
房
に
と
っ
て
、

戦
争
は
無
関
係
の
出
来
事
で
は
な
く
、
彼
ら
の
文
化
的
生
産
活
動
と
戦
争
が
深
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
明
代
の
戦
争
に
つ
い
て
の
文
化
的
記
述
は
、
い
ず
れ
も
個

人
の
事
績
を
中
心
と
し
、
特
定
の
官
吏
の
戦
功
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、「
平

定
準
部
回
部
得
勝
図
」
の
よ
う
に
交
戦
対
象
を
軸
に
表
さ
れ
る
乾
隆
朝（
一
七
三
六

－

一
七
九
五
）
以
後
の
多
く
の
作
例
と
は
異
な
る
点
で
あ
る）13
（

。
多
方
面
に
展
開
し
て
い

た
明
代
の
戦
争
が
、
個
人
の
功
績
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
現
象
と
、
戦
功
を
記
念
す
る
絵
画
が
武
官
職
（
邵
応
魁
将
軍
な
ど
）

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
地
位
が
よ
り
高
い
、
軍
政
を
取
り
仕
切
る
よ
う
な
立
場
の

文
官
（
李
化
龍
、
胡
宗
憲
少
保
）
の
た
め
に
も
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

に
関
係
す
る
の
か
。
ま
た
、
戦
争
に
関
す
る
明
代
文
学
や
絵
画
の
出
現
に
は
ど
の
よ

う
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の
か
。
本
稿
で
は
戦
争
図
に
関
連
す
る
諸
問
題
を
整
理

し
、
そ
の
出
現
と
官
員
視
覚
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
さ
ら
に
個
別
の

版
画
作
品
を
例
に
明
代
の
戦
勲
絵
画
の
発
展
を
分
析
し
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
も
簡

単
に
論
じ
て
み
た
い
。

一
、
明
代
官
員
の
戦
争
図

伝
統
的
な
書
画
著
録
に
は
、
同
時
代
の
戦
争
を
描
い
た
絵
画
の
記
録
は
あ
ま
り

残
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
の
絵
画
図
録
に
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
明
代
の

文
集
を
調
べ
る
と
、
個
人
の
戦
勲
を
記
念
し
た
戦
争
図
に
関
す
る
記
述
を
数
多
く
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
「
題
李
広
利
（
？

－

前
八
八
）
伐
宛
図
」

の
よ
う
な
歴
史
上
の
戦
争
を
描
い
た
絵
画
へ
の
題
詩
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
が）14
（

、
ほ

と
ん
ど
が
明
中
期
以
後
の
、
同
時
代
の
人
物
や
出
来
事
に
対
す
る
題
詩
で
あ
る
。
ま

た
、
武
官
の
戦
功
を
記
念
す
る
絵
画
へ
の
題
、「
題
陳
総
兵
百
戦
図
二
首
）
15
（

」、「
題
張

将
軍
百
戦
図
）
16
（

」、「
凱
旋
図
為
総
兵
官
彰
武
伯
楊
公
題
）
17
（

」、「
題
邵
将
軍
海
上
戦
功
図
）
18
（

」、

「
題
大
将
軍
出
師
図
）
19
（

」、「
大
海
波
寧
図
為
沈
将
軍
賦
）
20
（

」
な
ど
は
主
流
で
は
な
く
、
軍

政
を
統
括
す
る
文
官
の
た
め
に
描
か
れ
た
戦
争
図
の
方
が
多
い
。「
凱
旋
図
序
」（
総

督
王
以
旂
）
21
（

）、「
凱
旋
図
頌
」（
副
都
御
史
羅
明
）
22
（

）、「
出
師
禦
敵
図
記
」（
憲
使
李
君
）
23
（

）、

「
劉
観
察
出
師
図
序
）
24
（

」、「
題
嶺
海
昇
平
図
寿
殷
中
丞
）
25
（

」、「
題
熊
心
開
中
丞
閩
海
昇
平

図
」
な
ど
の
類
似
し
た
題
名
の
ほ
か）26
（

、
文
官
の
戦
功
図
に
は
、「
臨
戎
決
勝
図
序
」（
河

南
都
御
史
鄧
璋
）
27
（

）、「
大
司
馬
大
総
制
範
溪
鄭
公
制
虜
図
序
）
28
（

」、
お
よ
び
平
定
と
い
う

主
題
を
強
調
し
た
「
朱
憲
副
平
賊
図
記
）
29
（

」、「
西
平
図
詠
序
」（
雲
南
巡
撫
陳
用
賓
）
30
（

）、

「
平
蛮
奏
凱
図
為
司
徒
王
公
賦
」
な
ど
の
題
名
が
あ
る）31
（

。
戦
功
を
記
念
す
る
絵
画
を

制
作
す
る
の
は
武
将
に
限
ら
ず
、
辺
境
の
軍
政
に
あ
た
る
中
級
高
級
文
官
が
明
代
戦

争
図
の
主
役
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

文
官
の
戦
功
図
が
文
献
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
理
由
の
一
つ
に
文
集
の
性
質
が
挙
げ

ら
れ
る
。
官
界
で
は
題
詩
を
交
換
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
記
録

に
残
る
確
率
も
高
い
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
理
由
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

蒐
集
と
流
通
の
点
か
ら
言
え
ば
、
社
会
的
経
済
的
地
位
が
代
々
保
た
れ
る
士
大
夫
の

家
は
、
先
祖
の
文
物
を
大
切
に
保
管
す
る
の
に
適
し
て
い
る
し
、
子
孫
た
ち
が
さ
ら

に
題
跋
を
請
う
可
能
性
も
高
く
、
記
録
に
残
り
や
す
い
。
例
え
ば
、
弘
治
年
間

（
一
四
八
八

－

一
五
〇
五
）、
羅
明
（
一
四
二
九

－

一
四
八
九
）
の
「
凱
旋
図
」
は
「
越

四
十
六
年
、
嘉
靖
甲
午
（
一
五
三
四
）
某
（
徐
階
）
始
従
其
孫
元
凱
観
之
」
と
あ

り
）
32
（

、
清
の
陳
用
光
（
一
七
六
八

－

一
八
三
五
）
は
秦
瀛
（
一
七
四
三

－

一
八
二
一
）

の
「
八
世
祖
舜
峰
先
生
会
試
硃
巻
及
凱
還
図
画
像
」
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
言

う
）
33
（

。
こ
れ
ら
は
数
世
代
に
わ
た
る
収
蔵
を
経
た
後
、
子
孫
が
人
に
題
を
頼
ん
だ
た
め

記
録
に
残
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
武
官
の
戦
争
絵
画
が
数
代
に
わ

た
っ
て
そ
の
家
族
の
収
蔵
記
録
に
残
る
こ
と
は
な
く
、
伝
世
作
品
も
な
い
。
保
存
と

伝
来
の
点
で
優
位
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
文
官
の
戦
争
図
の
制
作
状
況
が
よ

り
多
元
的
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
武
将
の
た
め
の
戦
功
図
の
制
作
背
景
に
関
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す
る
文
集
資
料
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
貴
重
な
例
と
し
て
先
に
紹
介
し
た
「
邵

将
軍
戦
功
図
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
幕
僚
の
王
翹
が
弾
劾
を
受
け
た
邵
応
魁
の

た
め
に
作
っ
た
も
の
だ
が
、
邵
氏
自
身
が
主
導
し
た
可
能
性
も
高
い
。
文
官
の
戦
勲

図
の
中
に
も
、
自
ら
「
属
善
絵
者
貌
其
平
賊
之
状
）
34
（

」
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
多
く
は

部
下
や
そ
の
土
地
の
人
民
が
制
作
に
関
わ
っ
て
お
り
、
武
官
職
の
幕
僚
が
注
文
主
と

な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、「
鄭
公
制
虜
図
」
は
「
上
谷
民
部
趙
君
某
、

大
将
軍
麻
君
某
、
少
参
劉
君
某
、
僉
憲
劉
君
某
、
副
総
兵
董
君
某
、
念
奇
績
不
宜
泯

泯
、
且
当
公
岳
降
之
辰
、
乃
絵
図
上
寿
」
し
た
も
の
で
あ
る
し）35
（

、「
劉
観
察
出
師
図
」

は
、
そ
の
部
将
で
あ
っ
た
艾
升
が
「
追
敘
前
勩
、
以
出
師
絵
図
」
し
た
も
の
で
あ

る
）
36
（

。
王
以
旂
の
「
凱
旋
図
」
も
ま
た
「
鎮
守
総
兵
王
君
縉
奉
公
部
曲
、
乃
絵
凱
旋
図

以
状
軍
容
之
盛
」
と
言
う
）
37
（

。
武
将
は
あ
く
ま
で
文
官
の
配
下
で
あ
り
、
戦
勲
も
通
常

は
上
司
で
あ
る
文
官
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
文
官
個
人

の
戦
勲
に
関
連
し
た
絵
画
は
誕
生
祝
と
し
て
制
作
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
前
述
し
た

「
題
嶺
海
昇
平
図
寿
殷
中
丞
」
や
「
鄭
公
制
虜
図
」
に
見
ら
れ
る
制
作
状
況
が
そ
の

代
表
的
な
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
官
の
戦
功
図
は
多
様
な
制
作
背
景
を
持
っ
て

お
り
、
戦
功
図
の
主
役
が
文
官
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

文
集
に
記
載
さ
れ
た
多
く
の
戦
争
図
が
す
で
に
消
失
し
て
し
ま
っ
た
中
で
、
明
代

の
官
員
の
戦
争
図
を
理
解
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
中
国
国
家
博
物
館

所
蔵
の
「
平
番
図
巻
」
で
あ
る）38
（

。
巻
末
に
跋
を
書
く
朱
啓
鈐
（
一
八
七
一

－

一
九
六
四
）
と
瞿
宣
穎
（
一
八
九
二

－

一
九
六
八
）
が
画
中
の
人
物
名
を
考
証
し
て

お
り
、
こ
の
画
巻
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
万
暦
三
年
（
一
五
七
五
）
甘
粛
洮
州

十
八
番
族
の
平
定
で
あ
る
と
わ
か
る
。
画
中
の
「
固
原
兵
備
劉
伯
燮
督
兵
」、「
陜
西

総
兵
官
孫
国
臣
統
兵
」
な
ど
の
標
題
は
、『
明
史
』
の
「
洮
州
之
変
」
と
一
致
す
る）39
（

。

た
だ
、
こ
の
画
巻
が
顕
彰
す
る
の
は
名
前
が
標
題
に
あ
る
官
員
た
ち
で
は
な
く
、
そ

こ
に
は
名
前
の
見
ら
れ
な
い
陝
西
総
督
の
石
茂
華
（
？

－

一
五
八
四
）
で
あ
ろ
う
。

彼
は
巻
頭
の
「
軍
門
固
原
発
兵
」
と
巻
末
の
「
軍
門
固
原
賞
功
」
の
儀
式
で
指
揮
を

と
っ
て
い
る
。
石
茂
華
は
万
暦
元
年
（
一
五
七
三
）
よ
り
陝
西
地
方
の
三
つ
の
辺
境

軍
務
を
統
括
し
て
い
た
が）40
（

、
そ
の
職
責
は
部
下
を
率
い
て
洮
州
西
羌
族
を
平
定
す
る

こ
と
だ
っ
た
。
巻
初
と
巻
末
で
赤
い
官
服
を
着
て
、
ひ
ざ
ま
ず
い
た
武
将
の
前
に
端

座
す
る
人
物
は
彼
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
標
題
で
最
初
に
名
前
の
挙
が
る
劉
伯
燮

は
、
そ
の
文
集
『
鶴
鳴
集
』
の
中
で
、「
平
番
図
」
を
三
冊
作
ら
せ
、
そ
の
内
一
冊

は
自
分
が
所
有
し
、
残
り
は
石
茂
華
と
孫
国
臣
に
贈
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

右
平
番
図
、
滇
南
永
昌
生
陸
希
顏
…
為
余
貌
此
冊
、
凡
三
。
戊
寅
（
一
五
七
八
）

夏
迄
己
卯
（
一
五
七
九
）
春
成
。
…
一
送
之
大
司
馬
石
公
所
、
一
致
之
孫
都
護
、

其
一
余
蔵
之
。
…
万
暦
癸
未
（
一
五
八
三
）
上
元
日
）
41
（

。

劉
伯
燮
と
孫
国
臣
は
「
平
番
図
巻
」
の
標
題
の
中
で
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
二
人
の
上
に
立
っ
て
統
率
す
る
立
場
に
あ
る
の
が
、
石
茂
華
と
考
え
ら
れ
る
。

「
平
番
図
巻
」
が
顕
彰
す
る
石
茂
華
の
戦
勲
は
、
出
兵
に
始
ま
っ
て
、
行
軍
の
陣

容
と
戦
闘
場
面
が
描
か
れ
、
賞
功
の
儀
式
で
終
わ
る
。
こ
れ
ら
は
他
の
戦
争
絵
画
に

も
見
る
こ
と
が
で
き
、「
平
番
図
巻
」
は
集
大
成
的
、
総
合
的
性
格
を
持
つ
も
の
と

言
え
る
。
第
一
に
、
儀
式
は
明
代
以
前
の
戦
争
関
連
図
像
に
頻
出
す
る
主
題
で
、
例

え
ば
北
宋
の
李
公
麟
（
一
〇
四
九

－

一
一
〇
六
）
の
伝
承
を
持
つ
「
免
冑
図
巻
」（
台

北
故
宮
蔵
）
や
伝
遼
代
陳
及
之
の
伝
承
を
持
つ
「
便
橋
会
盟
図
巻
」（
北
京
故
宮
蔵
）

な
ど
は
、
歴
史
故
事
中
の
同
盟
や
投
降
、
捕
虜
を
宗
廟
に
献
じ
る
儀
式
を
描
い
て
い

る
）
42
（

。
同
時
代
の
戦
争
を
描
く
明
代
の
作
品
に
も
『
三
省
備
辺
図
記
』
中
の
「
撫
処
銅

鼓
諸
叛
苗
図
」
や
「
撫
叛
苗
者
亜
図
」
な
ど
、
投
降
の
儀
式
の
描
写
が
あ
り）43
（

、
文
集

に
記
載
さ
れ
る
「
出
師
禦
敵
図
記
」、「
劉
観
察
出
師
図
序
」
も
「
平
番
図
巻
」
に
お

け
る
出
兵
の
儀
式
に
相
当
す
る
場
面
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
「
平
蛮
奏
凱

図
為
司
徒
王
公
賦
」
や
「
凱
旋
図
序
」
も
賞
功
の
式
典
を
描
い
た
も
の
と
推
察
で
き

る
。
第
二
に
、
行
軍
は
明
代
戦
争
絵
画
中
で
特
に
よ
く
見
ら
れ
る
主
題
で
あ
る
。
金

代
の
作
と
伝
わ
る
「
趙
遹
瀘
南
平
夷
図
巻
」（N

elson Gallery-A
tkins M

useum
 

of A
rt

）
に
は
将
軍
が
率
い
た
騎
兵
の
隊
列
の
描
写
が
あ
る）44
（

。「
平
番
図
巻
」
に
見



東京大学史料編纂所研究紀要　第23号　2013年３月 320（　 ）

ら
れ
る
よ
う
な
盛
大
な
行
軍
は
、
周
鼎
に
つ
い
て
の
「
善
写
真
、
客
左
良
玉

（
一
五
五
九

－

一
六
四
五
）
幕
中
、
嘗
絵
出
師
図
、
人
馬
器
仗
、
旌
旗
壁
壘
、
鐃
吹

鉦
鼓
、
鐙
袍
盾
櫓
、
車
牛
驢
駝
輜
重
之
類
、
備
極
精
工
、
累
紙
十
餘
丈
、
彩
攢
錦
簇
、

復
饒
疏
落
之
致
」
と
い
う
記
録
に
も
見
ら
れ
る）45
（

。
ま
た
、
先
に
紹
介
し
た
明
代
文
集

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
出
師
図
」
は
、
お
そ
ら
く
強
大
な
軍
容
を
誇
る
行
軍
場
面

を
描
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
最
後
に
戦
闘
場
面
だ
が
、
こ
れ
は
明
代
に
次
第
に
増
加
し

て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
趙
遹
瀘
南
平
夷
図
巻
」
中
、
乾
隆
帝
が
「
此
段
画
趙
遹

出
師
攻
克
村
囤
諸
落
事
」、「
此
段
画
用
火
揉
破
輪
縛
大
囤
事
」
と
題
す
る
部
分
に
は
、

具
体
的
な
攻
防
、
戦
況
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、「
平
番
図

巻
」
に
お
け
る
番
族
と
の
戦
闘
場
面
に
は
、
明
兵
が
燃
え
さ
か
る
建
物
の
間
で
「
番

賊
」
を
打
ち
殺
す
様
子
が
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
明
代
の
通
俗
小
説
に
は

登
場
人
物
の
殴
り
合
い
を
描
く
挿
図
も
よ
く
見
ら
れ
る
し）46
（

、
後
に
述
べ
る
よ
う
に

『
三
省
備
辺
図
記
』
は
平
地
倭
寇
、
山
寇
、
海
寇
、
籠
城
す
る
潮
寇
と
の
戦
闘
を
描

き
分
け
、
戦
場
や
敵
方
に
よ
っ
て
異
な
る
戦
闘
の
図
式
が
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
全
体
か
ら
見
れ
ば
、「
平
番
図
巻
」
の
戦
闘
描
写
は
全
体
の
約
五
分
の
一

に
留
ま
っ
て
い
て
、
比
重
が
大
き
い
の
は
や
は
り
儀
式
や
行
軍
の
場
面
で
あ
る
。
典

礼
や
軍
容
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
戦
闘
場
面
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

表
現
の
主
眼
が
異
民
族
を
討
伐
す
る
武
力
で
は
な
く
、
整
然
と
し
た
儀
仗
や
軍
礼
に

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
様
に
、
石
茂
華
は
軍
装
で
戦
闘
に
参
加
す
る
姿
で
は
な

く
、
官
服
を
着
て
儀
式
を
取
り
仕
切
る
姿
で
描
か
れ
る
。『
三
省
備
辺
図
記
』
に
お

い
て
も
、
複
雑
に
発
展
し
た
戦
闘
の
図
式
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、「
奉
敕
整
飭
都
清
、

伸
威
、
興
泉
等
處
兵
備
」
と
言
う
主
役
の
蘇
愚
は
、
軍
装
で
は
な
く）47
（

、
官
服
と
官
帽

を
身
に
つ
け
傘
蓋
と
軍
旗
に
囲
ま
れ
て
、
戦
闘
を
指
揮
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
戦

場
を
視
察
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
明
代
に
は
文
官
の
戦
勲
図
が
盛
行
す

る
が
、
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
武
芸
に
長
け
た
軍
事
指
導
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

文
官
イ
メ
ー
ジ
の
範
囲
内
に
お
さ
ま
る
、
出
兵
の
指
揮
、
戦
略
の
論
議
、
論
功
行
賞

な
ど
を
行
う
姿
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
平
番
図
巻
」
の
巻
頭
と
巻
末
に
は
戦
争
と
関
係
の
あ
る
場
面
で
は
な
く
、

固
原
城
城
壁
と
付
近
の
建
築
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
築
は
、
長
い
画
巻

の
冒
頭
や
末
尾
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
漠
然
と
付
け
加
え
ら
れ
た
曖
昧
な
風
景
で

は
な
く
、「
東
嶽
廟
」
と
い
う
題
や
、「
総
督
三
辺
」、「
望
軍
楼
」、「
校
場
」、「
後
楽

亭
」
な
ど
の
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
そ
の
存
在
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。
石

茂
華
が
洮
州
を
平
定
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
作
品
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
建
築
が
描

か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
巻
頭
と
巻
末
に
描
か
れ
た
、「
三
辺
雄
鎮
」
と
示
さ

れ
る
固
原
州
城
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
州
城
は
出
兵
の
場
所
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
が
、
特
に
巻
頭
の
堂
々
と
し
た
城
郭
描
写
は
、
地
方
志
の
「
万
暦
三
年

（
一
五
七
五
）
総
督
石
茂
華
以
土
築
不
能
垂
遠
、
乃
甃
以
磚
洎
乎
）
48
（

」
と
い
う
記
述
を

連
想
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
平
番
図
巻
」
に
お
け
る
固
原
城
は
辺
境
防
衛
の
要

衝
と
し
て
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
石
茂
華
が
磚
で
城

壁
を
強
化
し
た
事
績
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
後
世
の
地
方
志
が
石
茂
華
の
政
治
的

功
績
に
言
及
す
る
際
に
は
、「
奏
甃
磚
城
、
建
尊
経
閣
、
城
南
書
院
置
学
田
、
設
昭

威
台
於
東
城
以
望
辺
烽
、
開
城
北
暖
泉
入
清
水
河
済
民
汲
食
。
州
人
頌
徳
弗
衰
、
申

請
入
名
宦
祠
）
49
（

」
と
、「
奏
甃
磚
城
」
が
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
。「
平
番
図
巻
」
に
見
ら

れ
る
雄
大
な
固
原
城
城
壁
の
全
景
は
、
石
茂
華
の
宦
蹟
を
顕
彰
す
る
役
割
も
担
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
固
原
城
東
方
の
東
嶽
山
山
頂
に
あ
る
東
嶽
廟
）
50
（

、
東
南

に
位
置
す
る
校
場
）
51
（

、
南
に
あ
る
後
楽
亭
）
52
（

が
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
平

番
図
巻
」
が
固
原
城
の
東
南
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
城
壁
に
関
わ

る
石
茂
華
の
も
う
一
つ
の
業
績
、
昭
威
台
の
建
設
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
地
方
志
の
中
で
、「
按
台
在
州
城
東
南
城
上
、
明
総
督
石
公
茂
華
所
建
。
環

甃
以
磚
、
有
階
可
循
、
蓋
築
以
望
烽
堠
也
）
53
（

」
と
述
べ
ら
れ
る
昭
威
台
は
、
図
中
で
「
三

辺
雄
鎮
」
と
標
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
画
中
に
見

ら
れ
る
固
原
城
東
南
に
あ
る
校
場
付
近
の
高
台
に
は
「
望
軍
楼
」
と
掲
げ
ら
れ
て
お
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り
、
こ
こ
に
望
烽
の
機
能
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る）54
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
平
番

図
巻
」
の
固
原
州
城
は
た
だ
出
兵
の
場
所
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
重

要
な
辺
境
防
衛
の
城
に
お
け
る
石
茂
華
の
政
治
的
功
績
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
東
嶽
廟
と
後
楽
亭
は
石
茂
華
の
建
設
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
前
代
の
総
督

た
ち
の
政
治
的
軍
事
的
業
績
と
関
係
す
る
。
東
嶽
廟
は
嘉
靖
二
十
七
年

（
一
五
四
八
）、
総
督
の
任
に
あ
っ
た
王
以
旂
（
一
四
八
六

－

一
五
五
三
）
が
建
設
し

た
も
の
で
あ
り）55
（

、
上
に
「
東
嶽
廟
感
応
碑
、
按
碑
刊
於
明
嘉
靖
二
十
八
年

（
一
五
四
九
）、
総
制
王
公
以
旂
、
知
州
倪
公
雲
鴻
建
在
東
嶽
山
。
其
略
云
提
兵
過
境
、

神
霊
呵
護
、
因
紀
其
事
）
56
（

」
と
あ
る
。
王
以
旂
は
「
安
静
不
擾
凡
五
年
。
最
首
功
番
虜

共
六
百
餘
級
、
塞
定
辺
瓦
楂
梁
三
十
餘
里
、
收
属
番
三
千
四
百
餘
人
置
嘉
裕
関
外
」

と
い
う
人
物
で
あ
り）57
（

、
明
代
の
文
集
に
は
そ
の
「
凱
旋
図
」
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。

後
楽
亭
は
嘉
靖
十
一
年
（
一
五
三
二
）
に
総
督
職
に
あ
っ
た
唐
龍
（
一
四
七
七

－

一
五
四
六
）
が
建
て
た
も
の
で
、「
公
餘
在
州
城
南
三
里
、
開
魚
池
、
建
後
楽
亭
、

以
通
流
泉
焉
」
と
記
さ
れ
る）58
（

、
有
名
な
事
績
で
あ
る
。
唐
龍
は
「（
嘉
靖
）
十
三
年

（
一
五
三
四
）
破
虜
之
犯
甘
肅
入
安
会
者
、
最
功
得
四
百
餘
級
）
59
（

」、「
救
荒
十
四
事
、

賑
禦
兼
籌
）
60
（

」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
洮
州
平
定
と
「
開
城
北
暖
泉
入
清
水

河
済
民
汲
食
」
と
い
う
、
石
茂
華
が
成
し
た
文
武
両
面
に
わ
た
る
宦
蹟
に
相
当
す
る
。

同
様
に
文
武
を
兼
ね
備
え
た
范
仲
淹
（
九
八
二

－

一
〇
五
二
）
の
名
言
「
後
天
下
之

楽
而
楽
」
に
由
来
す
る
後
楽
亭
を
、「
平
番
図
巻
」
が
特
に
描
き
加
え
た
の
も
不
思

議
で
は
な
い
だ
ろ
う）61
（

。

「
平
番
図
巻
」
の
分
析
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。
文
官
の
た
め
の
戦

勲
図
に
は
戦
闘
場
面
も
描
か
れ
る
が
、
軍
事
的
な
武
功
が
誇
示
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
軍
容
と
典
礼
の
描
写
が
重
視
さ
れ
、
関
連
す
る
宦
蹟
に
も
注
意
が
払
わ
れ
る
。

文
官
の
戦
勲
と
そ
の
政
治
的
業
績
は
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
戦
争
図
は
総
督
や
巡

撫
ら
が
乱
を
平
定
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
官
員
個
人

の
政
治
的
業
績
を
描
く
絵
画
の
一
環
で
も
あ
る
。
次
に
、
明
代
の
い
わ
ゆ
る
宦
蹟
図

に
注
目
し
て
、
そ
の
戦
争
図
と
の
関
係
お
よ
び
関
連
作
例
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た

い
。

二
、
宦
蹟
図
と
官
員
社
会
の
視
覚
文
化

明
代
官
員
の
戦
争
図
像
は
、
独
立
し
た
作
品
以
外
に
、
現
在
学
界
で
宦
蹟
図
と
呼

ば
れ
て
い
る
作
品
群
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
「
王
瓊
事
蹟
図

冊
」（
中
国
国
家
博
物
館
蔵
）
第
十
六
図
「
経
略
三
関
」
は
、
王
瓊
（
一
四
五
〇

－
一
五
三
二
）
が
兵
を
率
い
て
出
征
す
る
場
面
を
描
い
て
い
る
し）62
（

、「
梁
夢
龍
恩
栄
百

紀
図
冊
」（
中
国
首
都
博
物
館
蔵
）
中
の
「
旄
鉞
三
辺
」、「
黄
嵯
防
禦
」
な
ど
の
図

は
）
63
（

、
梁
夢
龍
（
一
五
二
七

－

一
六
〇
二
）
の
辺
境
軍
務
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
文

集
に
お
い
て
も
、
個
人
の
事
績
を
描
く
作
品
に
戦
勲
が
組
み
込
ま
れ
た
例
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、「
詠
徐
大
夫
素
履
十
二
図
」
に
は
「
持
節
平
番
」
と
「
靖
海
揚
戈
」

が
）
64
（

、「
題
明
范
文
忠
公
画
像
并
宦
蹟
図
」
に
は
、
范
景
文
（
一
五
八
七

－

一
六
四
四
）

の
「
援
廬
奏
捷
」、「
豫
師
護
陵
」、「
援
滁
拒
寇
」
な
ど
の
戦
功
が
描
か
れ
て
い
る）65
（

。

こ
の
よ
う
に
、
戦
勲
は
官
員
の
業
績
の
一
部
と
し
て
宦
蹟
図
に
描
か
れ
る
題
材
な
の

で
あ
る
。
ま
た
、
宦
蹟
図
に
お
け
る
戦
争
関
係
の
描
写
は
、
独
立
し
た
文
官
の
戦
勲

図
と
同
様
、
軍
事
力
や
武
力
を
強
調
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
存
作
例
は
少
な
い
が
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
戦
勲
図
像
は
戦
闘
場
面
で
は
な
く
、
主
に
出
征
（
王
瓊
の
「
経
略

三
関
」、
梁
夢
龍
の
「
旄
鉞
三
辺
」）
と
典
礼
（
梁
夢
龍
の
「
黄
嵯
防
御
」）
の
描
写

で
あ
る
。
ま
た
主
役
で
あ
る
官
員
も
軍
服
で
は
な
く
官
服
を
着
て
お
り
、
単
独
の
文

官
戦
勲
図
の
作
例
の
特
色
と
一
致
し
て
い
る）66
（

。
明
代
文
官
の
戦
勲
図
の
発
展
は
、
宦

蹟
図
と
共
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
宦
蹟
図
に
つ
い
て
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
楊
麗
麗
氏
は

北
京
故
宮
所
蔵
の
「
徐
顕
卿
宦
蹟
図
」
の
紹
介
の
中
で
、
故
宮
所
蔵
の
肖
像
画
の
内
、

「
あ
る
個
人
の
生
涯
を
複
数
の
場
面
に
わ
た
っ
て
記
述
す
る
肖
像
画
で
、
内
容
に
は

宦
蹟
、
省
親
、
祭
祖
、
行
楽
、
遊
楽
、
患
疾
な
ど
が
含
ま
れ
る
」
も
の
が
宦
蹟
図
で
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あ
る
と
言
う
）
67
（

。
こ
れ
ら
の
内
容
の
全
て
が
公
務
と
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
官

員
を
主
役
と
し
、
官
吏
と
し
て
の
生
涯
を
中
心
に
描
い
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ

う
。
現
代
人
に
と
っ
て
は
私
生
活
で
あ
る
部
分
も
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
明
人
に

と
っ
て
は
官
吏
と
し
て
の
経
歴
の
一
部
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
こ
の

「
宦
蹟
図
」
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
明
代
に
は
こ
の
種
の
絵
画

に
統
一
の
名
称
は
な
く
、
多
く
は
、
官
吏
と
し
て
の
経
歴
を
描
く
と
い
う
意
味
で
、

「
履
歴
図
）
68
（

」、「
官
途
履
歴
図
）
69
（

」、「
巡
歴
図
）
70
（

」、「
行
歴
図
）
71
（

」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

ま
た
、「
王
陽
明
先
生
図
譜
」
と
い
う
名
称
は
）
72
（

、
個
人
の
生
涯
か
ら
重
要
な
事
件
を

選
び
、
時
系
列
に
並
べ
て
描
く
と
い
う
宦
蹟
図
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
）
73
（

。
経
歴
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ほ
か
、
そ
の
事
績
の
数
を
併
せ
て
称

す
る
も
の
、
個
人
へ
の
賛
辞
の
言
葉
を
付
け
加
え
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
詠

徐
大
夫
素
履
十
二
図
）
74
（

」、「
江
陵
龍
侍
御
四
美
冊
）
75
（

」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
宦
遊

と
題
す
る
「
宦
遊
紀
勝
雑
題
為
唐
大
参
賦
」
は
、「
鹿
鳴
燕
罷
」、「
瓊
林
酔
帰
」、「
京

庾
巡
行
」、「
藩
垣
議
政
」、「
金
門
待
漏
」、「
公
餘
行
楽
」
な
ど
の）76
（

、
官
員
の
生
涯
に

お
け
る
十
の
事
績
を
時
系
列
に
沿
っ
て
描
く
。
一
方
、
こ
の
種
の
明
代
絵
画
を
「
宦

蹟
図
」
と
呼
ぶ
記
録
は
清
代
晩
期
に
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
。
現
在
文
献
上
で
確
認
で

き
る
二
つ
の
作
例
は
、
後
に
子
孫
が
題
跋
を
依
頼
し
た
た
め
に
記
録
に
残
っ
た
も
の

で
あ
り
、
前
述
し
た
戦
勲
図
と
同
様
に
代
々
そ
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
は
黄
彭
年
（
一
八
二
四

－
一
八
九
〇
）『
陶
楼
文
鈔
』
に
あ
る
「
題
明
范

文
忠
公
画
像
并
宦
蹟
図
）
77
（

」、
も
う
一
つ
は
陸
心
源
（
一
八
三
八

－

一
八
九
四
）『
穣
梨

館
過
眼
録
』
の
「
張
恭
懿
公
宦
蹟
図
巻
」
で
あ
る）78
（

。
明
代
に
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
名
称
は
、
清
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
統
一
さ
れ
、
絵
画
の
著
録
に
も
時
に
宦
蹟
図

の
記
録
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
文
集
以
外
の
文
献
に
も
そ
の
名
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
著
録
の
類
に
こ
の
種
の
絵
画
が
収
め
ら
れ

る
こ
と
は
や
は
り
少
な
く
、
現
代
の
絵
画
図
録
に
収
録
さ
れ
る
図
版
も
限
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
宦
蹟
図
に
対
す
る
研
究
は
ま
だ
開
始
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
と
言

え
る
。

先
に
紹
介
し
た
記
録
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
戦
勲
図
と
同
様
、
宦
蹟
図
の
主
役

も
多
く
が
進
士
出
身
の
中
高
級
官
僚
で
あ
り
、
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
宦
蹟
図
に
選
ば

れ
る
場
面
に
は
戦
勲
図
と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
科
挙

及
第
を
祝
う
郷
試
の
鹿
鳴
宴
、
会
試
の
瓊
林
宴
と
、
入
朝
の
栄
誉
を
受
け
る
金
門
待

漏
で
あ
る
。
前
者
は
官
員
へ
の
階
段
を
上
る
重
要
な
通
過
点
で
あ
り
、
後
者
は
正
式

に
官
員
と
な
っ
た
象
徴
で
あ
る
。「
徐
顕
卿
宦
蹟
図
」
は
「
鹿
鳴
徹
歌
」
と
「
瓊
林

登
第
」
を
、「
梁
夢
龍
恩
栄
百
紀
図
冊
」
は
「
鹿
鳴
嘉
宴
」
と
「
恩
栄
賜
宴
」
を
、

ま
た
「
題
儲
御
使
四
図
」
は
「
帰
宴
」
と
「
待
漏
」
を）79
（

、
前
述
の
「
官
遊
紀
勝
雑
題

為
唐
大
参
賦
」
は
「
鹿
鳴
燕
罷
」、「
瓊
林
酔
帰
」、「
金
門
待
漏
」
な
ど
の
場
面
を
描

く
。
中
高
級
官
僚
は
そ
の
経
歴
に
お
い
て
、
た
い
て
い
皇
帝
の
使
節
と
し
て
巡
行
を

経
験
す
る
が
、「
秦
使
晋
陽
」（「
梁
夢
龍
恩
栄
百
紀
図
冊
」）、「
行
驄
」（「
題
儲
御
使

四
図
」）、「
巡
視
風
廬
」（「
王
瓊
事
蹟
図
冊
」）
な
ど
は
こ
れ
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
辺
境
の
軍
務
総
督
の
任
に
付
き
、
任
期
中
に
紛
争
が
起
こ
れ

ば
、
そ
の
宦
蹟
図
に
は
戦
勲
に
関
連
す
る
図
像
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

在
官
中
の
事
績
と
直
接
関
係
す
る
も
の
以
外
に
、
公
務
で
は
な
い
出
来
事
や
退
職

後
の
事
件
も
宦
蹟
図
に
含
ま
れ
て
い
る
。「
官
遊
紀
勝
雑
題
為
唐
大
参
賦
」
に
お
け

る
「
燕
居
展
巻
」、「
公
餘
行
旅
」
の
よ
う
な
公
休
中
の
出
来
事
や
）
80
（

、「
梓
里
栄
帰
」

（「
王
瓊
事
蹟
図
冊
」）
の
よ
う
な
退
官
後
の
帰
郷
、「
詠
徐
大
夫
素
履
十
二
図
」
に
お

け
る
「
帰
田
課
孫
」
の
よ
う
な
隠
居
生
活
が
そ
の
例
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
官

員
の
身
分
と
無
関
係
で
は
な
い）81
（

。
科
挙
に
及
第
し
て
官
員
と
な
っ
た
栄
光
は
父
母
に

ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
宦
蹟
図
に
は
時
に
両
親
も
登
場
す
る
。
例
え
ば
、「
南
宮

第
一
時
双
親
具
健
」（「
題
宮
定
庵
四
蹟
図
」）、「
赴
霅
省
親
」（「
題
明
范
文
忠
公
画

像
并
宦
蹟
図
」）、「
萱
寿
畳
封
」（「
江
陵
劉
侍
御
四
美
冊
」）、「
幽
隴
沾
恩
」（「
徐
顕

卿
宦
蹟
図
」）
な
ど
で
あ
る）82
（

。
宦
蹟
図
は
、
官
員
で
あ
る
間
の
事
績
だ
け
で
は
な
く
、

官
途
と
関
係
し
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
公
私
を
問
わ
ず
生
涯
に
起
こ
っ
た
こ
と
全
て
を
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描
写
対
象
に
す
る
。
こ
の
た
め
宦
蹟
図
の
中
に
は
、「
兄
弟
読
書
図
」（「
題
宮
定
菴

四
蹟
図
」）、「
庭
闈
受
業
」（「
詠
徐
大
夫
素
履
十
二
図
」）
な
ど
、
科
挙
受
験
前
の
出

来
事
か
ら
描
き
始
め
る
も
の
も
あ
る
し
、「
子
姓
祭
掃
」、「
遣
官
諭
祭
」（「
王
瓊
事

蹟
図
冊
」）
な
ど
、
死
者
へ
の
哀
惜
と
そ
の
顕
彰
を
描
い
た
、
そ
の
官
員
が
死
亡
し

て
か
ら
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

明
代
官
員
の
戦
勲
図
が
単
独
で
描
か
れ
た
り
、
宦
蹟
図
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
た

り
す
る
よ
う
に
、
宦
蹟
図
に
頻
出
す
る
他
の
図
像
が
、
独
立
し
た
作
品
と
し
て
制
作

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
特
に
鹿
鳴
宴
、
瓊
林
宴
、
待
漏
図
は
、
現
存
作
例
に
は
乏

し
い
が
、
明
人
の
文
集
に
は
多
く
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
宦
蹟
図
の

詳
し
い
内
容
説
明
を
し
て
い
る
記
録
は
少
な
く
、
先
に
紹
介
し
た
主
要
な
主
題
は
厳

密
な
意
味
で
全
面
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
で
は
文
集
に
見
ら
れ
る
単
独
作

例
か
ら
、
官
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
重
要
な
出
来
事
と
し
て
宦
蹟
図
に
描
か
れ
た

内
容
を
推
測
で
き
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。
前
述
し
た
出
使
、
巡
行
の
主
題
に
は
、

「
題
臧
梧
岡
司
寇
行
辺
図
）
83
（

」
や
「
省
辺
図
）
84
（

」
な
ど
の
辺
境
関
係
の
内
容
も
含
ま
れ
る

し
、
こ
れ
は
「
驄
馬
観
風
図
序
）
85
（

」、「
題
恩
県
行
台
屏
風
画
使
者
観
風
図
）
86
（

」
な
ど
、
風

俗
の
視
察
と
も
組
み
合
わ
さ
れ
る
。「
観
風
図
詠
」
は
、
序
文
の
「
録
公
善
政
懿
哉
」

と
い
う
記
述
か
ら）87
（

、
地
方
に
派
遣
さ
れ
る
使
節
の
儀
仗
行
列
に
加
え
、
お
そ
ら
く
は

具
体
的
な
政
治
的
功
績
も
描
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
徳
政
を

描
く
「
侍
御
使
八
閩
陳
公
徳
政
図
」
や）88
（

、「
留
犢
図
寄
贈
樊
使
君
」
な
ど
と
も
類
似

し
て
い
る）89
（

。
ま
た
、
帰
朝
を
描
く
「
観
闕
栄
還
図
）
90
（

」
や
「
送
別
少
司
徒
張
公
督
餉
北

還
図
詩
序
）
91
（

」、
皇
帝
に
謁
見
す
る
栄
誉
を
描
い
た
「
傅
曰
川
兄
弟
入
朝
図
）
92
（

」、「
徐
吏

部
父
子
朝
天
図
）
93
（

」、「
面
恩
図
頌
」
な
ど
が
あ
り）94
（

、
さ
ら
に
個
人
の
官
員
と
し
て
の
経

歴
を
皇
恩
へ
の
感
謝
と
い
う
形
で
ま
と
め
る
「
恩
遇
図
序
）
95
（

」
や
「
四
朝
恩
遇
図
」
な

ど
も
あ
る）96
（

。
仕
官
中
の
栄
光
あ
る
業
績
の
ほ
か
に
、
任
官
の
た
め
遠
く
離
れ
て
し

ま
っ
た
両
親
へ
の
思
い
を
描
い
た
も
の
と
し
て）97
（

、「
題
楊
僉
憲
潤
思
親
巻
）
98
（

」、「
題
宦

遊
思
親
巻
）
99
（

」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
父
母
が
共
に
健
在
で
あ
る
こ
と
や
俸
禄
を
受
け

た
こ
と
を
祝
う
「
具
慶
図
為
李
岱
給
事
中
作
）
100
（

」
や
「
楊
給
事
帰
慶
図
」
な
ど
の
作
例

も
あ
る）101
（

。
注
意
し
た
い
の
は
、
文
集
中
に
見
ら
れ
る
単
独
で
絵
画
化
さ
れ
た
事
績
は
、

組
み
合
わ
さ
れ
て
一
組
の
宦
蹟
図
と
も
な
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
傅
曰
川
兄
弟
の
事

績
を
絵
画
化
し
た
、「
入
朝
図
）
102
（

」、「
雁
行
待
漏
図
）
103
（

」
は
そ
の
例
で
あ
る
し
、
林
大
春

『
井
丹
先
生
集
』
に
列
挙
さ
れ
る
「
造
士
図
賛
」、「
巡
海
図
賛
」、「
迎
恩
図
賛
」、「
勧

農
図
賛
」
は）104
（

、
統
一
さ
れ
た
名
称
を
冠
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
同
一
人
物
の
手
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
彩
な
内
容
の
記
録
か
ら
は
、
宦
蹟
図
に
関
連
す
る
図
像
が
明
代
に

盛
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
表
現
の
型
も
い
く
つ
か
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
反
応
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
現
存
作
例
は
少
な
く
、
出
版
公
開
も
限
ら

れ
て
い
る
が
、
文
集
の
記
録
を
参
照
す
れ
ば
、
宦
蹟
図
を
め
ぐ
る
図
像
の
パ
タ
ー
ン

を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、「
陳
伯
友
早
朝
像
軸
」（
北
京
故
宮
蔵
）
の

中
で
、
陳
伯
友
は
官
服
を
着
て
両
手
に
笏
を
持
ち
、
壮
麗
な
楼
閣
が
並
ぶ
宮
殿
の
門

外
に
立
っ
て
い
る
姿
で
描
か
れ
る）105
（

。
こ
れ
は
、
王
材
（
一
五
〇
九

－

一
五
八
六
）
の

「
自
一
命
以
上
拜
恩
於
朝
、
還
旅
舍
必
求
絵
事
者
貌
之
、
其
上
則
五
雲
繚
繞
、
重
宮

複
殿
、
玉
柱
蟠
龍
、
金
稜
棲
雀
、
銀
河
迴
合
、
碧
樹
参
差
、
約
如
聖
天
子
臨
御
之
所
。

下
則
梁
冠
帶
佩
、
衣
裳
秉
笏
、
曳
舃
逶
迤
、
拱
肅
遅
佇
、
于
闕
廷
之
外
、
名
之
曰
金

門
待
漏
図
」
と
い
う
記
述
と
一
致
す
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誇
張
さ
れ
た
表

現
で
、
王
材
は
続
け
て
「
然
朝
廷
之
典
、
非
大
礼
称
慶
、
…
皆
幞
袍
靴
笏
而
已
」
と

言
っ
て
い
る）106
（

。
ま
た
、
王
畿
（
万
暦
戊
戌
〈
一
五
九
八
〉
進
士
）
は
、
自
分
の
生
涯

の
事
績
を
描
い
た
絵
画
を
故
意
に
「
賎
歴
図
」
と
名
付
け
て
い
る）107
（

。
こ
の
中
に
は
「
窮

苦
諸
図
」
の
ほ
か
、
通
常
の
宦
蹟
図
の
範
疇
に
収
ま
り
う
る
「
通
仕
諸
図
」
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
る
が
、
王
畿
は
輝
か
し
い
経
歴
を
誇
張
し
て
描
く
宦
蹟
図
が
溢
れ
て
い

る
中
で
、
対
極
と
も
言
え
る
「
賎
歴
」
に
よ
っ
て
俗
に
流
れ
る
の
を
避
け
よ
う
と
し

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
文
官
周
煦
が
寡
婦
と
な
っ
た
母
の
た
め
に
作
ら
せ
た
「
誌
窮

巻
四
図
」
は
、
男
性
官
員
に
と
っ
て
見
慣
れ
た
「
履
歴
図
」
と
い
う
題
名
は
付
け
ず
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に
、
母
親
の
一
生
に
お
け
る
「
青
年
守
志
」、「
遺
腹
伝
芳
」、「
孤
児
発
科
」、「
四
世

承
懽
」
と
い
っ
た
女
性
と
し
て
の
功
績
を
称
揚
す
る）108
（

。

し
か
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
特
殊
な
例
で
あ
っ
て
、
文
官
で
な
い
者
も
大
多
数

は
、
官
員
が
経
歴
を
描
く
型
を
踏
襲
し
て
お
り）109
（

、
そ
こ
に
は
宦
蹟
図
の
影
響
が
濃
厚

で
あ
る
。
例
と
し
て
、「
欽
遣
使
臣
賚
敕
徴
聘
」、「
欽
命
禱
雨
相
」、「
慶
八
旬
合
家

歓
楽
相
」
な
ど
の
、
道
士
邵
元
節
（
一
四
五
九

－

一
五
三
九
）
の
二
十
六
の
肖
像
を

描
い
た
官
刻
本
『
賜
号
太
和
先
生
相
賛
）
110
（

』
や
、
劉
大
夏
（
一
四
三
六

－

一
五
一
六
）

の
題
を
持
つ
「
楊
参
将
出
征
小
像
」、「
戦
罷
帰
来
小
像
」
な
ど
の
武
官
の
肖
像
が
挙

げ
ら
れ
る
。
個
々
の
内
容
を
模
倣
し
た
例
も
あ
る
。
例
え
ば
「
題
晏
太
監
行
辺
図
」

は
、
行
政
官
僚
で
は
な
い
宦
官
も
出
使
を
絵
画
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

し
）
111
（

、
女
性
が
皇
后
に
拝
謁
す
る
と
い
う
特
殊
な
出
来
事
を
描
く
「
趙
淑
人
宮
門
待
漏

図
」
も）112
（

、
男
性
官
員
の
作
例
を
参
照
し
て
い
る
。
宦
蹟
図
の
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
彼

ら
非
文
官
は
、
文
官
の
親
戚
や
同
僚
で
あ
っ
て
、
官
員
と
の
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う

点
に
は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
宦
蹟
を
め
ぐ
る
絵
画
制
作
は
文
官
と
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
で
行
わ
れ
て
お
り
、
宦
蹟
と
い
う
主
題
は
、
官
員
社
会
が
独
自
の
視
覚

文
化
と
し
て
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

明
代
の
官
員
を
取
り
巻
く
視
覚
文
化
は
、
宦
蹟
図
に
留
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
、「
五

同
会
図
」、「
十
同
年
図
」
の
よ
う
な
、
同
じ
年
に
科
挙
及
第
し
た
官
員
た
ち
が
官
服

を
着
て
庭
園
に
集
う
雅
集
図
も
）
113
（

、
官
員
視
覚
文
化
の
一
部
と
言
え
る
。
肖
像
以
外
に

も
、
宋
后
楣
氏
は
明
代
の
画
馬
に
つ
い
て
の
研
究
で
、「
駿
馬
行
春
図
」、「
駿
馬
栄

任
図
」、「
駿
馬
朝
天
図
」、「
五
馬
趨
朝
図
」、「
五
馬
朝
回
図
」
な
ど
が
文
集
に
多
く

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
五
世
紀
中
葉
、
御
史
の
間
で
は
画
馬
の
制
作
が
非

常
に
盛
ん
で）114
（

、
こ
れ
は
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
際
、
あ
る
い
は
宮
廷
に
戻
る
際
の

送
別
の
贈
り
物
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
送
寇
公
去
任
図
」
の
よ
う

な
、
地
方
官
が
任
地
を
離
れ
る
際
の
送
別
図
も
）
115
（

、
官
員
視
覚
文
化
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
の
多
く
は
、
伝
統
的
な
絵
画
の
図
式
を
応
用
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
十
同
年
図
」
は
、
高
官
の
雅
集
図
で
あ
る
「
杏
園
雅
集
図
」
の
図
式
を

踏
襲
し
て
お
り）116
（

、
人
物
を
正
面
観
で
描
き
、
先
に
紹
介
し
た
「
陳
伯
友
早
朝
像
軸
」

の
よ
う
な
肖
像
画
の
表
現
に
近
づ
い
て
い
る
点
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
。
官
吏
は
使

節
派
遣
や
地
方
赴
任
の
際
に
宮
廷
の
馬
を
拝
領
す
る
。「
五
馬
趨
朝
図
」
は
任
仁
発

の
九
馬
図
の
図
式
を
応
用
し
て
駿
馬
を
描
く
こ
と
で
、
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
、

あ
る
い
は
地
方
に
赴
任
す
る
、
官
馬
に
乗
っ
た
官
員
を
比
喩
的
に
表
し
て
い
る）117
（

。「
送

寇
公
去
任
図
」
は
明
代
の
名
勝
図
の
型
を
用
い
て
任
地
の
美
し
い
景
色
を
描
く
こ
と

で
、
地
方
官
の
徳
政
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
官
の
間
で
は
、
伝
統

的
な
図
式
を
利
用
し
、
特
定
の
事
件
や
状
況
に
応
じ
て
調
整
を
加
え
た
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
媒
介
と
な
る
よ
う
な
絵
画
制
作
が
流
行
し
て
い
た
。
官
員
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
な
絵
画
を
贈
り
物
と
し
て
用
い
、
互
い
に
見
せ
合
い
、
題
跋
を
書
き
合
う
こ
と

で
、
社
交
関
係
を
保
持
し
顕
彰
し
た
の
で
あ
る
。

明
代
中
期
以
降
、
官
員
の
視
覚
文
化
は
隆
盛
を
極
め
て
い
く
。
個
人
の
経
歴
を
描

い
た
宦
蹟
図
や
、
そ
の
宦
蹟
図
の
内
容
を
単
独
で
表
し
た
作
例
、
隠
喩
的
表
現
を
と

る
画
馬
な
ど
、
官
員
視
覚
文
化
を
め
ぐ
る
絵
画
は
い
ず
れ
も
個
人
の
事
績
を
中
心
に

発
展
し
て
い
る
。
官
員
視
覚
文
化
の
背
景
に
は
明
代
に
お
け
る
多
元
的
な
視
覚
文
化

の
興
隆
が
あ
る）118
（

。
明
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
科
挙
の
競
争
と
政
界
で
の
党
争

は
日
増
し
に
激
烈
に
な
り
、
科
挙
に
及
第
し
て）119
（

、
中
高
級
の
文
官
と
な
っ
て
も
、
生

き
残
り
は
簡
単
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
官
員
と
し
て
の
生
涯
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
は
賞
賛
に
値
す
る
栄
誉
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

宦
蹟
図
の
流
行
は
こ
れ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
、
個
人
の
事
績
を

中
心
と
し
た
文
官
の
戦
勲
図
は
、
宦
蹟
の
記
録
が
流
行
し
て
い
た
官
員
視
覚
文
化
の

中
で
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
た
戦
勲
図
像

し
か
し
戦
勲
図
は
、
宦
蹟
図
に
よ
く
見
ら
れ
る
そ
の
他
の
主
題
と
は
や
は
り
異
な
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る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
軍
政
を
統
括
す
る
役
職
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
し
、
在
任
中
に

実
際
に
紛
争
が
発
生
す
る
確
率
も
低
い
。
こ
の
た
め
、
戦
勲
図
と
宦
蹟
図
が
記
念
す

る
も
の
の
意
義
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
王
材
が
「
家
于
京
三
世
」
の
栄

子
安
の
た
め
に
書
い
た
「
金
門
待
漏
図
序
」
を
見
て
み
た
い
。

四
方
之
士
、
出
於
荒
樸
、
其
顓
質
未
散
、
耕
無
畎
、
賈
無
貲
、
則
勵
志
於
学
。

…
居
京
都
者
、
自
提
抱
所
見
、
罔
非
浮
靡
譎
怪
之
機
、
市
易
供
用
之
事
、
富
者

土
木
於
膏
毳
、
貧
者
営
時
給
日
、
未
始
為
信
宿
計
也
、
視
為
学
不
可
期
、
故
仕

者
鮮
。
…
然
服
是
服
以
入
者
既
鮮
、
則
絵
之
亦
足
以
誇
其
族
戚
里
閭
、
而
示
其

子
孫
、
易
其
市
易
供
用
之
心
、
浮
靡
譎
怪
之
智
、
土
膏
木
毳
之
愚
、
営
時
給
日

之
鄙
）
120
（

。

王
材
は
、
栄
子
安
が
数
少
な
い
「
以
都
人
登
内
列
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
、

北
京
の
一
般
人
は
多
く
が
世
俗
の
誘
惑
に
負
け
て
学
問
を
志
さ
な
く
な
っ
て
い
る
と

主
張
す
る
が
、
商
業
が
発
達
す
る
一
方
で
科
挙
の
競
争
が
過
熱
化
し
て
い
た
明
代
中

後
期
、
北
京
以
外
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
状
況
が
生
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宦
蹟
図
に
は
描
か
れ
た
人
物
の
栄
光
を
称
揚
す
る
機
能

の
ほ
か
に
、
王
材
が
「
示
其
子
孫
」
と
言
う
よ
う
な
教
育
機
能
が
あ
っ
た
と
推
測
で

き
る
。
子
孫
た
ち
に
は
、
先
代
の
具
体
的
事
績
を
模
範
と
し
て
励
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、「
以
示
後
世
子
孫
」
と
そ
の
制
作
意
図
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
）
121
（

。

こ
れ
に
対
し
、
個
人
の
戦
勲
図
に
は
い
わ
ゆ
る
教
育
機
能
は
な
い
。
戦
争
は
一
般
に

喜
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
劉
伯
燮
（
一
五
三
二

－

一
五
八
四
）
は
三
冊
の

「
平
番
図
」
の
自
序
の
中
で
、「
令
三
氏
子
孫
自
後
儻
有
合
焉
、
以
備
世
講
」
と
言
う

だ
け
で）122
（

、
こ
こ
で
は
「
平
番
図
」
の
希
少
さ
の
み
が
強
調
さ
れ
て
、
こ
れ
を
模
範
と

し
て
提
示
す
る
意
図
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

も
し
宦
蹟
図
の
教
育
機
能
の
中
心
が
「
示
其
子
孫
」
で
あ
り
、
そ
の
家
に
代
々
収

蔵
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
明
代
中
期
以
降
の
出
版
文
化
興
隆
の
中
で
、
前
述
し

た
官
刻
本
『
賜
号
太
和
先
生
相
賛
』
以
外
に
、
宦
蹟
図
の
出
版
が
な
い
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。
な
ぜ
辺
境
行
政
や
戦
勲
に
関
わ
る
官
員
の
事
績
だ
け
が）123
（

、
特
に
「
図
」
と

題
し
た
三
冊
の
版
本
、『
安
南
来
威
図
冊
』、『
三
省
備
辺
図
記
』、『
剿
賊
図
記
』
と

し
て
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か）124
（

。
な
ぜ
、
こ
の
三
冊
の
戦
勲
図
は
宦
蹟
図
や
戦
争
図

が
伝
統
的
に
と
っ
て
き
た
絵
画
と
い
う
媒
体
で
は
な
く
、
出
版
と
い
う
媒
体
を
選
ん

だ
の
か
。
資
料
の
制
限
が
あ
る
た
め
具
体
的
な
回
答
は
難
し
い
が
、
制
作
の
概
要
と

図
像
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
し
、
明
代
戦
争
図
の
発
展
と

特
色
、
お
よ
び
晩
明
の
出
版
文
化
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

■
『
安
南
来
威
図
冊
』

現
在
北
京
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
安
南
来
威
図
冊
』
は
、
安
南
に
お
け
る

莫
登
庸
（
一
四
八
三
？

－

一
五
四
一
）
の
乱
の
招
撫
を
描
く
）
125
（

。
前
半
部
分
は
『
安
南

来
威
図
冊
』（
全
体
の
名
称
と
区
別
す
る
た
め
、
以
下
『
安
南
来
威
図
』
と
呼
ぶ
）
で
、

図
説
や
序
詠
を
付
す
。
後
半
部
分
の
版
心
に
は
『
安
南
輯
略
』
と
あ
り
、
こ
の
事
件

に
関
す
る
文
書
を
収
め
る
。
前
後
半
と
も
に
「
安
南
」
を
題
に
し
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
当
時
の
広
西
太
平
府
知
府
で
あ
っ
た
江
一
桂
（
一
四
八
五

－

一
五
四
五
）
を

中
心
に
、
彼
の
安
南
事
件
で
の
働
き
を
称
揚
す
る
も
の
で
あ
る
。『
安
南
輯
略
』
上

巻
は
江
一
桂
の
行
状
、
墓
誌
銘
、
伝
記
な
ど
を
収
め
た
、
彼
の
経
歴
の
記
録
で
あ
る
。

『
安
南
来
威
図
』
の
冒
頭
に
は
、「
白
石
先
生
像
賛
」、「
白
石
先
生
小
像
」
と
、
江
一

桂
の
死
の
数
ヶ
月
前
に
嘉
靖
帝
（
一
五
二
二

－

一
五
六
六
）
が
下
し
た
、
雲
南
赴
任

の
勅
令
が
掲
載
さ
れ
る
。
上
巻
に
は
「
単
騎
奉
辞
」、「
因
塁
歌
凱
」、「
定
平
報
成
」

な
ど
の
、
江
一
桂
が
莫
登
庸
の
乱
を
鎮
圧
す
る
過
程
が
描
か
れ
、
中
巻
に
は
「
開
璧

受
降
」、「
典
納
方
物
」
な
ど
、
そ
の
後
の
儀
式
や
戦
果
を
描
く
。
下
巻
は
、
建
寧
、

鳳
陽
、
太
平
な
ど
の
各
地
の
民
が
江
一
桂
の
徳
政
を
慕
う
、「
留
都
遺
愛
」、「
光
榔

生
祀
」
を
描
き
、
そ
の
間
に
「
征
南
奏
捷
賦
並
序
」、「
奏
績
序
」、「
本
邑
崇
祀
文
」

な
ど
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
安
南
来
威
図
』
は
、
江
一
桂
の
安
南

で
の
事
績
と
地
方
に
お
け
る
徳
政
を
描
写
し
た
宦
蹟
図
と
言
っ
て
よ
い
。『
安
南
輯
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略
』
上
巻
に
も
、
江
一
桂
の
個
人
的
な
経
歴
を
記
録
す
る
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
、
凌
琯
が
一
五
六
六
年
（
嘉
靖
四
十
五
年
）
に
書
い
た
「
脩
攘
図
冊
序
」

が
あ
り
、「（
江
一
桂
）
之
子
太
学
生
原
泉
君
、
孫
鄉

進
士
儀
卿
君
、
取
建
寧
、
鳳
陽
、

太
平
旧
所
嘗
為
図
、
絵
為
一
冊
、
凡
士
民
之
扳
留
、
戎
衛
之
讋
服
、
轅
門
之
委
任
、

土
夷
之
信
服
、
一
一
為
之
臚
列
、
為
之
標
目
、
一
展
巻
而
以
政
得
民
、
以
威
服
衆
…
」

と
述
べ
る）126
（

。
こ
の
序
文
か
ら
、
江
一
桂
の
宦
蹟
図
は
も
と
も
と
「
脩
攘
図
」
と
い
う

名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
安
南
来
威
図
』
を
編
纂
す
る
際
、
凌
琯
の

一
五
六
六
年
の
序
文
は
巻
頭
に
複
製
さ
れ
た
が
、
書
写
し
た
時
期
は
一
五
七
一
年

（
隆
慶
五
年
）、
題
名
は
「
安
南
来
威
図
冊
序
」
と
変
え
ら
れ
、
さ
ら
に
「
郡
愽
馮
子
、

邑
令
梁
子
嘗
為
公
標
校
来
威
図
」
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
い
る）127
（

。

ま
た
、『
安
南
来
威
図
』
の
目
録
と
そ
の
内
容
は
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い）128
（

。

さ
ら
に
、『
安
南
来
威
図
冊
』
に
は
『
安
南
来
威
図
』
と
『
安
南
輯
略
』
を
統
合
し

た
目
録
は
な
く
、
い
つ
一
書
と
な
っ
た
の
か
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
こ
の
書
物
は
複
数
回
に
及
ぶ
編
集
、
出
版
を
経
て
い
る
の
だ
ろ
う
。『
明
史
藝

文
志
』
と
黄
虞
稷
（
一
六
二
九

－

一
六
九
一
）『
千
頃
堂
書
目
』
に
は
、『
江
美
中
安

南
来
威
輯
略
』
と
い
う
書
が
収
録
さ
れ
て
お
り）129
（

、
こ
れ
に
は
、
現
存
す
る
『
安
南
来

威
図
冊
』
に
は
見
ら
れ
な
い
「
前
給
事
中
厳
従
簡
安
南
来
威
輯
略
序
」
と
沈
懋
孝
「
安

南
来
威
輯
略
後
語
」
が
付
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い）130
（

。
し
か
し
図
に
つ
い
て
の
言

及
が
な
い
こ
れ
ら
の
書
物
が
、
実
際
は
『
安
南
来
戚
輯
略
』
と
『
安
南
来
威
図
冊
』

の
ど
ち
ら
な
の
か
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
厳
従
簡
は
序
文
の
中
で

「
前
給
事
中
」
と
称
し
、
さ
ら
に
「
予
罪
竄
星
源
、
暇
閲
新
安
宦
業
伝
白
石
江
公
…

後
獲
安
南
来
威
輯
略
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
を
記
し
た
の
は
お
そ
ら
く
一
五
六
七

年
か
ら
一
五
七
五
年
に
か
け
て
、
彼
が
婺
源
県
丞
に
降
格
さ
れ
て
い
た
と
き
か
、
そ

れ
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る）131
（

。
厳
従
簡
が
見
た
の
は
凌
琯
の
一
五
六
六
年
の
序
文

を
持
つ
『
安
南
輯
略
』
よ
り
も
後
の
版
本
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
現
存
す
る
『
安
南
来

威
図
冊
』
に
は
厳
の
序
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
厳
従
簡
が
序
文
を
書
い
た

の
は
『
安
南
輯
略
』
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
本
の
、
現
在
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

『
安
南
来
威
輯
略
』
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
く
は
、
厳
従
簡
の
経
歴
や
そ

の
他
の
原
因
に
よ
っ
て
、
現
存
す
る
『
安
南
来
威
図
冊
』
で
は
、
厳
が
『
安
南
輯
略
』

の
た
め
に
書
い
た
序
文
が
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
安
南
来
威
図
冊
』
系
統
の
書
物
が
数
回
に
わ
た
っ
て
改
編
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
、
江
氏
三
代
の
生
涯
は
深
く
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
郷
薦
に
よ
っ
て
官

位
に
付
い
た
江
一
桂
に
は
特
別
な
功
績
は
な
か
っ
た
。『
安
南
来
威
図
冊
』
は
彼
の

宦
蹟
を
逐
一
記
録
し
て
は
い
る
が
、
中
心
と
な
る
安
南
事
件
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
明

実
録
』
中
に
江
一
桂
が
こ
の
事
件
に
参
与
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
も
し
『
安
南

来
威
図
冊
』
が
残
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
江
一
桂
の
役
割
が
史
料

に
残
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
逆
に
、
江
一
桂
に
関
す
る
『
明
実
録
』
中
の
唯

一
の
記
載
は
、「
革
雲
南
按
察
司
副
使
江
一
桂
職
、
仍
命
所
司
逮
治
之
。
以
一
桂
先

任
広
西
太
平
府
知
府
、
賍
汚
不
職
、
為
巡
撫
都
御
史
張
岳
（
一
四
九
二

－

一
五
五
二
）
論
劾
、
故
也
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る）132
（

。
こ
の
免
職
の
一
件
は
、『
安
南

来
威
図
冊
』
に
付
さ
れ
た
、
雲
南
赴
任
を
命
ず
る
嘉
靖
帝
の
勅
令
か
ら
、
わ
ず
か
に

三
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
り
、
免
職
令
が
下
さ
れ
た
数
日
後
、
江
一
桂
は
こ
の
世
を

去
っ
て
い
る
。
沈
懋
孝
が
「
安
南
来
威
輯
略
後
語
」
で
、「
忠
信
行
蠻
貊
、
而
不
獲

於
当
路
、
其
命
也
。
夫
不
有
茲
編
、
後
世
曷
知
。」
と
言
う
の
も
も
っ
と
も
で
あ
ろ

う
）
133
（

。
主
な
編
者
の
一
人
、
江
美
中
も
特
に
功
績
が
あ
っ
た
人
物
で
は
な
い
。
地
方
志

に
よ
れ
ば
、
江
一
桂
の
安
南
で
の
働
き
は
「
一
切
多
美
中
賛
画
」
で
あ
り）134
（

、
江
美
中

は
父
親
の
安
南
で
の
功
績
を
特
に
強
調
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
江
一
桂
の
功

績
を
記
念
す
る
活
動
は
、
孫
の
江
朝
陽
が
嘉
靖
三
十
四
年
（
一
五
五
五
）、
科
挙
に

及
第
し
て
か
ら
さ
ら
に
活
発
に
な
り）135
（

、
十
餘
年
を
か
け
て
墓
誌
銘
、
伝
記
、
宦
蹟
図

へ
の
序
文
な
ど
が
次
々
に
人
に
依
頼
さ
れ
た
。
こ
れ
を
基
礎
に
『
安
南
輯
略
』
が
編

纂
さ
れ
、『
安
南
来
威
図
冊
』
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

江
美
中
と
江
朝
陽
の
出
版
し
た
江
一
桂
の
宦
蹟
図
に
は
、
絵
画
と
い
う
媒
体
を
用
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い
な
い
点
以
外
に
も
、
通
行
の
宦
蹟
図
に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
が
い
く
つ
か
指
摘
で

き
る
。
ま
ず
、
江
氏
は
一
般
の
宦
蹟
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
進
士
出
身
の
中
高
級
官

員
で
は
な
い
。
江
氏
の
よ
う
に
郷
薦
に
よ
っ
て
官
位
を
得
た
身
分
の
低
い
外
官
は
、

宦
蹟
図
の
中
心
的
内
容
で
あ
る
「
瓊
林
宴
」、「
金
門
待
漏
」
な
ど
に
加
わ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
身
分
の
低
い
官
員
の
在
官
中
の
事
績
を
描
く
例
も
あ
る
が
、
そ
の
多
く

は
徳
政
を
賞
賛
す
る
単
独
の
作
例
で
あ
る
。
例
え
ば
「
貴
州
有
府
名
程
番
」
の
た
め

に
作
ら
れ
た
「
鄧
程
番
遺
愛
図
）
136
（

」
や
「
絵
図
贈
美
鄞
令
蒋
君
德
政
序
」
が
挙
げ
ら
れ

る
）
137
（

。
ま
た
数
は
少
な
く
て
も
珍
し
い
事
績
が
あ
れ
ば
、
中
高
級
官
員
の
宦
蹟
図
を
ま

ね
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
政
の
ほ
か
に
「
連
城
禦
寇
」、「
胥
水
征
蠻
」
な

ど
、
一
般
の
府
県
政
府
で
は
見
ら
れ
な
い
政
治
的
業
績
を
描
く
「
鄭
節
推
八
事
巻
」

が
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。「
鄭
節
推
八
事
巻
」
は
中
高
級
官
員
の
宦
蹟
図
の
型
を
そ

の
ま
ま
採
用
し
て
お
り
、
似
た
よ
う
な
題
を
付
け
、
宦
蹟
図
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
鹿

鳴
宴
」
な
ど
の
科
挙
及
第
に
関
わ
る
事
績
を
描
く
代
わ
り
に
、
大
学
の
「
橋
門
卒
業
」

を
冒
頭
に
置
い
て
い
る）138
（

。
こ
れ
に
対
し
、「
安
南
来
威
図
」
は
宦
蹟
図
の
通
例
に
は

な
い
題
を
付
け
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
「
誌
窮
巻
四
図
」
の
よ
う
に
、
特
別
な
名
称

を
採
用
す
る
こ
と
で
特
定
の
主
題
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
宦
蹟
図
が
時
系
列
に

沿
っ
て
個
人
の
生
涯
を
語
ろ
う
と
す
る
そ
の
構
造
自
体
を
放
棄
し
て
い
る
。『
安
南

来
威
図
』
は
そ
の
目
録
で
「
外
攘
本
於
内
修
…
於
是
覆
跡
諸
所
絵
図
以
附
焉
」
と
述

べ
て
い
る
が）139
（

、
安
南
事
件
よ
り
前
の
事
績
で
あ
る
、
建
寧
と
鳳
陽
に
お
け
る
江
一
桂

の
政
治
的
業
績
を
、
太
平
府
な
ど
に
お
け
る
徳
政
に
加
え
る
か
た
ち
で
莫
登
庸
の
乱

の
鎮
圧
の
後
ろ
に
置
く
。
つ
ま
り
『
安
南
来
威
図
』
は
、
江
一
桂
の
宦
蹟
を
安
南
事

件
が
中
心
に
な
る
よ
う
に
再
編
集
し
、
そ
の
際
に
一
般
の
宦
蹟
図
が
採
用
す
る
時
系

列
の
構
造
を
放
棄
し
て
い
る
。『
安
南
来
威
図
』
は
こ
の
よ
う
に
中
心
と
な
る
主
題

を
明
確
に
示
す
こ
と
で
、
通
常
の
宦
蹟
図
よ
り
も
生
き
生
き
と
江
一
桂
の
事
績
を
描

き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
絵
画
を
媒
体
と
す
る
宦
蹟
図
で
は
、
描
か

れ
る
事
績
の
数
は
十
か
ら
二
十
に
留
ま
り
、「
梁
夢
龍
恩
栄
百
紀
図
冊
」
の
よ
う
な

作
例
は
あ
く
ま
で
例
外
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
刊
行
さ
れ
た
書
籍
は
数
十
か
ら
数

百
頁
あ
る
の
が
普
通
で
、『
安
南
来
威
図
冊
』
も
図
の
ほ
か
に
、「
投
降
本
」
の
よ
う

な
関
連
す
る
文
書
、「
征
南
奏
捷
賦
並
序
」、「
奏
績
序
」
の
よ
う
な
人
民
の
賛
辞
も

収
録
し
、
図
と
文
を
並
置
し
て
江
一
桂
の
業
績
を
一
層
際
立
た
せ
て
い
る
。
絵
画
形

式
の
宦
蹟
図
で
は
、
副
本
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
流
通
の
範
囲
は
限
ら
れ
て
し
ま
う

が
、『
安
南
来
威
図
冊
』
は
大
量
に
印
刷
さ
れ
、
広
い
範
囲
に
伝
播
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
江
美
中
と
江
朝
陽
の
『
安
南
来
威
図
冊
』
は
、
印
刷
と
い
う
媒
体
と
、

安
南
事
件
を
中
心
に
据
え
た
編
集
に
よ
っ
て
、
江
一
桂
の
政
治
的
業
績
を
一
般
の
宦

蹟
図
よ
り
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

■
『
三
省
備
辺
図
記
』

『
安
南
来
威
図
冊
』
は
安
南
事
件
を
中
心
に
江
一
桂
の
事
績
を
再
編
成
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
出
版
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
宦
蹟
図
の
枠
組
み
を
超
え
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、『
三
省
備
辺
図
記
』
は
版
画
と
い
う
媒
体
に
よ
っ
て
明
代
戦
争

絵
画
の
新
た
な
局
面
を
切
り
開
い
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
本
は
蘇
愚
が
自
ら
編
纂

し
た
も
の
で
、
鄒
爾
瞻
の
序
文
に
は
「
公
駐
鎮
都
勻
、
暇
日
、
念
曩
時
劻
勷
之
状
、

乃
各
為
図
以
紀
其
事
」
と
あ
る
が）140
（

、
蘇
愚
は
一
五
八
二
年
貴
州
に
あ
っ
た
時
か
ら）141
（

、

福
建
、
広
東
、
貴
州
三
省
の
辺
境
に
お
け
る
自
分
の
戦
功
を
絵
画
化
し
始
め
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
冬
、
蘇
愚
は
鄒
爾
瞻
に
序
文
を
請
い
、
翌
年
（
一
五
八
三
）、

江
西
布
政
使
に
着
任
、
そ
の
夏
の
五
月
に
自
序
を
記
し
た
。
こ
の
と
き
に
板
刻
も
完

成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
三
省
備
辺
図
記
』
は
、
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）

に
蘇
愚
が
興
泉
で
軍
隊
を
揃
え
て
か
ら
、
一
五
六
九
年
に
福
建
の
倭
寇
、
海
寇
を
鎮

圧
す
る
ま
で
、
ま
た
一
五
七
二
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
広
東
山
寇
の
平
定
、

一
五
七
四
年
の
潮
寇
平
定
、
さ
ら
に
一
五
七
九
年
か
ら
一
五
八
一
年
末
に
か
け
て
の

苗
族
鎮
撫
、
お
よ
び
そ
の
後
の
陽
洞
僮
人
の
鎮
撫
を
描
く
。
全
体
は
時
系
列
に
従
っ

て
地
域
別
に
編
成
さ
れ
、
三
省
の
辺
境
に
お
け
る
蘇
愚
の
戦
勲
を
描
き
、
さ
ら
に
そ
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れ
ぞ
れ
を
倭
寇
（
閩
）、
海
寇
（
閩
）、
山
寇
（
粵

）、
潮
寇
（
粵

）、
苗
（
黔
）、
僮
（
黔
）

の
平
定
や
鎮
撫
に
細
か
く
分
類
す
る
。「
永
安
平
倭
記
」
が
「
永
寧
破
倭
寇
図
」
と

「
安
海
平
倭
寇
図
」
の
二
図
に
対
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
図
一
記
が
交
互
に
並
べ
ら
れ
る
。
各
小
分
類
の
最
後
に
は
一
種
の
総
括
と
し
て
、

「
平
倭
寇
欽
賞
図
」
と
「
平
倭
欽
賞
記
」、「
有
苗
来
格
之
図
」
と
「
格
苗
欽
賞
記
」

な
ど
の
、
皇
帝
欽
賞
の
図
と
記
が
掲
載
さ
れ
る
。『
三
省
備
辺
図
記
』
巻
末
の
「
撫

陽
洞
欽
賞
記
」
は
完
本
で
な
く
頁
が
欠
け
て
い
る
が
、
全
体
の
構
成
か
ら
見
れ
ば
、

こ
れ
が
最
後
を
し
め
く
く
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
、
北
京
国

家
博
物
館
が
所
蔵
す
る
孤
本
『
三
省
備
辺
図
記
』
は
福
建
の
十
図
、
広
東
の
九
図
、

貴
州
の
六
図
を
収
録
す
る
が
、
こ
れ
は
元
の
状
態
に
極
め
て
近
い
も
の
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
。
明
代
文
集
中
の
戦
勲
図
と
比
較
す
れ
ば
、
合
計
二
十
五
図
と
い
う

『
三
省
備
辺
図
記
』
の
戦
争
図
像
の
数
は
人
目
を
引
く
の
に
十
分
で
あ
る
。
戦
争
図

に
つ
い
て
の
文
集
の
記
録
は
簡
略
な
も
の
が
多
く
、
詳
細
な
内
容
は
描
写
さ
れ
て
い

な
い
が
、
先
に
紹
介
し
た
「
平
番
図
巻
」
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
儀
式
、
行
軍
、
戦
闘

な
ど
の
各
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
、
あ
る
い
は
個
々
の
要
素
を
単
独
で
取
り
上

げ
て
「
出
師
図
」
や
「
凱
旋
図
」
と
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
基
本
的
に
は
巻
あ

る
い
は
冊
全
体
で
一
つ
の
紛
争
を
表
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
対
照
的
に
、『
三

省
備
辺
図
記
』
の
二
十
五
図
に
表
さ
れ
た
蘇
愚
の
戦
功
は
、
ま
ず
三
つ
の
地
域
に
分

類
さ
れ
、
さ
ら
に
交
戦
対
象
ご
と
に
異
な
っ
た
図
式
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
中
で
い
く

つ
か
の
戦
闘
に
細
分
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
層
的
な
分
類
方
式
は
、
明
代
の
戦

争
図
像
に
お
け
る
新
た
な
変
化
と
言
え
る
だ
ろ
う）142
（

。

『
三
省
備
辺
図
記
』
は
、
平
地
倭
寇
、
海
寇
、
山
寇
、
潮
寇
と
の
戦
闘
を
、
場
所

や
対
象
の
種
別
に
よ
り
四
つ
の
図
式
に
分
け
て
描
く
。
い
ず
れ
の
図
式
に
も
二
つ
の

勢
力
の
激
し
い
戦
闘
場
面
が
表
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
図
式
は
、「
永
寧
破
倭
寇
図
」

（
図
1
）、「
練
兵
平
倭
寇
図
」
な
ど
、
平
地
倭
寇
と
の
戦
い
を
描
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
画
面
中
央
の
平
地
で
、
明
兵
と
倭
寇
の
二
群
に
別
れ
た
人
馬
が

左
右
か
ら
中
心
に
向
か
っ
て
激
突
す
る
図
式
を
と
る
。
周
囲
に
は
背
景
と
し
て
、
山

石
や
城
壁
、
そ
の
間
か
ら
の
ぞ
く
軍
旗
な
ど
が
描
か
れ
る
。
数
の
上
で
勝
る
明
兵
が

高
く
武
器
を
掲
げ
て
勇
猛
に
突
進
す
る
勢
い
は
、
身
を
翻
し
て
逃
げ
よ
う
と
し
た

り
、
傷
を
受
け
て
地
面
に
倒
れ
込
ん
だ
り
し
て
い
る
倭
寇
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ

の
対
比
を
通
じ
て
、
明
軍
が
優
位
に
あ
る
戦
況
が
表
さ
れ
る
。
両
軍
が
画
面
中
央
に

向
か
っ
て
突
進
す
る
動
感
、
お
よ
び
彼
ら
の
持
つ
長
竿
や
太
刀
の
よ
う
な
棒
状
の
武

器
が
描
く
様
々
な
角
度
の
直
線
は
、
戦
場
の
騒
々
し
さ
を
強
調
し
、
鑑
賞
者
に
戦
闘

の
激
し
さ
を
伝
え
る
。
ま
た
、
刀
を
振
る
い
合
う
双
方
の
兵
士
の
姿
勢
、
歩
兵
や
騎

兵
な
ど
異
な
る
種
類
の
兵
士
が
入
り
乱
れ
る
様
子
、
激
戦
の
さ
な
か
に
あ
る
兵
士
と

そ
こ
に
新
し
く
加
わ
っ
て
い
く
倭
寇
、
傷
を
受
け
て
倒
れ
た
倭
寇
と
そ
の
首
を
た
た

き
切
ろ
う
と
す
る

明
兵
の
血
な
ま
ぐ

さ
い
細
部
描
写
に

よ
っ
て
臨
場
感
が

高
ま
り
、
鑑
賞
者
は

戦
況
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
る
よ

う
な
感
覚
を
覚
え

る
。
第
二
の
図
式

は
、「
南
嶺
破
山
寇

図
」（
図
2
）、「
九

丫
樹
破
寇
図
」
な

ど
、
山
寇
の
鎮
圧
を

描
く
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
図
式
を
応

用
し
、
戦
場
を
山
中

図1　「永寧破倭寇図」（［明］蘇愚『三省備辺図記』
　　　 （『北京図書館古籍珍本叢刊』史部．地理類第22

冊，據明万暦刻本影印）、頁4b-5a）
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に
移
し
て
、
山
々
の
間
に
兵
士
の
進
軍
の
場
面
と
刀
を
交
え
て
戦
う
場
面
を
描
き
、

平
地
と
は
異
な
る
戦
闘
場
面
を
表
す
。
第
三
の
図
式
は
、「
漳
潮
征
海
寇
図
」、「
連

澳
攻
海
寇
図
」（
図
3
）
な
ど
、
海
寇
と
の
戦
い
で
あ
る
。
右
の
角
に
は
、
通
常
官

服
を
着
た
地
方
官
が
崖
上
か
ら
戦
況
を
眺
め
て
指
揮
を
と
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
左

に
広
が
る
海
に
は
多
く
の
軍
船
が
浮
か
ぶ
。
数
に
お
い
て
勝
る
明
の
軍
船
は
、
手
に

武
器
を
持
っ
た
兵
士
を
乗
せ
て
波
の
間
を
左
方
向
に
進
む
。
先
頭
の
船
は
す
で
に
倭

寇
と
の
戦
闘
を
始
め
て
お
り
、
海
寇
の
船
は
火
を
付
け
ら
れ
て
敗
走
し
、
あ
る
い
は

沈
ん
で
い
く
。
画
面
の
端
に
は
軍
旗
の
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
帆
柱
が
描
か
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
第
一
、
第
二
の
図
式
で
土
坡
の
後
ろ
に
見
え
隠
れ
す
る
軍
隊
が
描
か
れ

る
の
と
同
様
、
こ
れ
に
は
戦
場
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
効
果
が

あ
る
。
第
四
の
図
式
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
平
潮
陽
劇
寇
図
」（
図
4
）
一
図

の
み
だ
が
、
城
の
攻
防
戦
を
描
く
特
色
あ
る
図
式
で
あ
る
。
画
面
の
中
心
は
門
を
堅

く
閉
じ
た
円
形
の
城
で
、
城
壁
の
後
ろ
に
頭
を
縮
め
る
倭
寇
と
そ
の
武
器
が
の
ぞ

く
。
城
壁
の
外
に
は
盾
を
掲
げ
、
壁
に
向
か
っ
て
矢
を
放
ち
な
が
ら
進
ん
で
い
く
大

勢
の
明
兵
が
描
か
れ
、
激
し
い
戦
闘
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
三
省
備

辺
図
記
』
の
戦
争
図
が
、「
趙
遹
瀘
南
平
夷
図
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
簡
略
な
類
型

表
現
か
ら
抜
け
出
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
前
述
し
た
「
平
番
図
巻
」
で

は
、
番
族
を
打
ち
破
る
山
間
の
景
が
三
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
の
に
比
べ
、『
三
省
備

図2　「南嶺破山寇図」（『三省備辺図記』、頁41b-42a）

図3　「連澳攻海寇図」（『三省備辺図記』、頁25b-26a）

図4「平潮陽劇寇図」（『三省備辺図記』、頁61b-62a）
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辺
図
記
』
は
は
る
か
に
変
化
に
富
み
、
戦
場
や
交
戦
対
象
に
よ
っ
て
多
様
な
細
部
描

写
を
使
い
分
け
、
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
戦
闘
図
像
を
形
成
し
て
い
る
。

『
三
省
備
辺
図
記
』
で
は
儀
式
の
描
写
も
よ
り
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。「
撫

処
銅
鼓
諸
叛
苗
図
」、「
撫
叛
苗
者
亞
図
」
で
は
苗
族
が
降
伏
し
貢
ぎ
物
を
差
し
出
す

場
面
を
描
く
。
こ
れ
は
、
過
去
の
戦
争
絵
画
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
儀
式
で
は
あ
る
が
、

画
家
は
モ
チ
ー
フ
を
付
け
足
す
こ
と
で
、
こ
の
場
面
の
叙
事
性
を
大
い
に
高
め
て
い

る
。
武
器
や
軍
旗
を
持
っ
た
大
勢
の
兵
士
は
、
軍
幕
の
四
方
に
立
つ
。
官
服
を
着
た

地
方
官
が
二
人
、
そ
の
中
に
座
っ
て
お
り
、
貢
ぎ
物
を
入
れ
た
器
と
牛
を
携
え
、
民

を
率
い
た
苗
族
の
首
領
が
、
軍
幕
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
降
伏
を
告
げ
て
い
る
。

人
々
の
傍
ら
に
は
荷
物
が
散
乱
し
、
ま
た
多
く
の
苗
族
が
遠
方
か
ら
山
を
越
え
て
こ

ち
ら
に
向
か
っ
て
き
て
い
る
。「
趙
遹
瀘
南
平
夷
図
」
に
お
い
て
は
、
数
人
が
両
手

の
貢
ぎ
物
を
将
軍
に
献
じ
て
い
る
だ
け
の
簡
単
な
降
伏
の
場
面
が
、『
三
省
備
辺
図

記
』
に
お
い
て
は
か
な
り
複
雑
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
三
省
備

辺
図
記
』
に
は
新
た
な
儀
式
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
平
山
寇
陞
賞
図
」、「
平
倭
寇

欽
賞
図
」
な
ど
で
は
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
後
、
中
央
か
ら
使
節
が
や
っ
て
き
て
蘇
愚

に
封
賞
を
与
え
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
画
面
左
に
は
官
舎
の
外
か
ら
馬
に
乗
っ
て

や
っ
て
く
る
皇
帝
の
使
者
を
描
き
、
官
舎
の
内
外
に
は
、
立
ち
並
ぶ
兵
士
や
、
銅
鑼
、

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
封
賞
を
祝
う
民
衆
を
描
く
。
封
賞
を
受
け
る
蘇
愚
は
庁
堂
の

中
央
に
ひ
か
え
て
、
使
者
が
到
着
す
る
の
を
待
つ
。
こ
の
よ
う
な
昇
賞
、
欽
賞
の
場

面
は
、『
三
省
備
辺
図
記
』
を
通
じ
て
ほ
ぼ
同
じ
型
に
倣
っ
て
い
る
が
、
多
様
な
図

式
で
描
か
れ
る
戦
闘
や
降
伏
の
儀
式
の
後
に
付
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
図
式
を

明
確
に
区
別
す
る
機
能
が
あ
る
。

■
『
剿
賊
図
記
』

『
剿
賊
図
記
』
を
『
三
省
備
辺
図
記
』
の
図
式
と
比
べ
る
と
、
戦
争
図
が
晩
明
に

さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
物
は
玄
黙
（「
玄
」
は
康
煕
帝

玄
燁
の
諱
で
あ
る
た
め
、
清
代
の
文
献
で
は
「
元
」
黙
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）

の
編
集
し
た
も
の
で）143
（

、
全
部
で
二
十
四
図
あ
り
、
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
の
河
南

彰
徳
府
に
お
け
る
高
迎
祥
等
衆
討
伐
か
ら）144
（

、
一
六
三
五
年
春
の
河
南
確
山
県
一
帯
の

追
討
ま
で
を
時
系
列
に
沿
っ
て
描
く
。
し
か
し
、
一
六
三
四
年
に
序
文
を
書
い
た
呉

阿
衡
（
？

－

一
六
三
八
）
は
、
賊
の
討
伐
は
こ
の
年
の
春
に
一
段
落
し
た
と
認
識
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
呉
阿
衡
が
「
乃
公
於
客
夏
受
事
、
越
仲
春
而
賊
已
無
蹤
」
と

言
う
の
は
一
六
三
三
年
夏
か
ら
一
六
三
四
年
春
に
か
け
て
の
こ
と
で）145
（

、
玄
黙
の
戦
功

を
総
括
し
て
「
吳
城
一
捷
、
俾
賊
不
得
南
下
、
而
南
陽
亦
獲
其
安
」
と
言
っ
て
い
る

の
は）146
（

、『
剿
賊
図
記
』
第
十
六
図
「
剿
賊
呉
城
図
」
に
描
か
れ
る
一
六
三
三
年
末
か

ら
一
六
三
四
年
初
め
に
か
け
て
の
出
来
事
で
あ
る
。
ま
た
、
呉
の
序
に
あ
る
「
敢
并

斯
言
副
之
剞
劂
、
以
並
存
実
録
云
）
147
（

」
と
い
う
一
文
か
ら
、『
剿
賊
図
記
』
の
板
刻
が

一
六
三
四
年
に
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
出
版
に
至
っ
た
か
ど
う
か
は
定

か
で
な
い
。
そ
の
後
、
玄
黙
が
河
南
南
部
ま
で
追
討
し
た
の
に
伴
い
、『
剿
賊
図
記
』

は
一
六
三
五
年
春
ま
で
の
事
績
を
組
み
込
ん
だ
。『
明
史
』
に
は
、
崇
禎
八
年

（
一
六
三
五
）
夏
、
玄
黙
は
「
被
逮
去
、
久
之
得
釈
帰
、
八
年
卒
）
148
（

」
と
あ
る
。
ま
た
、

元
克
中
が
「
議
者
乃
謂
豫
撫
趨
之
被
逮
還
都
事
雖
得
而
白
、
而
公
叺
不
能
殺
賊
、
賚

志
而
歿
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
剿
賊
図
記
』
の
完
成
は
お
そ
ら
く

一
六
三
五
年
、
玄
黙
が
こ
の
世
を
去
る
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、

『
剿
賊
図
記
』
巻
末
の
図
記
に
は
、「
余
一
面
疏
請
聴
洪
公
指
画
、
一
面
與
撫
盧
公
、

并
行
営
諸
将
、
同
心
戮
力
、
誓
大
彰
国
威
以
收
蕩
平
之
績
」
と
あ
り
、
こ
の
希
望
に

満
ち
た
語
気
は
逮
捕
の
後
の
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。『
剿
賊
図
記
』
は
や
は
り

一
六
三
五
年
の
春
か
ら
夏
の
間
に
完
成
し
た
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
た
だ
い
ず

れ
に
せ
よ
、『
剿
賊
図
記
』
が
制
作
さ
れ
た
の
は
賊
の
討
伐
が
な
お
進
行
し
て
い
る

間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
江
一
桂
の
死
後
何
年
も
経
っ
て
か
ら
そ
の
子
孫
が
編
纂
し

た
『
安
南
来
威
図
冊
』、
蘇
愚
が
辺
境
に
お
け
る
十
余
年
の
自
分
の
戦
勲
の
総
括
と

し
て
制
作
し
た
『
三
省
備
辺
図
記
』
と
比
べ
て
、『
剿
賊
図
記
』
の
出
版
は
非
常
に
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迅
速
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
戦
火
の
中
で
記
を
書
き
、
絵
画
を
描
か

せ
、
序
文
を
依
頼
し
て
、
板
刻
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
王
材
が
「
金
門

待
漏
図
序
」
で
「
自
一
命
以
上
、
拝
恩
於
朝
、
還
旅
舍
、
則
必
求
絵
事
者
貌
之
」
と

述
べ
る
よ
う
な
せ
わ
し
な
い
状
況
と
よ
く
似
て
お
り）149
（

、
晩
明
の
出
版
業
の
発
達
と
戦

勲
図
制
作
の
流
行
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る）150
（

。

『
剿
賊
図
記
』
は
、
晚
明
に
お
け
る
戦
争
図
像
の
さ
ら
な
る
進
化
を
示
す
作
例
で

も
あ
る
。『
三
省
備
辺

図
記
』
は
、
戦
場
と
交

戦
対
象
に
対
応
し
た

い
く
つ
か
の
図
式
を

用
い
、
細
部
描
写
を
充

満
さ
せ
て
戦
闘
の
激

し
さ
を
描
く
。『
剿
賊

図
記
』
に
は
、
激
し
い

戦
闘
を
描
く
た
め
の

型
は
用
い
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
は
広
々
と
し

た
山
水
の
景
が
背
景

と
な
り
、
登
場
人
物
の

数
も
大
幅
に
減
っ
て
、

そ
の
活
動
が
画
面
中

に
占
め
る
割
合
も
限

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
山
水
表

現
を
重
視
し
、
戦
闘
の

細
部
描
写
を
縮
小
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
剿
賊
図
記
』
の
叙
事
性
は
弱
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る）151
（

。
こ
れ

は
晩
明
の
戯
曲
挿
絵
に
お
い
て
、
人
物
の
背
景
と
し
て
庭
園
で
は
な
く
山
水
が
描
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
叙
事
性
が
低
下
し
て
い
く
傾
向
と
軌
を
一
に
す

る
）
152
（

。
ま
た
、『
剿
賊
図
記
』
が
戦
闘
の
図
式
と
い
う
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
背

景
描
写
の
個
別
性
を
強
調
し
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。『
三
省
備
辺
図

記
』
で
は
各
図
式
が
形
式
化
し
た
表
現
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、『
剿
賊
図
記
』

で
は
山
水
表
現
を
区
別
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
の
場
景
を
描
き
分
け
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
戦
闘
が
行
わ
れ
た
地
域
と
そ
こ
で
の
活
動
を
特
定
し
て
、
個
別
の

戦
争
図
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
武
林
累
捷
図
」
で
は
、

人
物
と
山
脈
の
大
き
さ
を
対
比
さ
せ
、
数
名
の
兵
士
が
険
し
い
山
を
登
る
様
子
を
描

く
。「
河
北
賊
散
図
」
で
も
同
様
に
人
物
と
山
石
の
対
比
を
通
じ
て
、
兵
士
が
山
の

間
を
捜
索
す
る
場
面
を
描
く
。「
冰
堅
賊
渡
図
」（
図
5
）
は
、
凍
っ
た
広
い
川
面
を

描
き
、
兵
士
が
賊
を
追
っ
て
そ
こ
を
渡
ろ
う
と
す
る
場
面
を
表
す
。『
三
省
備
辺
図

記
』
で
は
、
各
戦
闘
が
あ
る
図
式
を
用
い
て
表
現
さ
れ
、
各
図
の
題
名
も
、
地
名
と

対
象
の
名
前
を
置
き
換
え
る
だ
け
の
似
通
っ
た
も
の
が
並
ん
で
い
た
。
こ
れ
に
対

し
、『
剿
賊
図
記
』
の
各
図
の
題
名
は
よ
り
個
別
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
戦
争
の

場
景
へ
の
興
味
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

小
結

辺
境
で
の
事
績
や
戦
争
に
関
係
す
る
明
代
絵
画
の
現
存
作
例
は
多
い
と
は
言
え
な

い
が
、
前
述
し
た
三
冊
の
版
本
は
そ
の
変
遷
や
特
色
の
一
面
を
物
語
っ
て
い
る
。『
安

南
来
威
図
冊
』
は
通
常
の
宦
蹟
図
の
構
成
を
転
換
し
て
江
一
桂
の
事
績
を
突
出
さ

せ
、『
三
省
備
辺
図
記
』
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
戦
闘
の
図
式
を
使
用
し
、『
剿
賊
図

記
』
は
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
闘
場
面
の
個
別
性
を
強
調
す
る
。
こ
の
よ
う
な
数
十
年
に
お

よ
ぶ
発
展
の
過
程
と
そ
こ
か
ら
生
じ
た
特
色
あ
る
表
現
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る

し
、
こ
こ
か
ら
戦
勲
図
が
い
か
に
流
行
し
て
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
も
で
き

図5 　「冰堅賊渡図」（［明］玄黙『剿賊図記』（中央研究院歴史語言研究所
傅斯年圖書館蔵雍正九年 [1731] 重刊本）、図頁27b-28a）
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る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
三
冊
以
外
に
も
、
個
人
の
辺
境
に
お
け
る
事
績
と
戦
争
に

関
係
す
る
記
述
を
含
む
書
籍
の
中
に
挿
図
を
伴
う
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
万
暦

二
十
年
（
一
五
九
二
）
序
の
『
王
公
忠
勤
録
』
に
は
、
王
重
光
の
「
征
蛮
之
図
」（
図

6
）、「
撫
蛮
之
図
」
が
付
さ
れ）153
（

、
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
序
の
『
巡
城
録
』
中
の

「
圍
城
日
録
」
も
、
劉
錫
玄
（
一
五
七
四

－

？
）
の
「
二
月
初
八
日
西
門
禦
坡
上
賊
、

十
六
日
北
城
開
門
殺
賊
之
図
」、「
十
二
月
初
七
日
王
軍
門
解
圍
図
」
な
ど
を
描
く
）
154
（

。

前
者
は
細
部
描
写
が
豊
富
で
、『
三
省
備
辺
図
記
』
に
近
く
、
後
者
は
特
定
の
日
時

に
特
定
の
城
を
防
衛
す
る
過
程
を
描
い
て
個
別
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で

『
剿
賊
図
記
』
に
近
い
。
以
上
の
作
例
か
ら
も
、
戦
争
に
関
係
す
る
絵
画
が
明
代
後

期
に
さ
ら
に
活
発
に
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）155
（

。
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
戦

勲
を
題
材
に
し
た
晩
明
の
版
画
は
、
文
官
の
宦
蹟
図
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
明
代

官
員
を
と
り
ま
く
視
覚
文
化
の
一
環
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

余
論明

代
戦
勲
図
の
制
作
は
宦
蹟
図
と
同
様
、
主
に
官
員
社
会
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
影
響
は
官
吏
の
間
に
留
ら
ず
、
街
の
商
業
的
絵
画
工
房
に
も
拡
大
し

て
い
っ
た
。
現
存
す
る
二
巻
の
嘉
靖
倭
寇
を
描
い
た
画
巻
、
伝
仇
英
「
倭
寇
図
巻
」

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
と
「
抗
倭
図
巻
」（
中
国
国
家
博
物
館
蔵
）
は）156
（

、
お
そ

ら
く
胡
宗
憲
の
倭
寇
平
定
に
取
材
し
た
蘇
州
片
だ
ろ
う
。
こ
の
二
巻
の
表
現
は
全
く

同
じ
と
は
言
え
ず
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
の
端
麗
な
人
物
描
写
は
仇
英
の
画
風

に
近
く
）
157
（

、
中
国
国
家
博
物
館
本
の
淡
い
青
緑
山
水
表
現
は
呉
派
風
に
属
す
る
が
、
制

作
時
期
は
い
ず
れ
も
嘉
靖
年
間
よ
り
も
や
や
下
っ
た
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
、
万
暦
年
間
の
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七

－

一
五
九
八
）
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
り
、
嘉

靖
年
間
の
倭
寇
平
定
へ
の
興
味
が
再
び
か
き
立
て
ら
れ
た
こ
と
が）158
（

、
晩
明
の
蘇
州
片

工
房
に
よ
る
仇
英
や
文
徴
明
な
ど
の
呉
派
画
家
の
作
品
に
擬
し
た
作
品
の
制
作
に
つ

な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い）159
（

。
二
巻
の
モ
チ
ー
フ
や
構
図
は
よ
く
似
て
い
て
、
巻
頭

の
岸
に
停
泊
す
る
倭
船
か
ら
、
高
い
所
に
肩
車
を
し
て
立
ち
遠
く
を
眺
め
る
倭
人
、

略
奪
品
を
運
び
民
家
に
火
を
か
け
る
場
景
、
群
を
成
し
て
逃
亡
す
る
人
民
、
官
船
と

倭
寇
の
戦
闘
の
盛
り
上
が
り
、
官
軍
の
軍
列
が
整
然
と
城
門
か
ら
進
軍
し
て
く
る
巻

末
の
描
写
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
よ
く
似
た
モ
チ
ー

フ
と
構
図
を
複
製
し
て
い
く
手
法
は
、
晩
明
蘇
州
片
の
間
で
流
行
し
た
「
清
明
上
河

図
」
制
作
の
そ
れ
に
近
い
）
160
（

。
二
巻
の
モ
チ
ー
フ
と
構
図
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
画
風

は
や
や
異
な
る
も
の
の
共
に
晩
明
蘇
州
片
の
範
疇
に
収
ま
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も

図6 　「征蛮之図」（［明］雷思忠集、［明］曹思彬校正『王公忠勤録』、
図頁2b-3a（收入周心慧主編『新編中国版画史図録　第六冊 明 万
暦版画（三）』北京：学苑出版社，2000，頁222）
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蘇
州
の
絵
画
工
房
で
作
ら
れ
た
商
品
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

興
味
深
い
の
は
、
伝
仇
英
「
倭
寇
図
巻
」
と
「
抗
倭
図
巻
」
の
描
写
内
容
が
、
清

の
張
鑑
（
一
七
六
八

－

一
八
五
〇
）「
文
徴
明
画
平
倭
図
記
」
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
要
約
し
て
引
用
す
る
。

明
文
徴
明
画
胡
梅
林
平
倭
図
巻
、
乃
揚
州
阮
氏
文
選
楼
所
蔵
。
雲
台
師
云
、「
此

巻
筆
蹟
不
類
衡
山
、
且
此
時
衡
山
年
已
八
十
有
七
、
其
自
署
門
下
文
徴
明
、
或

即
兵
部
主
事
楊
芷
倩
衡
山
生
徒
所
為
、
以
応
梅
林
之
索
者
乎
。
子
其
為
我
考

之
。」
鑑
按
、
此
巻
高
尺
有
呎
、
長
二
丈
一
尺
。
巻
首
書
「
靖
海
奇
功
」
四
字
、

画
尾
書
「
紀
事
」
一
篇
、
皆
御
史
張
寰
所
作
。
中
有
長
興
顧
箬
谿
書
「
海
寇
篇
」。

考
詩
及
紀
事
所
載
年
月
、
殆
記
丙
辰
乍
浦
梁
莊
之
捷
也
。
…
今
考
図
中
一
人
、

貝
冑
組
甲
、
豊
頤
而
短

、
按
轡
乘
紫
騮
馬
、
一
武
士
執
大
纛
前
導
、
稍
次
両

武
士
、
一
執
終
葵
、
一
執
鉞
者
、
即
総
督
胡
宗
憲
①
也
。
…
績
谿
之
右
、
一
官

朱
衣
紗
帽
、
頤
霤
上
微
鋭
、
弯
眉
蠭
目
、
乘
青
驄
並
駆
而
前
者
、
其
尚
書
趙
文

華
②
乎
。
…
又
其
後
高
冠
円
領
、
朱
袍
服
繡
、
豊
下
而
須
、
以
其
次
論
之
、
則

巡
撫
阮
鶚
③
也
。
…
又
其
後
一
官
、
方
面
左
顧
、
年
稍
軽
者
、
巡
按
趙
孔
昭
④

也
。
…
其
餘
文
臣
四
人
皆
朱
衣
烏
帽
、
或
郎
中
郭
仁
、
副
使
劉
燾
、
徐
汝
、
参

政
汪
柏
、
参
議
王
詢
⑤
、
…
此
図
中
之
文
職
可
考
者
也
。
其
武
臣
可
考
者
、
一

将
面
豊
無
須
、
胄
而
組
甲
、
前
擁
二
旗
、
旁
豎
大
旗
、
一
上
画
虎
、
而
翼
在
胡

趙
二
人
後
者
、
疑
総
兵
徐
珏
⑥
。
…
又
一
将
居
前
、
側
身
乗
紫
騮
馬
、
胄
首
朱

甲
、
執
長
旗
督
戦
、
前
五
兵
手
弓
矢
弯
注
、
又
八
兵
執
長
鎗
前
駆
轉
鬭
、
則
都

指
揮
戴
沖
霄
也
。
…
又
一
将
右
視
坐
船
中
、
前
一
卒
執
旗
立
、
将
以
右
手
指
船

頭
、
首
級
纍
纍
然
者
、
疑
遊
擊
尹
秉
衡
⑦
等
、
…
尹
之
左
一
船
稍
後
、
中
坐
一

将
弁
而
朱
袍
緩
帯
来
献
俘
者
、
通
眉
豊
下
、
按
膝
凝
視
船
頭
反
接
而
囚
者
四
、

此
総
兵
盧
鏜
⑧
也
。
…
又
二
船
横
陣
於
倭
艇
之
中
、
十
餘
人
與
倭
鏖
戦
、
一
船

首
置
一
佛
郞
機
、
一
兵
俯
身
然
薬
縄
就
放
、
後
一
将
方
面
広
顙
、
要
県
弓
箙
、

左
執
旗
、
以
右
手
指
麾
督
戦
、
此
総
兵
兪
大
猷
⑨
也
。
…
一
船
稍
先
出
、
與
此

船
並
後
、
一
将
微
髭
怒
目
、
執
黄
旗
督
戦
、
此
或
参
将
丁
僅
⑩
、
壁
乍
浦
城
以

為
内
援
者
、
不
尽
可
考
也
。
此
図
中
之
武
職
可
考
者
也
。
其
面
縛
步
行
、
身
纒

徽
纆
而
俘
者
三
人
、
曰
徐
海
之
弟
也
、
曰
陳
東
、
海
之
書
記
也
、
曰
麻
葉
、
海

之
党
也
。
又
一
小
鹿
頭
船
、
船
首
両
人
持
篙
、
一
椎
髻
小
童
立
於
篷
昔
而
覘
其

後
、
其
艇
烏
篷
櫺
窗
、
窗
中
一
女
子
紅
袖
擁
髻
、
注
目
外
視
、
一
女
子
青
衫
紅

裳
、
相
憑
而
立
、
不
類
民
人
逃
竄
者
、
疑
妓
女
翠
翹
、
緑
姝
⑪
也
。
…
其
餘
兵

士
有
河
朔
、
有
永
保
、
有
保
靖
、
有
容
美
土
兵
、
故
不
一
律
也
。
吁
。
画
之
能

事
、
至
此
纖
悉
、
與
当
日
情
事
相
合
、
非
苟
焉
而
已
。

 

（
＊
編
者
注
：
文
中
○
番
号
は
、
図
7
の
①
〜
⑪
に
対
応
。）

張
鑑
の
見
た
作
品
は
文
徴
明
に
仮
託
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
翠
翹
、
緑
姝
の
描
写
は
、

二
人
に
ま
つ
わ
る
小
説
や
戯
曲
が
嘉
靖
年
間
以
降
に
流
行
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い

る
）
162
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
阮
元
（
一
七
六
四

－

一
八
四
九
）
所
蔵
の
「
胡
梅
林
平
倭

図
巻
」
も
ま
た
蘇
州
の
絵
画
工
房
で
作
ら
れ
た
も
の
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
こ

の
記
述
を
「
抗
倭
図
巻
」
と
比
較
す
れ
ば
、
画
中
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
図
7
①

－

⑪
）
163
（

）。
両
者
は
同
一
系
統
の
蘇
州
片
商
品
で
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

張
鑑
の
記
す
「
胡
梅
林
平
倭
図
巻
」
の
当
初
の
題
名
は
わ
か
ら
な
い
が
、
巻
首
の

題
「
靖
海
奇
功
」
と
記
事
、
海
寇
篇
な
ど
は
、
伝
来
の
過
程
で
付
け
加
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
張
鑑
は
こ
れ
ら
が
絵
画
の
内
容
と
無
関
係
で
あ
る
と
し
、
こ
の
作
品

を
胡
宗
憲
の
倭
寇
平
定
の
戦
勲
図
と
見
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
張
鑑
は
そ
の
制
作
状

況
を
「
兵
部
主
事
楊
芷
倩
衡
山
生
徒
所
為
、
以
応
梅
林
之
索
者
乎
」
と
推
測
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
明
代
の
戦
勲
図
が
通
常
部
下
の
主
導
で
制
作
さ
れ

る
状
況
と
符
合
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
抗
倭
図
巻
」
と
伝
仇
英
「
倭
寇
図
巻
」

は
倭
寇
を
主
題
に
し
た
叙
事
画
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
胡
梅
林
平
倭
図
巻
」
と
同

様
、
胡
少
保
の
倭
寇
平
定
を
記
念
す
る
作
品
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。「
抗

倭
図
巻
」
と
伝
仇
英
「
倭
寇
図
巻
」
に
お
け
る
倭
寇
と
人
民
の
描
写
は
一
般
の
明
代
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図7　「文徴明画平倭図記」の記述と『抗倭図巻』

②趙文華①胡宗憲 ③阮鶚

⑥徐珏④趙孔昭
⑤ 郭仁・劉燾・徐
汝・汪柏・王詢
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⑧盧鏜

⑩丁僅

⑪翠翹、緑姝

⑦尹秉衡

⑨兪大猷
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戦
勲
図
よ
り
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
晚
明
期
に
再
燃
し
た
嘉
靖
倭
寇
に

対
す
る
興
味
の
有
り
様
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、「
平
番
図
巻
」

に
お
い
て
戦
争
に
参
与
し
た
官
員
の
名
前
が
い
ち
い
ち
標
題
と
し
て
書
き
出
さ
れ
る

よ
う
に
、「
胡
梅
林
平
倭
図
巻
」
や
「
抗
倭
図
巻
」
に
お
い
て
も
画
中
の
官
員
は
特

定
さ
れ
て
お
り
（
図
7
①

－

⑪
）、
こ
れ
は
文
官
の
戦
争
図
に
共
通
す
る
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
。
ま
た
、「
抗
倭
図
巻
」
と
伝
仇
英
「
倭
寇
図
巻
」
に
と
も
に
見
ら
れ
る
、

中
段
に
お
け
る
明
兵
と
倭
寇
の
激
し
い
戦
闘
や
、
巻
末
の
官
服
を
着
た
官
員
た
ち
の

騎
馬
行
列
は
、
い
ず
れ
も
文
官
の
戦
勲
図
に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、「
胡
梅
林
平
倭
図
巻
」、「
抗
倭
図
巻
」、
伝
仇
英
「
倭
寇
図
巻
」
は
、
い
ず

れ
も
文
官
の
戦
勲
図
に
分
類
さ
れ
、
胡
宗
憲
の
倭
寇
平
定
の
顕
彰
と
関
係
の
深
い
作

例
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
い
。

「
胡
梅
林
平
倭
図
巻
」、「
抗
倭
図
巻
」、
伝
仇
英
「
倭
寇
図
巻
」
の
作
例
か
ら
、

官
員
視
覚
文
化
の
影
響
は
士
大
夫
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
留
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
辺
境
の
情
勢
が
緊
迫
し
て
い
た
晩
明
と
い
う
時
代
、
官
員
の
戦
功
を

記
念
す
る
絵
画
に
は
商
業
化
に
向
か
う
潜
在
的
な
可
能
性
が
あ
っ
た
。『
安
南
来
威

図
冊
』、『
三
省
備
辺
図
記
』、『
剿
賊
図
記
』
に
市
場
の
需
要
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

証
明
で
き
な
い
が
、『
胡
少
保
平
倭
戰
功
』
や
挿
図
の
あ
る
『
戚
南
塘
剿
平
倭
寇
志

伝
）
164
（

』、『
征
播
奏
捷
傳
通
俗
演
義
』、『
近
報
叢
譚
平
虜
傳
』
な
ど
に
は
一
定
の
需
要
が

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
）
165
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
代
の
官
員
社
会
の
中
で
、
個
人
の
事
績
を
中
心
に
し
た
戦
争

図
と
宦
蹟
図
の
制
作
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
現
在
出
版
さ
れ
て
い

る
図
録
に
見
ら
れ
る
も
の
に
は
形
式
化
し
た
表
現
が
多
く
、
著
名
な
画
家
が
制
作
に

加
わ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、
美
術
史
学
者
が
こ
れ
ら
の
作
品
に
注
目
す
る
こ
と

は
他
の
肖
像
画
に
比
べ
て
少
な
か
っ
た）166
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

明
代
の
官
員
視
覚
文
化
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

特
に
宦
蹟
図
、
官
員
の
雅
集
図
、
画
馬
な
ど
は
、
当
時
数
多
く
作
ら
れ
て
お
り
、
内

容
も
多
彩
で
あ
っ
た
。
戦
争
と
い
う
題
材
は
、
伝
統
的
な
絵
画
史
で
は
片
隅
に
追
い

や
ら
れ
て
い
た
が
、
明
代
に
な
る
と
官
員
の
功
績
を
記
念
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

一
要
素
と
な
る
。
明
代
に
お
け
る
官
員
視
覚
文
化
の
興
隆
を
背
景
に
、
晩
明
に
は
地

形
に
応
じ
た
激
し
い
戦
闘
を
描
く
た
め
の
図
式
が
整
理
さ
れ
、
さ
ら
に
個
別
性
を
備

え
た
表
現
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
ま
た
紛
争
が
多
発
し
た
晚
明
と
い
う
時
代
に
お
い

て
、
官
員
視
覚
文
化
は
官
員
社
会
の
枠
を
越
え
、
商
品
と
し
て
市
場
に
も
広
が
っ
て

い
く
可
能
性
を
秘
め
る
。
蘇
州
片
に
絵
画
工
房
が
制
作
し
て
い
た
の
は
主
に
倣
古
主

題
で
あ
る
と
い
う
過
去
の
認
識
は
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う）167
（

。

個
人
の
功
績
の
絵
画
化
を
中
心
に
し
た
官
員
視
覚
文
化
は
、
明
代
の
発
展
を
経
て

清
代
に
継
承
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
姚
啓
聖
（
一
六
二
四

－

一
六
八
三
）
の
宦
蹟
と
戦

勲
を
記
念
す
る
『
閩
頌
彙
編
）
168
（

』、
湖
広
総
督
が
呉
三
桂
（
一
六
一
二

－

一
六
七
八
）

の
討
伐
に
加
わ
っ
た
事
績
を
描
い
た
「
蔡
毓
栄
南
征
図
巻
」、
江
西
総
督
が
江
西
地

方
を
平
定
す
る
過
程
を
描
く
「
董
衛
国
紀
功
図
巻
）
169
（

」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
清
の
初
め
ま
で
影
響
力
の
あ
っ
た
明
代
戦
勲
図
の
流
れ
が
清
代
の
間
に
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
乾
隆
朝
（
一
七
三
六

－

一
七
九
五
）
に
作
ら
れ
た
徐

揚
『
平
定
両
金
川
戦
図
冊
』
の
よ
う
な
交
戦
対
象
を
軸
に
し
た
戦
争
図
に
ど
の
よ
う

に
移
行
し
て
い
っ
た
の
か）170
（

、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た

い
。

〔
注
〕

（
1
）  
﹇
明
﹈
董
其
昌
『
容
台
集
』（『
四
庫
禁
燬
叢
刊
』
集
部
第
三
十
二
冊
、
據
北
京
大
学

図
書
館
蔵
明
崇
禎
三
年
﹇
一
六
三
〇
﹈
董
庭
刻
本
影
印
）
巻
三
、
頁
三
十
六
ａ
、

三
十
八
ａ

－

ｂ
。

（
2
）  

劉
晞
儀
「
董
其
昌
書
画
鑑
蔵
題
跋
年
表
」W

ai-kam
 H
o and Judith G. Sm

ith 
eds., T

he Century of T
ung Ch’i-Ch’ang 

（K
ansas City, M

issouri: N
elson-

A
ktins M

useum
 of A

rt, 1992

） pp. 487-575.
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（
3
）  
郭
子
章
の
文
集
に
は
「
題
平
播
・
経
理
二
図
像
賛
、
裂
石
歌
、
忠
勲
祠
記
」
が
あ

る
が
、
こ
こ
に
言
う
平
播
図
が
、
董
其
昌
の
題
し
た
李
化
龍
「
平
播
冊
」
で
あ
る
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。﹇
明
﹈
郭
子
章
撰
﹇
清
﹈
郭
子
仁
編
『
青
螺
公
遺
書
』（
台
北
：

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
〈
以
下
、
中
研
院
史
語
所
と
略
称
〉
傅
斯
年
図
書
館

蔵
清
光
緒
八
年
﹇
一
八
八
二
﹈
冠
朝
三
楽
堂
本
）
巻
二
十
八
「
題
、
跋
、
書
後
」
頁

十
九

－

二
十
。Clunas

は
文
徵
明
に
つ
い
て
論
ず
る
際
、
そ
の
文
集
に
収
め
ら
れ
た

各
文
章
の
物
質
性
を
強
調
し
、
こ
れ
が
書
道
作
品
で
あ
っ
て
、
ま
た
贈
り
物
と
し
て

の
交
換
価
値
が
あ
っ
た
と
言
う
。
同
様
に
董
其
昌
の
文
集
に
残
る
題
跋
も
ま
た
一
種

の
書
道
作
品
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。Craig Clunas, E

legant D
ebts: T

he 
Social A

rt of W
en Zhengm

ing 
（H

onolulu: U
niversity of H

aw
ai’i Press, 

2004

）.

（
4
）  

し
か
し
、
董
其
昌
も
ま
た
『
民
抄
董
官
事
実
』
に
名
高
い
悪
辣
な
郷
紳
で
あ
る
。

無
名
氏
『
民
抄
董
官
事
実
』（『
叢
書
集
成
続
編
』
第
二
七
八
冊
、
據
又
満
楼
叢
書
排

印
）。
王
守
稼
、
繆
振
鵬
「
画
壇
巨
匠
、
雲
間
劣
紳

－

董
其
昌
評
伝
」『
東
南
文
化
』

一
九
九
〇
：
一
（
南
京
、
一
九
九
〇
）
頁
一
五
八

－

一
六
五
。

（
5
）  Craig Clunas, Superfl uous T

hings: M
aterial Culture and Social Status 

in E
arly M

odern China （U
rbana: U

niversity of Illinois Press, 1991

）. 

王
鴻

泰
「
雅
俗
的
弁
証
│
明
代
賞
玩
文
化
的
流
行
與
士
商
関
係
的
交
錯
」『
新
史
学
』

十
七
：
四
（
台
北
、
二
〇
〇
六
）
頁
七
十
三

－
一
四
三
。
石
守
謙
「
雅
俗
的
焦
慮
│

文
徵
明
、
鍾
馗
與
大
衆
文
化
」『
国
立
台
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』
十
六
（
台
北
、

二
〇
〇
四
）
頁
三
〇
七

－

三
四
二
。

（
6
）  

例
え
ば
、T

im
othy Brook, T

he Confusions of Pleasure: Com
m
erce and 

Culture in M
ing China （Berkeley: U

niversity of California Press, 1998

）. 
D
orothy K

o, T
eachers of Inner Cham

bers: W
om
en and Culture in 

Seventeenth-Century China 

（Stanford: Stanford U
niversity Press, 1994

） 
pp. 59-64. 

明
清
時
代
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
涂
豊
恩
「
明
清
書
籍
史
的
研
究
回
顧
」

『
新
史
学
』
二
十
：
一
（
台
北
、
二
〇
〇
九
）
頁
一
八
一

－

二
一
五
を
参
照
。

（
7
）  

王
鴻
泰
「
武
功
、
武
学
、
武
芸
、
武
俠
│
明
代
士
人
的
習
武
風
尚
與
異
類
交
游
」

国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
所
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
中
国
（
九
六
〇

－
一
八
〇
〇
）
的
社
会
與
文
化
」（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
十
六
日

－

十
七
日
）。
ま
た

K
athleen Ryor, 

“Wen and W
u in Elite Cultural Practices during the 

Late M
ing,

” N
icola D

i Cosm
o ed., M

ilitary Culture in Im
perial China 

（Cam
bridge, M

assachusetts: H
arvard U

niversity Press, 2009

） pp. 219-
242

も
併
せ
て
参
照
。

（
8
）  

呉
大
昕
「
猝
聞
倭
至
│
明
朝
対
江
南
倭
寇
的
知
識
（
一
五
五
二

－

一
五
五
四
）」『
明

代
研
究
』
七
（
台
北
、
二
〇
〇
四
）
頁
二
十
九

－

六
十
二
。
呉
大
昕
「
海
商
、
海
盜
、

倭
│
明
代
嘉
靖
大
倭
寇
的
形
象
」（
南
投
：
暨

南
国
際
大
学
歴
史
研
究
所
碩
士
論
文
、

二
〇
〇
一
）。

（
9
）  

石
守
謙
「
失
意
文
士
的
避
居
山
水
」『
風
格
與
世
変
』（
台
北
：
允
晨
出
版
社
、

一
九
九
六
）
頁
三
二
八
。

（
10
）  

﹇
明
﹈
王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
七
九

－

一
二
八
四

冊
）
巻
五
十
「
詩
部　

題
邵
将
軍
海
上
戦
功
図
」
頁
十
ａ
。﹇
明
﹈
徐
学
謨
『
徐
氏
海

隅
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
一
二
四

－

一
二
五
冊
、
據
北
京
大
学
図
書

館
蔵
明
万
暦
五
年
﹇
一
五
七
七
﹈
刻
四
十
年
﹇
一
六
一
二
﹈
徐
文
嘏
重
刻
本
影
印
）

巻
二
十
二
「
七
言
絶
句　

題
邵
将
軍
功
図
有
序
」
頁
九
ａ

－

ｂ
。﹇
明
﹈
王
世
懋
『
王

奉
常
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
一
三
三
冊
、
據
首
都
図
書
館
蔵
明
万
曆

刻
本
影
印
）
巻
十
四
「
詩
部　

題
邵
侯
戦
功
冊
」
頁
八
ｂ
。

（
11
）  

「
明
文
徴
明
画
胡
梅
林
平
倭
図
巻
」
の
詳
し
い
描
写
に
つ
い
て
は
、﹇
清
﹈
張
鑑
『
冬

青
館
集
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
集
部
第
一
四
九
二
冊
、
據
上
海
辞
書
出
版
社
図
書
館

蔵
民
国
四
年
﹇
一
九
一
五
﹈
劉
氏
嘉
業
堂
刻
吳
興
叢
書
本
影
印
）
甲
集
巻
四
「
文
徵

明
画
平
倭
図
記
」
頁
五
ｂ

－

十
一
ａ
を
参
照
。
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
中
国

国
家
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
倭
寇
図
巻
」
と
「
抗
倭
図
巻
」
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。
前
者
は
仇
英
『
倭
寇
図
巻
』（
東
京
：
近
藤
出
版
社
、

一
九
七
四
）
を
、
後
者
は
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究

叢
書　

絵
画
巻　

歴
史
画
』（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
頁
五
十
四

－

六
十
七
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
12
）  

﹇
明
﹈
周
楫
纂
、
陳
美
林
校
注
『
西
湖
二
集
』（
台
北
：
三
民
出
版
社
、
一
九
九
八
）

巻
三
十
四
、
頁
六
八
八

－

七
一
八
。
清
初
の
『
胡
少
保
平
倭
記
』
は
『
西
湖
二
集
』

か
ら
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。﹇
清
﹈
錢
塘
西
湖
隠
叟
『
胡
少
保
平
倭
記
』（
上
海
：

上
海
古
籍
出
版
社
、
據
上
海
図
書
館
蔵
鈔
本
影
印
、
一
九
九
〇
）。
明
代
の
小
説
の
題
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材
と
し
て
倭
寇
が
登
場
す
る
の
は
、
時
事
小
説
の
流
行
と
も
関
係
し
て
い
る
。
た
だ

時
事
小
説
の
定
義
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
。
陳
大
康
『
明
代
小
説
史
』（
北
京
：
人

民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
頁
五
八
〇

－

六
一
三
。
張
平
仁
「
明
末
清
初
時
事
小

説
考
訂
」『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
〇
四
：
二
（
長
春
、
二
〇
〇
四
）
頁
二
十
九

－

三
十
二
。
陳
大
道
「
明
末
清
初
『
時
事
小
説
』
的
特
色
」『
小
説
戯
曲
研
究
第
三
集
』（
台

北
：
聯
経
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
頁
一
八
一

－

二
二
〇
を
参
照
。
小
說
以
外
に
、
晚

明
の
時
事
戯
の
発
展
も
興
味
深
い
。
巫
仁
恕
「
明
清
之
際
江
南
時
事
劇
的
発
展
及
其

所
反
映
的
社
会
心
態
」『
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
三
十
一
（
台
北
、

一
九
九
九
）
頁
一

－

四
十
八
を
参
照
。
馬
孟
晶
氏
の
ご
教
示
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
13
）  

馬
雅
貞
「
戦
爭
図
像
與
乾
隆
朝
（
一
七
三
六

－

九
五
）
対
帝
国
武
功
之
建
構
│
以

『
平
定
準
部
回
部
得
勝
図
』
為
中
心
」（
台
北
：
国
立
台
湾
大
学
藝
術
史
研
究
所
碩
士

論
文
、
二
〇
〇
〇
）。

（
14
）  

﹇
明
﹈
宋
濂
「
題
李
広
利
伐
宛
図
」﹇
清
﹈
清
聖
祖
勅
輯
『
御
定
歴
代
題
画
詩
』（『
中

国
書
画
全
書
』
第
九
冊
、
上
海
：
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
二

－

一
九
九
九
）
頁

二
三
六
参
照
。

（
15
）  

﹇
明
﹈
蔡
潮
『
霞
山
文
集
』（
台
北
：
中
研
院
史
語
所
傅
斯
年
図
書
館
據
東
京
內
閣

文
庫
蔵
明
刊
本
影
印
、
一
九
九
〇
）
巻
三
「
貴
陽
詩
稿　

題
陳
総
兵
百
戦
図
二
首
用

正
韻
」
頁
十
ａ

－

ｂ
。

（
16
）  

﹇
明
﹈
林
弼
『
林
登
州
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
二
七
冊
）
巻
五
「
七
言

律
詩　

題
張
将
軍
百
勝
図
」
頁
二
ｂ
。

（
17
）  

﹇
明
﹈
韓
雍
『
襄
毅
文
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
四
五
冊
）
巻
二
「
七
言

古
詩　

凱
旋
図
為
総
兵
官
彰
武
伯
楊
公
題
」
頁
八
ａ

－

九
ｂ
。

（
18
）  

﹇
明
﹈
王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿
』
巻
五
十
「
詩
部　

題
邵
将
軍
海
上
戦
功
図
」
頁
十

ａ
。

（
19
）  

﹇
明
﹈
公
鼐
著
、
趙
広
升
点
校
『
問
次
斎
稿
』（
北
京
：
中
国
戯
劇
出
版
社
、

二
〇
〇
八
）
頁
一
一
三
。

（
20
）  

﹇
明
﹈
何
喬
遠
『
鏡
山
全
集
』（
台
北
：
中
研
院
史
語
所
傅
斯
年
図
書
館
據
東
京
內

閣
文
庫
蔵
明
崇
禎
十
四
年
﹇
一
六
四
一
﹈
刊
本
影
印
、
一
九
八
〇
）
巻
七
「
詩　

大

海
波
寧
図
為
沈
将
軍
賦
」
頁
八
ｂ

－

九
ａ
。

（
21
）  

﹇
明
﹈
王
邦
瑞
『
王
襄
毅
公
集
』（
台
北
：
国
家
図
書
館
蔵
明
隆
慶
五
年
﹇
一
五
七
一
﹈

湖
広
按
察
使
温
如
春
刊
本
）
巻
九
「
凱
旋
図
序
」
頁
二
十
三

－

二
十
六
。

（
22
）  

﹇
明
﹈
徐
階
『
少
湖
先
生
文
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
八
十
冊
、
據
天

津
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
三
十
六
年
﹇
一
五
五
七
﹈
宿
応
麟
刻
本
印
）
巻
五
「
凱
旋
図
頌
」

頁
六
ａ

－
七
ａ
。

（
23
）  

﹇
明
﹈
張
瀚
『
奚
囊
蠹
餘
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
一
〇
一
冊
、
據
中
山

大
学
図
書
館
蔵
明
隆
慶
六
年
﹇
一
五
七
二
﹈
刻
本
影
印
）
巻
十
三
「
出
師
禦
敵
図
記
」

頁
九
ｂ

－

十
ａ
。

（
24
）  

﹇
明
﹈
范
欽
『
天
一
閣
集
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
集
部
第
一
三
四
一
冊
、
據
寧
波
市

天
一
閣
博
物
館
蔵
明
万
暦
刻
本
影
印
）
巻
二
十
二
「
劉
観
察
出
師
図
序
」
頁
一
ａ

－

三
ｂ
。

（
25
）  

﹇
明
﹈
黄
克
晦
『
吾
野
詩
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
一
八
九
冊
、
據
復

旦
大
学
図
書
館
蔵
清
乾
隆
二
十
五
年
﹇
一
七
六
〇
﹈
黄
隆
恩
刻
本
影
印
）
巻
三
「
題

嶺
海
昇
平
図
壽
殷
中
丞
」
頁
六
十
八
ａ

－

ｂ
。

（
26
）  

﹇
明
﹈
丁
啓
濬
著
、﹇
明
﹈
丁
榗

輯
『
平
圃
詩
集
』（
台
北
：
中
研
院
史
語
所
傅
斯
年

図
書
館
據
日
本
内
閣
文
庫
蔵
明
崇
禎
十
四
年
﹇
一
六
四
一
﹈
刊
本
影
印
、
一
九
九
一
）

巻
一
「
題
熊
心
開
中
丞
閩
海
昇
平
図
」
頁
二
十
八

－

二
十
九
。

（
27
）  

﹇
明
﹈
何
孟
春
『
何
文
簡
公
集
』（
台
北
：
国
家
図
書
館
蔵
據
明
万
暦
二
年

﹇
一
五
七
四
﹈
永
州
府
同
知
邵
城
刊
丁
亥
湯
日
昭
増
補
本
）
巻
十
「
臨
戎
決
勝
図
序
」

頁
三
十
一
ａ

－

ｂ
。

（
28
）  

﹇
明
﹈
張
佳
胤
『
居
来
先
生
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
補
編
第
五
十
一
冊
、
據

中
国
科
学
院
図
書
館
蔵
明
万
暦
刻
本
影
印
）
巻
三
十
六
「
大
司
馬
大
総
制
範
溪
鄭
公

制
虜
図
序
」
頁
一
ａ

－

四
ａ
。

（
29
）  

﹇
明
﹈
楊
一
清
『
石
淙
文
集
』
陳
子
龍
等
編
『
明
経
世
文
編
』（『
続
修
四
庫
全
書
』

集
部
第
一
六
五
六

－

一
六
六
二
冊
、
據
明
崇
禎
平
露
堂
刻
本
影
印
）
巻
一
一
八
「
朱

憲
副
平
賊
図
記
」
頁
十
七
ａ

－

十
九
ｂ
。

（
30
）  
﹇
明
﹈
鄧
原
岳
『
西
楼
全
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
一
七
三

－

一
七
四
冊
、

據
福
建
省
図
書
館
蔵
明
崇
禎
元
年
﹇
一
六
二
八
﹈
鄧
慶
寀
刻
本
影
印
）
巻
十
二
「
西

平
図
詠
序
」
頁
六
ｂ

－

八
ａ
。

（
31
）  

﹇
明
﹈
李
堂
『
堇

山
文
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
四
十
四
冊
、
據
北
京

大
学
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
刻
本
影
印
）
巻
五
「
平
蛮
奏
凱
図
為
司
徒
王
公
賦
」
頁
十
一
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ａ
。

（
32
）  
﹇
明
﹈
徐
階
『
少
湖
先
生
文
集
』
巻
五
、
頁
六
ａ

－

ｂ
。

（
33
）  

﹇
清
﹈
陳
用
光
『
太
乙
舟
詩
集
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
集
部
第
一
四
九
三
冊
、
據
湖

北
省
図
書
館
蔵
清
咸
豊
四
年
﹇
一
八
五
四
﹈
孝
友
堂
刻
本
影
印
）
巻
四
「
丙
寅
十
二

月
十
九
日
小
峴
先
生
作
東
坡
生
日
因
得
観
其
八
世
祖
舜
峰
先
生
会
試
硃
巻
及
凱
還
図

画
像
丁
夘
元
旦
夜
作
七
古
一
首
」
頁
三
ａ

－

四
ａ
。

（
34
）  

﹇
明
﹈
楊
一
清
『
石
淙
文
集
』（
陳
子
龍
等
編
『
明
経
世
文
編
』
巻
一
一
八
）「
朱
憲

副
平
賊
図
記
」
頁
十
七
ａ

－

十
九
ｂ
。

（
35
）  

﹇
明
﹈
張
佳
胤
『
居
来
先
生
集
』
巻
三
十
六
「
大
司
馬
大
総
制
範
溪
鄭
公
制
虜
図
序
」

頁
一
ａ

－

四
ａ
。

（
36
）  

﹇
明
﹈
范
欽
『
天
一
閣
集
』
巻
二
十
二
「
劉
観
察
出
師
図
序
」
頁
一
ａ

－
三
ｂ
。

（
37
）  

﹇
明
﹈
王
邦
瑞
『
王
襄
毅
公
集
』
巻
九
「
凱
旋
図
序
」
頁
二
十
三

－
二
十
六
。

（
38
）  

図
版
は
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書　

絵
画
巻

　

歴
史
画
』
頁
二
十
八

－

五
十
一
を
参
照
。

（
39
）  

﹇
清
﹈
張
廷
玉
等
撰
、
鄭
天
挺
点
校
『
明
史
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
四
）

巻
三
三
〇
「
列
伝　

西
番
諸
衞　

安
定
衞　

阿
端
衞　

曲
先
衞　

赤
斤
蒙
古
衞　

沙

州
衞　

罕
東
衞　

罕
東
左
衞　

哈
梅
里
」
頁
八
五
四
六

－

八
五
四
七
。

（
40
）  

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
校
勘
『
明
神
宗
実
録
』（
台
北
：
中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
、
一
九
六
六
）
巻
十
七
、万
暦
元
年
九
月
庚
寅
条
、
総
頁
四
九
八
。

（
41
）  

﹇
明
﹈
劉
伯
燮
『
鶴
鳴
集
』（『
四
庫
未
收
書
輯
刊
』
伍
輯
第
二
十
二
冊
、
據
明
万
暦

十
四
年
﹇
一
五
八
六
﹈
鄭
懋
洵
刻
本
影
印
）
巻
二
十
七
「
雑
文　

平
番
図
跋
」
頁

十
二
ｂ

－

十
三
ａ
。

（
42
）  

伝
李
公
麟
「
免
冑
図
巻
」、
伝
﹇
遼
﹈
陳
及
之
「
便
橋
会
盟
図
巻
」。
前
者
の
図
版

は
国
立
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
書
画
図
録
』（
台
北
：
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
九

－

）

第
十
五
冊
、
頁
二
八
九

－

二
九
四
。
ま
た
藤
田
美
術
館
本
が
貝
塚
茂
樹
等
編
輯
『
文

人
画
粹
編　

董
源　

巨
然
』（
東
京
：
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
）
図
六
十
六
に
紹
介

さ
れ
る
。
後
者
は
余
輝
主
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
四　

元
代
絵
画
』（
香
港
：

商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
五
）
図
一
一
六
、二
三
二

－

二
四
一
。
余
輝
「
陳
及
之
便
橋
会

盟
図
考
弁
兼
探
民
族
学
在
鑑
析
古
画
中
的
作
用
」『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
九
九
七
：

一
（
北
京
、
一
九
九
七
）
頁
十
七

－

五
十
一
を
参
照
。

（
43
）  

﹇
明
﹈
蘇
愚
『
三
省
備
辺
図
記
』（『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
史
部
地
理
類
第

二
十
二
冊
、
北
京
：
書
目
文
献
出
版
社
據
明
万
暦
刻
本
影
印
）
頁
八
七
七

－

九
四
一
。

『
三
省
備
辺
図
記
』
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
節
を
参
照
。

（
44
）  

姜
一
涵
「
十
二
世
紀
的
三
幅
無
名
款
山
水
故
実
画
（
上
）（
下
）」『
故
宮
季
刊
』

十
三
：
四
、十
四
：
一
（
台
北
、
一
九
七
九
）
頁
二
十
五

－

五
十
三
、四
十
五

－

五

十

七
。Law

rence Sickm
an and K

w
an-shut W

ong, 

“Chao Y
ü’s 

Pacifi cation of the Barbarians South of Lü by a Sung A
rtist,

” W
ai-kam

 
H
o and Sherm

an E. Lee, E
ight D

ynasties of Chinese Painting: the 
Collections of the N

elson G
allery-A

tkins M
useum

, K
ansas City, and the 

Cleveland M
useum

 of A
rt

（Cleveland, O
hio: Cleveland M

useum
 of A

rt 
in cooperation w

ith Indiana U
niversity Press, 1980

）, pp. 37-41. 

林
莉
娜

「
千
載
寂
寥
、
披
図
可
鑑
│
宋
人
画
趙
遹
瀘
南
平
夷
図
新
探
」『
故
宮
文
物
月
刊
』
八
：

五
（
台
北
、
一
九
九
〇
）
頁
十

－

二
十
七
。
傅
熹
年
「
訪
美
所
見
中
国
古
代
名
画
札

記
（
下
）」『
文
物
』
七
（
北
京
、
一
九
九
三
）
頁
七
十
三

－

八
十
（
傅
熹
年
『
傅
熹

年
書
画
鑑
定
集
』
鄭
州
：
河
南
美
術
出
版
社
、
一
九
九
九
、
頁
八
十

－

九
十
七
に
再

録
）、M

axw
ell H

earn, 

“Painting and Calligraphy under the M
ongols,

” 
Jam
es C. J. W

att et al., T
he W

orld of K
hubilai K

han: Chinese A
rt in the 

Y
uan D

ynasty 

（N
ew
 Y
ork: T

he M
etropolitan M

useum
 of A

rt, 2010

）, 
pp.211-213

参
照
。

（
45
）  

『
六
安
州
志
』、﹇
光
緒
﹈『
安
徽
通
志
』（『
中
国
省
誌
彙
編
』
冊
三
、
台
北
：
華
文

出
版
社
據
清
光
緖
三
年
﹇
一
八
七
七
﹈
重
修
本
影
印
、
一
九
六
七
）
巻
二
六
三
「
人

物
志　

方
技
」
頁
二
十
二
ａ
よ
り
引
用
。

（
46
）  

た
と
え
ば
『
玉
茗
堂
批
點
皇
明
開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
』
の
「
徐
元
帥
大
破

帖
木
兒
」、『
玉
茗
堂
批
點
皇
明
開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
』（
台
北
：
国
家
図
書
館

據
明
崇
禎
元
年
﹇
一
六
二
八
﹈
刊
本
）
巻
一
「
徐
元
帥
大
破
帖
木
兒
」
頁
四
ｂ

－

五
ａ
。

（
47
）  
﹇
明
﹈
蘇
愚
『
三
省
備
辺
図
記
』「
序
」
頁
八
ａ
。

（
48
）  

﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』（
台
北
：
成
文
出
版
社
據
清
宣
統
元
年
﹇
一
九
〇
九
﹈
刊
本

影
印
、
一
九
七
〇
）
巻
二
「
地
輿
志　

疆
域　

城
池
」
頁
六
ｂ
。

（
49
）  

﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
二
「
地
輿
志　

疆
域　

城
池
」
頁
五
十
五
ｂ

－

五
十
六
ａ
。

（
50
）  

﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
一
「
図
説
」
頁
四
十
二
ａ
。
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（
51
）  
﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
一
「
図
説
」
頁
四
十
一
ａ
。

（
52
）  
﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
八
「
芸
文
志　

記
」
頁
五
十
六
ａ
。

（
53
）  

﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
二
「
地
輿
志　

疆
域　

城
池
」
頁
二
十
一
ｂ

－

二
十
二
ａ
。

（
54
）  

清
代
晩
期
の
地
方
志
は
「
大
校
場
、
在
州
城
東
南
郊
太
白
山
下
。
地
極
宏
闊
、
下

環
清
水
河
、
縈
抱
如
帯
。
営
門
屹
立
、
中
建
演
武
庁
五
楹
、
並
閲
射
楼
一
座
、
楼
称

高
峻
…
」
と
言
う
。
望
軍
楼
は
あ
る
い
は
校
場
の
一
角
に
建
て
ら
れ
た
閲
射
楼
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
一
「
図
説
」
頁
四
十
一
ａ
。 

（
55
）  

﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
一
、
頁
四
十
二
ａ
。

（
56
）  

﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
十
「
芸
文
志　

碑
類
」
頁
十
四
ｂ
。

（
57
）  

﹇
万
暦
﹈『
固
原
州
志
』（
北
京
図
書
館
蔵
明
万
暦
四
十
四
年
﹇
一
六
一
六
﹈
刊
本
）

巻
上
「
官
師
制
」
頁
三
十
六
。

（
58
）  

﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
二
「
地
輿
志　

疆
域　

城
池
」
頁
五
十
二
ｂ

－
五
十
三
ａ
。

（
59
）  

﹇
万
暦
﹈『
固
原
州
志
』
巻
上
「
官
師
制
」
頁
三
十
五
。

（
60
）  

﹇
宣
統
﹈『
固
原
州
志
』
巻
二
「
地
輿
志　

疆
域　

城
池
」
頁
五
十
二
ｂ

－

五
十
三
ａ
。

（
61
）  

後
楽
亭
と
范
仲
淹
の
持
つ
文
武
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
李
卓
穎
氏
に

教
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
62
）  

図
版
は
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書　

絵
画
巻 

歴
史
画
』
頁
二
十
一
参
照
。

（
63
）  

こ
の
画
冊
は
「
恩
栄
百
紀
」
と
題
さ
れ
て
は
い
る
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
三

分
の
一
に
満
た
な
い
。
図
版
の
一
部
は
中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
古
代
書
画

図
目
』（
北
京
：
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
）
参
照
。
特
別
観
覧
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
中
国
首
都
博
物
館
保
管
組
主
任
、
武
俊
玲
氏
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
64
）  

﹇
明
﹈
駱
徒
宇
『
澹
然
斎
存
稿
』（
台
北
：
国
家
図
書
館
蔵
據
明
崇
禎
十
年

﹇
一
六
三
七
﹈
武
康
駱
氏
原
刊
本
）
巻
一
「
詠
徐
大
夫
素
履
十
二
図
」
頁
三
十
四
ａ

－

三
十
七
ｂ
。

（
65
）  

﹇
清
﹈
黃
彭
年
『
陶
楼
文
鈔
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
集
部
第
一
五
五
二

－

一
五
五
三

冊
、
據
復
旦
大
学
図
書
館
蔵
民
国
十
二
年
﹇
一
九
二
三
﹈
章
鈺
等
刻
本
影
印
）
巻

十
一
「
題
明
范
文
忠
公
画
像
并
宦
蹟
図
」
頁
二
ａ

－

八
ｂ
。

（
66
）  

軍
服
姿
は
、
現
存
作
例
の
中
で
は
、
北
京
故
宮
所
蔵
の
「
張
瀚
宦
蹟
図
巻
」
両
巻

に
一
図
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
内
の
一
図
に
書
か
れ
た
「
余
亦
批

執
較
閲
」
と
い
う
自
題
は
、
そ
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
。
ほ
か
の
場
所
で
は
、
張
瀚

は
文
官
の
官
服
を
着
た
姿
で
表
さ
れ
て
お
り
、
文
官
の
軍
服
姿
を
描
く
こ
の
二
図
が

特
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
部
分
図
版
は
、
楊
新
主
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍

品
全
集
八　

明
清
肖
像
画
』（
香
港
：
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
八
）
頁
二
十
四

－

三
十
一
を
参
照
。
ま
た
、
宦
蹟
を
め
ぐ
る
絵
画
の
制
作
の
主
導
者
に
つ
い
て
も
、
戦

勲
図
と
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
本
人
以
外
に
、
部
民
や
幕
僚
が
作
ら
せ
た
も
の

が
あ
る
。「
郡
邑
諸
大
夫
相
與
召
画
史
写
君
状
貌
為
瓊
林
春
意
図
」
は
そ
の
一
例
。

﹇
明
﹈
周
瑛
『
翠
渠
摘
稿
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
五
四
冊
）
巻
一
「
瓊
林
春

意
図
序
」
頁
四
ｂ

－

五
ｂ
。

（
67
）  

楊
麗
麗
「
一
位
明
代
翰
林
官
員
的
工
作
履
歷
│
『
徐
顕
卿
宦
迹
図
』
図
像
簡
析
」『
故

宮
博
物
院
院
刊
』
一
二
〇
（
北
京
、
二
〇
〇
五
）
頁
六
十
三
。
こ
の
図
に
つ
い
て
は
、

朱
鴻
「『
徐
顕
卿
宦
迹
図
』
研
究
」『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
五
四
（
北
京
、

二
〇
一
一
）
頁
四
十
七

－

八
十
も
参
照
。

（
68
）  

例
え
ば
「
雲
衡
履
歴
図
」
が
あ
る
。﹇
明
﹈
辺
貢
『
華
泉
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

第
一
二
六
四
冊
）
巻
九
「
文
集　

雲
衡
履
歴
後
序
」
頁
八
ａ

－

九
ａ
を
参
照
。
ほ
か

に
﹇
明
﹈
劉
春
『
東
川
劉
文
簡
公
集
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
集
部
一
三
三
二
冊
、
據

北
京
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
三
十
三
年
﹇
一
五
五
四
﹈
劉
起
宗
刻
本
影
印
）
巻
七
「
都
憲

王
公
履
歴
図
序
」
頁
二
ａ

－

三
ｂ
、
ま
た
「『
蒲
州
集
』
二
本
、
…
係
明
陳
綰
撰
、
…

巻
八
『
楊
南
海
履
歴
図
序
』」﹇
清
﹈
姚
覲
元
『
清
代
禁
毀
書
目
四
種
』（『
続
修
四
庫

全
書
』
史
部
第
九
二
一
冊
、
據
上
海
辞
書
出
版
社
図
書
館
蔵
清
光
緖
十
年

﹇
一
八
八
四
﹈
刻
咫
進
斎
叢
書
第
三
集
本
影
印
）
な
ど
。
ま
た
晚
清
の
唐
鷦
安
題
「
孫

峰
溪
僉
憲
雲
山
履
歴
図
」
が
あ
る
が
、
孫
氏
の
『
雲
山
履
歴
稿
』
に
依
拠
す
る
も
の

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。﹇
清
﹈
葛
嗣
浵

『
愛
日
吟
廬
書
画
続
録
』（『
続
修
四
庫
全

書
』
子
部
第
一
〇
八
八
冊
、
據
清
宣
統
二
年
﹇
一
九
一
〇
﹈
葛
氏
刻
本
影
印
）
巻
八
「
郷

先
哲
遺
墨
」
頁
一
ａ
。

（
69
）  
例
え
ば
「
宦
途
履
歴
図
詩
」
が
あ
る
。﹇
明
﹈
丘
濬
『
瓊
台
会
稿
』（『
叢
書
集
成
三

編
』
文
学
類
第
三
十
八

－

三
十
九
冊
、
據
『
丘
文
荘
公
叢
書
』
本
影
印
）
巻
十
「
宦

途
履
歴
図
詩
序
」
頁
三
十
ｂ

－

三
十
二
ａ
を
参
照
。

（
70
）  

例
え
ば
「
題
王
顕
宗
巡
歴
図
」。﹇
明
﹈
貝
瓊
『
清
江
詩
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

第
一
二
二
八
冊
）
巻
八
「
題
王
顕
宗
巡
歴
図
」
頁
十
五
ｂ
参
照
。
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（
71
）  
例
え
ば
「
少
保
雨
川
葛
翁
行
歴
図
像
序
」。﹇
明
﹈
王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿
』
巻

六
十
九
「
文
部　

少
保
雨
川
葛
翁
行
歴
図
像
序
」
頁
八
ａ

－

十
ｂ
参
照
。
ま
た
康
熙

年
間
の
張
貞
「
丁
野
鶴
先
生
行
歴
図
記
」
は
、
丁
耀
亢
（
一
五
九
九

－

一
六
六
九
）

自
筆
の
「
行
歴
一
巻
」
を
記
載
す
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
明
代
の
用
法
を
踏
襲
し

た
も
の
だ
ろ
う
。﹇
清
﹈
張
貞
『
杞
田
集
』（『
四
庫
未
收
書
輯
刊
』
柒
輯
第
二
十
八
冊
、

據
清
康
熙
四
十
九
年
﹇
一
七
一
〇
﹈
春
岑
閣
刻
本
影
印
）
巻
四
「
丁
野
鶴
先
生
行
歴

図
記
」
頁
一
ａ

－

二
ｂ
参
照
。

（
72
）  

﹇
明
﹈
鄒
守
益
『
王
陽
明
先
生
図
譜
』（『
四
庫
未
收
書
輯
刊
』
肆
輯
第
十
七
冊
、
據

清
鈔
本
影
印
）
頁
四
六
八

－

四
八
五
。

（
73
）  

こ
れ
は
年
譜
、
特
に
あ
る
人
物
の
生
涯
に
起
き
た
出
来
事
を
時
系
列
に
並
べ
る
自

叙
年
譜
と
関
係
が
あ
る
。
自
敘
年
譜
に
つ
い
て
は
、Pei-yi W

u, T
he Confucian’s 

Progress: A
utobiographical W

ritings in T
raditional China 

（Princeton: 
Princeton U

niversity, 1989

）, pp. 32-41
を
参
照
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
歴
史

上
の
偉
大
な
人
物
、
釈
迦
や
孔
子
の
生
涯
を
表
し
た
『
釈
氏
源
流
』
や
『
聖
蹟
図
』

の
型
の
応
用
と
言
え
る
。『
王
陽
明
先
生
図
譜
』
も
こ
の
種
の
も
の
に
近
い
。『
聖
蹟

図
』
に
関
し
て
は
、
許
瑜
翎
「
明
代
孔
子
「
聖
蹟
図
」
研
究
│
以
伝
世
正
統
九
年
本
『
聖

蹟
図
』
為
中
心
」（
台
北
：
国
立
台
湾
師
範
大
学
美
術
研
究
所
中
国
美
術
史
組
碩
士
論

文
、
二
〇
一
〇
）、Julia M

urray, M
irror of M

orality: Chinese N
arrative 

Illustration and Confucian Ideology 

（H
onolulu: U

niversity of H
aw
ai’i 

Press, 2007

）
を
参
照
。

（
74
）  

﹇
明
﹈
駱
徒
宇
『
澹
然
斎
存
稿
』
巻
一
「
詠
徐
大
夫
素
履
十
二
図
」
頁
三
十
四
ａ

－

三
十
七
ｂ
。

（
75
）  

﹇
明
﹈
劉
伯
燮
『
鶴
鳴
集
』
巻
十
三
「
七
言
雑
体　

江
陵
劉
侍
御
四
美
冊
」
頁
九
ａ

－

十
ｂ
。

（
76
）  

﹇
明
﹈
呉
玄
応
『
雁
蕩
山
樵
詩
集
』（
台
北
：
故
宮
博
物
院
據
北
京
図
書
館
蔵
明
嘉

靖
三
十
五
年
﹇
一
五
五
六
﹈
楽
清
呉
氏
家
刊
本
）
巻
十
一
「
宦
游
紀
勝
雑
題
為
唐
大

参
賦
」
頁
九

－

十
一
。
こ
の
よ
う
な
明
代
の
宦
遊
図
は
、
主
に
仕
官
遊
歴
の
風
景
を

め
ぐ
っ
て
描
写
が
展
開
す
る
清
代
の
張
宝
（
一
七
六
三

－

一
八
三
二
）『
泛
槎
図
』
や

麟
慶
（
一
七
九
一

－

一
八
四
六
）『
鴻
雪
因
縁
図
記
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。﹇
清
﹈

張
宝
『
泛
槎
図
』（
北
京
：
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）、
范
白
丁
「『
鴻
雪
因
縁

図
記
』
成
書
考
」『
新
美
術
』
二
十
九
（
北
京
、
二
〇
〇
八
）
頁
四
十
四

－

四
十
八
参

照
。
た
だ
し
、
清
代
に
も
、『
阿
克
敦
奉
使
図
』
の
よ
う
に
、
明
代
の
作
例
と
同
様
、

ま
ず
金
門
待
漏
の
場
面
（
後
で
詳
述
）、
続
い
て
朝
鮮
へ
の
派
遣
使
節
の
景
を
描
く
も

の
が
あ
る
。
図
版
は
阿
克
敦
著
、
黄
有
福
、
千
和
淑
校
註
『
奉
使
図
』（
瀋
陽
：
遼
寧

民
族
出
版
社
、
一
九
九
九
）
参
照
。

（
77
）  

﹇
清
﹈
黄
彭
年
『
陶
楼
文
鈔
』
巻
十
一
「
題
明
范
文
忠
公
画
像
并
宦
蹟
図
」
頁
二
ａ

－
八
ｂ
。

（
78
）  

﹇
清
﹈
陸
心
源
『
穰
梨
館
過
眼
録
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
子
部
第
一
〇
八
七
冊
、
據

清
光
緖
十
七
年
﹇
一
八
九
一
﹈
呉
興
陸
氏
家
塾
刻
本
影
印
）
巻
二
十
二
「
張
恭
懿
公

宦
蹟
図
巻
」
頁
十
二
ａ

－

二
十
一
ｂ
。

（
79
）  

﹇
明
﹈
李
濂
『
嵩
渚
文
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
七
十

－

七
十
一
冊
、

據
杭
州
大
学
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
刻
本
影
印
）
巻
十
四
「
七
言
古
詩
三　

題
儲
御
使
四

図
」
頁
十
二
ｂ
│
十
三
ｂ
。

（
80
）  

行
楽
図
に
つ
い
て
は
、 Cheng-hua W

ang, 

“Material Culture and 
Em
perorship: T

he Shaping of Im
perial Roles at the Court of X

uanzong 

（r. 1426-35

）,” Ph.D
. diss., N

ew
 H
aven: Y

ale U
niversity, 1998, pp. 216-221. 

H
ui-chi Lo, 

“Political A
dvancem

ent and Religious T
ransendence: T

he 
Y
ongzheng Em

peror’s 

（1678-1735

） D
eploym

ent of Portraiture,

” Ph.D
. 

diss., Stanford: Stanford U
niversity, 2009, pp. 5-21

を
参
照
。

（
81
）  

﹇
明
﹈
駱
徒
宇
『
澹
然
斎
存
稿
』
巻
一
「
詩　

詠
徐
大
夫
素
履
十
二
図
」
頁
三
十
四

ａ

－

三
十
七
ｂ
。

（
82
）  

「
雲
衡
履
歴
図
序
」
は
「
其
事
可
以
紀
者
二
十
四
条
…
其
図
属
乎
親
者
六
、
属
乎
師

者
一
、
属
乎
君
者
十
有
七
、
他
不
與
焉
。」
と
言
う
。﹇
明
﹈
辺
貢
『
華
泉
集
』
巻
九
「
文

集
」
頁
八
ａ

－

九
ａ
。

（
83
）  
﹇
明
﹈
許
成
名
『
龍
石
先
生
詩
抄
』（
台
北
：
国
家
図
書
館
蔵
明
万
暦
三
年

﹇
一
五
七
五
﹈
聊
城
丁
氏
芝
城
刊
本
）
巻
一
、
頁
九

－

十
。

（
84
）  

﹇
明
﹈
周
倫
『
貞
翁
淨
稿
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
五
十
一
冊
、
據
蘇
州

市
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
三
十
七
年
﹇
一
五
五
八
﹈
周
鳳
起
刻
本
影
印
）
巻
七
「
省
辺
図

二
首
」
頁
七
ａ
。

（
85
）  

「
奉
命
巡
按
雲
南
、
居
歲
餘
、
戎
夷
安
之
」﹇
明
﹈
沐
昂
『
素
軒
集
』（『
続
修
四
庫
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全
書
』
集
部
第
一
三
二
九
冊
、
據
南
京
図
書
館
蔵
明
刻
本
影
印
）
巻
十
一
「
驄
馬
観

風
図
序
」
頁
十
一
ｂ

－

十
二
ｂ
。

（
86
）  

﹇
明
﹈
薛
瑄
『
河
汾
詩
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
三
十
二
冊
、
據
北
京

図
書
館
蔵
明
成
化
五
年
﹇
一
四
六
九
﹈
謝
廷
桂
刻
本
影
印
）
巻
五
「
七
言
律
詩　

題

恩
県
行
台
屏
風
画
使
者
観
風
図
」
頁
三
十
一
ａ
。

（
87
）  

﹇
明
﹈
莫
如
忠
『
崇
蘭
館
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
一
〇
四

－

一
〇
五
冊
、

據
中
国
社
会
科
学
院
文
学
硏
究
所
蔵
明
万
暦
十
四
年
﹇
一
五
八
六
﹈
馮
大
受
董
其
昌

等
刻
本
影
印
）
巻
十
八
「
雑
著　

観
風
図
詠
冊
」
頁
四
ａ

－

五
ｂ
。

（
88
）  

﹇
明
﹈
兪
允
文
『
仲
蔚
先
生
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
一
四
〇
冊
、
據
北

京
大
学
図
書
館
蔵
明
万
暦
十
年
﹇
一
五
八
二
﹈
程
善
定
刻
本
影
印
）
巻
十
「
侍
御
使

八
閩
陳
公
徳
政
図
序
」
頁
七
ａ

－

八
ｂ
。

（
89
）  

﹇
明
﹈
楊
干
庭
『
楊
道
行
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
一
六
八

－
一
六
九
冊
、

據
原
北
平
図
書
館
蔵
明
万
暦
刻
本
影
印
）
巻
六
「
七
言
歌
行　

留
犢
図
寄
贈
樊
使
君
」

頁
二
十
八
ａ

－

ｂ
。

（
90
）  

﹇
明
﹈
徐
階
『
少
湖
先
生
文
集
』
巻
三
「
記
類　

観
闕
栄
還
図
記
」
頁
二
十
二
ｂ

－

二
十
四
ａ
。

（
91
）  

﹇
明
﹈
康
海
『
対
山
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
五
十
二

－

五
十
三
冊
、

據
北
京
師
範
大
学
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
二
十
四
年
﹇
一
五
四
五
﹈
呉
孟
祺
刻
本
﹇
巻
八

巻
九
配
鈔
本
﹈
影
印
）
巻
十
「
送
別
少
司
徒
張
公
督
餉
北
還
図
詩
序
」
頁
十
五
ａ

－

十
六
ｂ
。

（
92
）  

﹇
明
﹈
陸
釴

『
春
雨
堂
稿
』（
台
北
：
漢
学
研
究
中
心
據
日
本
尊
経
閣
文
庫
蔵
明
弘

治
年
間
刊
本
影
印
）
巻
五
「
記
」
頁
八
ａ

－

ｂ
。
ま
た
﹇
明
﹈
李
東
陽
『
懐
麓
堂
集
』

（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
五
〇
冊
）
巻
十
「
詩
稿
十　

題
傅
曰
川
修
撰
曰
会
中

書
兄
弟
趨
朝
図
」
頁
二
十
一
ａ

－

ｂ
。

（
93
）  

﹇
明
﹈
焦
竑
『
焦
氏
澹
園
集
』（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
集
部
第
六
十
一
冊
、
據
中
国

科
学
院
図
書
館
蔵
明
万
暦
三
十
四
年
﹇
一
六
〇
六
﹈
刻
本
影
印
）
巻
四
十
二
「
七
言

律
詩　

徐
吏
部
父
子
朝
天
図
」
頁
九
ｂ
。

（
94
）  

﹇
明
﹈
亢
思
謙
『
慎
修
堂
集
』（『
四
庫
未
收
書
輯
刊
』
伍
輯
第
二
十
一
冊
、
據
明
万

暦
詹
思
虞
刻
本
影
印
）
巻
三
「
賦
頌　

面
思
図
頌
有
序
」
頁
三
ａ

－

五
ｂ
。

（
95
）  

﹇
明
﹈
林
文
俊
『
方
斎
存
稿
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
七
一
冊
）
巻
六
「
恩

遇
図
序
」
頁
三
十
二
ｂ

－
三
十
三
ｂ
。

（
96
）  

毛
紀
（
一
四
六
三

－

一
五
四
五
）「
自
以
位
登
台
輔
、
全
節
完
名
、
製
為
四
朝
恩
遇

図
一
冊
、
凡
十
有
六
幀
」。﹇
清
﹈
永
瑢
『
四
庫
全
書
総
目
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

第
二
冊
）
巻
六
十
四
「
吏
部
二
十
」
頁
六
ｂ

－

七
ａ
。

（
97
）  

明
代
に
は
文
官
の
省
親
制
度
が
発
達
し
て
い
た
。
趙
克
生
「
明
代
文
官
的
省
親
和

展
墓
」『
東
北
師
大
学
報
』
二
三
二
（
長
春
、
二
〇
〇
八
）
頁
十
七

－

二
十
三
。

（
98
）  

﹇
明
﹈
薛
瑄
『
河
汾
詩
集
』
巻
五
「
七
言
律
詩　

題
楊
僉
憲
潤
思
親
巻
」
頁
三
十
ｂ
。

（
99
）  

﹇
明
﹈
韓
経
『
恆
軒
遺
稿
』（
台
北
：
国
家
図
書
館
蔵
正
統
間
刊
本
）
巻
一
「
七
言

律
詩　

題
宦
遊
思
親
巻
」
頁
十
三
ａ
。

（
100
）  

﹇
明
﹈
張
悦
『
定
菴
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
三
十
七
冊
、
據
上
海
図

書
館
蔵
明
弘
治
十
七
年
﹇
一
五
〇
四
﹈
刻
本
影
印
）
巻
一
、
頁
七
十
三
ｂ

－

七
十
四
ａ
。

（
101
）  

「
楊
給
事
帰
慶
図
」、「
曰
此
吾
帰
慶
図
、
吾
繫
官
於
京
三
年
、
每
思
及
吾
親
初
度
之

辰
、
帰
以
慶
焉
而
不
得
也
、
将
寓
此
以
為
寿
」。﹇
明
﹈
何
孟
春
『
何
文
簡
公
集
』
巻

九
「
序
上
」
頁
十
二
ａ
。

（
102
）  

﹇
明
﹈
陸
釴

『
春
雨
堂
稿
』
巻
五
「
記
」
頁
八
ａ

－

ｂ
。
ま
た
﹇
明
﹈
李
東
陽
『
懐

麓
堂
集
』
巻
十
「
詩
稿
十　

題
傅
曰
川
修
撰
曰
会
中
書
兄
弟
趨
朝
図
」
頁
二
十
一
ａ

－

ｂ
参
照
。

（
103
）  

﹇
明
﹈
倪
岳
『
青
溪
漫
稿
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
五
一
冊
）
巻
二
「
七
言

古
詩　

題
傅
曰
川
曰
会
雁
行
待
漏
像
図
限
韻
短
歌
」
頁
二
十
一
ａ

－

ｂ
。

（
104
）  

﹇
明
﹈
林
大
春
『
井
丹
先
生
集
』（
台
北
：
中
研
院
史
語
所
傅
斯
年
図
書
館
據
日
本

宮
內
庁
書
陵
部
蔵
明
万
暦
十
九
年
﹇
一
五
九
一
﹈
刊
本
影
印
、
一
九
九
〇
）
巻
十
七

「
雑
著
」
頁
二
十
七
ａ

－

二
十
八
ａ
。

（
105
）  

図
版
は
楊
新
主
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
全
集
八　

明
清
肖
像
画
』
頁

六
十
三
参
照
。

（
106
）  
﹇
明
﹈
王
材
『
念
初
堂
集
』（
台
北
：
中
研
院
史
語
所
傅
斯
年
図
書
館
據
東
京
內
閣

文
庫
蔵
清
雍
正
五
年
﹇
一
七
二
七
﹈
正
気
堂
重
刊
本
影
印
、
一
九
九
〇
）
巻
十
四
「
序
」

頁
十
ｂ

－

十
二
ａ
参
照
。

（
107
）  

﹇
明
﹈
王
畿
『
樗
全
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
一
七
八
冊
、
據
清
華
大

学
図
書
館
蔵
清
乾
隆
二
十
四
年
﹇
一
七
五
九
﹈
王
宗
敏
刻
本
影
印
）
巻
二
「
賎
歴
図
跋
」

「
賎
歴
図
譜
引
」
頁
十
三
ａ

－

十
五
ａ
。
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（
108
）  
﹇
明
﹈
王
材
『
念
初
堂
集
』
巻
三
「
賦　

誌
窮
巻
四
図
」
頁
十
ａ

－

ｂ
。
最
初
に
描

か
れ
た
の
は
三
件
の
事
績
の
み
で
、
当
初
は
「
三
窮
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。

同
時
代
の
題
跋
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
﹇
明
﹈
鄒
守
益
「
三
窮
図
問
答
」『
東

廓
鄒
先
生
文
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
六
十
五

－

六
十
六
冊
、
據
北
京

大
学
図
書
館
蔵
清
刻
本
影
印
）
巻
一
「
序
類
」
頁
三
十
九
ｂ

－

四
十
一
ａ
。

（
109
）  

戦
争
図
に
は
明
代
以
前
か
ら
の
伝
統
が
あ
り
、
文
官
に
無
関
係
の
作
例
も
散
見
さ

れ
る
。
宦
蹟
図
と
関
係
す
る
題
材
も
ま
た
官
員
が
独
占
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
明
初
の
「
題
甘
肅
軍
人
思
親
図
」
は
必
ず
し
も
宦
蹟
図
の
影
響
を
受
け
て
い

な
い
。﹇
明
﹈
蕭
儀
『
襪
線
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
三
十
一
冊
、
據
江

西
省
図
書
館
蔵
清
乾
隆
五
年
﹇
一
七
四
〇
﹈
重
刻
本
影
印
）
巻
十
三
「
五
言
律　

題

甘
肅
軍
人
思
親
図
」
頁
三
ｂ
。

（
110
）  

趙
前
「
明
司
礼
監
刻
本
『
賜
号
太
和
先
生
相
賛
』
初
探
」『
紫
禁
城
』
五
（
北
京
、

二
〇
〇
五
）
頁
一
〇
四

－

一
一
一
。

（
111
）  

﹇
明
﹈
黄
綰
『
久
庵
先
生
文
選
』（
台
北
：
漢
学
研
究
中
心
據
日
本
尊
経
閣
文
庫
蔵

明
万
暦
刊
本
影
印
）
巻
四
「
七
言
絶
句　

題
晏
太
監
行
辺
図
」
頁
五
ａ
。

（
112
）  

「
先
伯
祖
妣
趙
淑
人
朝
孝
節
烈
皇
后
、
孝
哀
悊
皇
后
、
因
而
伝
写
者
也
」。﹇
清
﹈
朱

彛
尊
『
曝
書
亭
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
三
一
七

－

一
三
一
八
冊
）
巻

五
十
四
「
跋
十
三　

題
趙
淑
人
宮
門
待
漏
図
」
頁
十
五
ｂ

－

十
七
ｂ
。

（
113
）  

「
五
同
会
図
」
と
「
十
同
年
図
」
に
つ
い
て
は
、
蘇
玟
瑄
「
従
明
代
官
員
雅
集
図
看

明
代
雅
集
図
及
群
体
肖
像
的
発
展
」（
台
北
：
国
立
台
湾
師
範
大
学
美
術
研
究
所
中
国

美
術
史
組
碩
士
論
文
、
二
〇
一
〇
）
参
照
。

（
114
）  Sung H

oum
ei, 

“The Sym
bolic Language of Chinese H

orse Painting,
” 

N
ational Palace M

useum
 Bulletin 36:2 

（July, 2002

）, pp. 62-73, 

同
氏
、

D
ecoded M

essages: T
he Sym

bolic Language of Chinese A
nim
al Painting 

（N
ew
 H
aven: Y

ale U
niversity Press, 2009

）,pp. 171-206

に
再
録
。

（
115
）  

「
送
寇
公
去
任
図
」
に
つ
い
て
は
、
馬
雅
貞
「
中
介
於
地
方
與
中
央
之
間
│
『
盛
世

滋
生
図
』
的
双
重
性
格
」『
国
立
台
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』
二
十
四
（
台
北
、

二
〇
〇
八
）
頁
二
八
七 

－

二
八
九
を
参
照
。

（
116
）  

王
正
華
氏
は
「
杏
園
雅
集
図
」
は
正
統
年
間
の
初
め
に
、
宣
徳
帝
の
時
代
の
出
来

事
を
描
い
た
も
の
で
、
永
楽
朝
の
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
皇
帝
と
高
官
、
宮
廷
画
家
の

交
流
を
奨
励
す
る
宣
徳
朝
独
特
の
宮
廷
文
化
を
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

K
athlyn Liscom

b

氏
も
ま
た
、
高
官
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
て
作
ら
せ
た
永
楽
朝
の

祥
瑞
図
な
ど
は
、
当
時
の
特
殊
な
政
治
文
化
を
反
映
し
て
い
る
と
言
う
。
両
者
の
研

究
に
よ
っ
て
、
明
初
の
高
官
を
め
ぐ
る
絵
画
制
作
と
当
時
の
特
殊
な
宮
廷
文
化
と
の

関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
本
稿
で
論
ず
る
明
代
中
期
以
降
の
中
高
級
官
員
を
め

ぐ
る
視
覚
文
化
と
は
異
な
る
性
質
を
持
つ
。Cheng-hua W

ang, 

“Material 
Culture and Em

perorship: T
he Shaping of Im

perial Role at the Court of 
X
uanzong,

” Ph.D
. diss., Y

ale U
niversity, 1998, pp. 340-347. K

athlyn 
Liscom

b, 

“Foregrounding the Sym
biosis of Pow

er: A
 Rhetorical 

Strategy in Som
e Chinese Com

m
em
orative A

rt,

” Art H
istory 25:2 （A

pril 
2002

）, pp. 135-161

（
117
）  Sung H

oum
ei, 

“The Sym
bolic Language of Chinese H

orse Painting,

” 
pp. 62-73. 

同
氏
、D

ecoded M
essages: T

he Sym
bolic Language of Chinese 

A
nim
al Painting, pp. 171-206.

（
118
）  

明
代
の
多
元
的
な
視
覚
文
化
に
つ
い
て
は
、Craig Clunas, E

m
pire of G

reat 
Brightness: V

isual and M
aterial Cultures of M

ing China, 1366-1644 

（London: Reaktion Books, 2007

） , Craig Clunas, Pictures and V
isuality 

in E
arly M

odern China （London: Reaktion Books, 1997

）
を
参
照
。

（
119
）  

明
清
の
科
挙
文
化
に
つ
い
て
は
、Benjam

in A
. Elm

an, A
 Cultural H

istory 
of Civil E

xam
inations in Late Im

perial China 

（Berkeley, California: 
U
niversity of California Press, 2000

）
を
参
照
。

（
120
）  

﹇
明
﹈
王
材
『
念
初
堂
集
』
巻
十
四
「
金
門
待
漏
図
序
」
頁
十
ｂ

－

十
二
ａ
。

（
121
）  

﹇
明
﹈
王
畿
『
樗
全
集
』
巻
二
「
賎
歴
図
跋
」「
賎
歴
図
譜
引
」
頁
十
三
ａ

－

十
五
ａ
。

﹇
明
﹈
劉
春
『
東
川
劉
文
簡
公
集
』
巻
七
「
都
憲
王
公
履
歴
図
序
」
頁
二
ａ

－

三
ａ
。

（
122
）  
﹇
明
﹈
劉
伯
燮
『
鶴
鳴
集
』
二
十
七
「
雑
文　

平
番
図
跋
」
頁
十
二
ｂ

－

十
三
ａ
。

（
123
）  
安
南
事
件
に
お
い
て
は
明
側
が
恭
順
を
求
め
る
こ
と
で
事
態
が
収
拾
し
た
た
め
、

『
安
南
来
威
図
』
に
は
戦
闘
描
写
が
な
い
。
し
か
し
恭
順
を
求
め
る
こ
と
も
広
義
の
意

味
で
は
軍
事
の
一
環
で
あ
り
、
投
降
の
受
諾
も
明
代
戦
勲
図
と
は
不
可
分
の
要
素
で

あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
戦
勲
図
と
し
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

（
124
）  

後
述
す
る
が
、
晚
明
に
は
宋
人
の
戦
功
を
描
い
た
絵
画
（
報
功
図
、
注
一
五
五
参
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照
）
や
同
時
代
の
戦
争
を
記
録
す
る
刊
本
（『
王
公
忠
勤
録
』
と
『
巡
城
録
』）
が
あ
り
、

こ
れ
に
も
戦
勲
の
挿
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
挙
げ
た
『
安
南
来
威
図
』、

『
三
省
備
辺
図
記
』、『
剿
賊
図
記
』
は
、
現
存
す
る
同
時
代
の
戦
争
を
主
題
に
し
た
刊

本
の
中
で
、
特
に
「
図
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
三
冊
に
お
い
て
挿
図
は
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
特
に
こ
れ
ら
を

取
り
上
げ
る
。

（
125
）  

﹇
明
﹈
馮
時
暘
、﹇
明
﹈
梁
天
錫
、﹇
明
﹈
江
美
中
輯
撰
『
安
南
来
威
図
冊
』（『
北
京

図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
史
部
雜
史
類
第
十
冊
、
據
明
隆
慶
刻
本
影
印
）
頁
三
七
三

－

四
七
九
（
こ
の
刊
本
は
原
本
の
頁
番
号
に
混
乱
が
あ
る
の
で
、
影
印
本
が
新
し
く
付

し
た
頁
番
号
に
従
う
）。
ま
たK

athlene Baldanza

は
、『
安
南
来
威
図
冊
』
を
含

む
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
史
料
を
比
べ
、
安
南
事
件
に
関
す
る
記
述
の
相
違
を
論
ず
る
。

K
athlene Baldanza, `T

he A
m
biguous Border: Early M

odern Sino-V
iet 

Relations,’ Ph. D
. diss., Philadelphia: U

niversity of Pennsylvania, 2010, 
Chapter Four.

（
126
）  

凌
琯
は
嘉
靖
壬
戌
（
一
五
六
二
）
の
進
士
で
あ
る
。
伝
記
に
つ
い
て
は
、﹇
明
﹈
過

庭
訓
纂
集
『
明
分
省
人
物
考　

四
』（
周
駿
富
輯
『
明
代
伝
記
叢
刊
』
第
一
三
二
冊
）

頁
四
三
一

－

四
三
二
。﹇
明
﹈
馮
時
暘
、﹇
明
﹈
梁
天
錫
、﹇
明
﹈
江
美
中
輯
撰
『
安
南

来
威
図
冊
』
頁
四
三
〇

－

四
三
一
を
参
照
。

（
127
）  

﹇
明
﹈
馮
時
暘
、﹇
明
﹈
梁
天
錫
、﹇
明
﹈
江
美
中
輯
撰
『
安
南
来
威
図
冊
』
頁

三
七
五

－

三
七
六
。

（
128
）  

例
え
ば
、「
白
石
先
生
像
賛
」
や
「
白
石
先
生
小
像
」、
雲
南
へ
の
出
使
を
命
じ
る

嘉
靖
帝
の
勅
令
は
目
録
に
は
記
さ
れ
な
い
。﹇
明
﹈
馮
時
暘
、﹇
明
﹈
梁
天
錫
、﹇
明
﹈

江
美
中
輯
撰
『
安
南
来
威
図
冊
』
頁
三
七
七

－

三
七
九
。

（
129
）  

﹇
清
﹈
張
廷
玉
等
『
明
史
』
巻
九
十
七
「
志
七
十
三
」
頁
二
三
八
四
。﹇
清
﹈
黄
虞

稷
『
千
頃
堂
書
目
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
六
七
六
冊
）
巻
五
、
頁
十
二
ｂ

－

十
三
ａ
。

（
130
）  

﹇
明
﹈
厳
従
簡
『
殊
域
周
咨
録
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
史
部
第
七
三
五

－

七
三
六
冊
、

據
北
京
図
書
館
蔵
明
万
暦
刻
本
影
印
）
巻
六
「
安
南
下
」
頁
三
十
八
ａ

－

三
十
九
ｂ
。

﹇
明
﹈
沈
懋
孝
『
長
水
先
生
文
鈔
』（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
集
部
一
五

－

一
六
〇
冊
、

據
中
国
科
学
院
図
書
館
南
京
図
書
館
蔵
明
万
暦
刻
本
影
印
）「
四
餘
編
」
頁
十
六
ａ

－

十
七
ｂ
。

（
131
）  

『
明
穆
宗
実
録
』
巻
三
、
隆
慶
元
年
一
月
壬
午
条
、
総
頁
九
十
。

（
132
）  

『
明
世
宗
実
録
』
巻
三
〇
二
、
嘉
靖
二
十
四
年
八
月
丁
巳
条
、
総
頁
五
七
四
〇
。

（
133
）  

﹇
明
﹈
沈
懋
孝
『
長
水
先
生
文
鈔
』「
四
餘
編
」
頁
十
六
ａ

－

十
七
ｂ
。

（
134
）  

﹇
民
国
﹈
葛
韻
芬
『
重
修
婺
源
県
志
』（『
中
国
地
方
志
集
成
』
第
二
十
七

－

二
十
八

冊
、
民
国
十
四
年
刻
本
）
巻
二
十
八
「
人
物
七　

孝
友
一
」
頁
十
二
ａ
。

（
135
）  

﹇
康
熙
﹈『
徽
州
府
志
』（
台
北
：
成
文
出
版
社
據
清
康
熙
三
十
八
年
﹇
一
六
九
九
﹈

刊
本
影
印
）
巻
十
四
「
宦
業
」
頁
四
十
ｂ

－

四
十
一
ａ
。

（
136
）  

﹇
明
﹈
李
東
陽
『
懐
麓
堂
集
』
巻
九
「
詩
稿
九
」
頁
三
ａ

－

ｂ
。

（
137
）  

﹇
明
﹈
李
堂
『
堇

山
文
集
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
四
十
四
冊
、
據
北
京

大
学
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
刻
本
影
印
）
巻
十
一
「
絵
図
贈
美
鄞
令
蒋
君
徳
政
序
」
頁

十
三
ａ

－

十
四
ａ
。

（
138
）  

﹇
明
﹈
呉
玄
応
『
雁
蕩
山
樵
詩
集
』
巻
十
一
「
五
言
絶
句
」
頁
十
二

－

十
三
。

（
139
）  

﹇
明
﹈
馮
時
暘
、﹇
明
﹈
梁
天
錫
、﹇
明
﹈
江
美
中
輯
撰
『
安
南
来
威
図
冊
』
頁

三
七
八
。

（
140
）  

﹇
明
﹈
蘇
愚
『
三
省
備
辺
図
記
』「
序
」
頁
三
ａ
。

（
141
）  

蘇
愚
は
自
ら
「
癸
未
（
一
五
八
三
）
春
、
余
自
黔
趨
閩
」
と
言
っ
て
お
り
、
お
そ

ら
く
一
五
八
二
年
貴
州
在
任
中
に
準
備
を
始
め
た
の
だ
ろ
う
。﹇
明
﹈
蘇
愚
『
三
省
備

辺
図
記
』
頁
九
十
一
ａ
。

（
142
）  

『
三
省
備
辺
図
記
』
に
見
ら
れ
る
四
つ
の
戦
闘
の
図
式
と
そ
れ
に
続
く
儀
式
に
つ
い

て
の
分
析
は
、
筆
者
の
修
士
論
文
の
一
部
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
馬
雅
貞

「
戦
争
図
像
與
乾
隆
朝
（
一
七
三
六

－

九
五
）
対
帝
国
武
功
之
建
構
│
以
『
平
定
準
部

回
部
得
勝
図
』
為
中
心
」
頁
十
六

－

十
九
。

（
143
）  

玄
姓
が
元
と
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
天
津『
元
氏
族
譜
』原
譜
序（
乾

隆
十
二
年﹇
一
七
四
七
﹈）」http://blog.sina.com

.cn/s/blog_43f3947c0100m
9w
6. 

htm
l 

（
二
〇
一
〇
年
十
一
月
十
五
日
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
参
照
。
呉
阿
衡
（
？

－

一
六
三
八
）
の
序
に
は
「
図
紀
一
書
、
公
不
張
大
其
事
、
亦
不
詳
著
其
画
、
然
而
簡

稽
之
精
識
、
折
執
之
大
力
、
籌
較
之
苦
心
、
已
具
犁
然
於
茲
矣
。」
と
あ
り
、
玄
默
が

こ
れ
を
編
纂
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹇
明
﹈
玄
默
『
剿
賊
図
記
』（
台
北
：
中
研
院
史

語
所
傅
斯
年
図
書
館
蔵
雍
正
九
年
﹇
一
七
三
一
﹈
重
刊
本
）「
序
」
頁
三
ａ
。『
剿
賊
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図
記
』
は
玄
黙
の
子
孫
に
よ
っ
て
何
度
も
再
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
つ
に
、

孫
の
元
展
成
が
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
に
刊
行
し
た
重
刻
本
が
あ
る
。
元
展
成
「
重

刊
剿
賊
図
記
後
敘
」﹇
明
﹈
玄
默
『
剿
賊
図
記
』
頁
五
十
三
。
元
展
成
の
子
、
元
克
中

も
ま
た
乾
隆
三
十
四
年
（
一
七
六
九
）
に
再
版
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
題
識
に
は
「
先

大
人
重
刻
於
桂
林
藩
廨
、
復
刻
於
皐
蘭
撫
署
。」
と
あ
り
、
元
展
成
の
再
版
は
一
度
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹇
明
﹈
玄
默
『
剿
賊
図
記
』（
北
京
国
家
図
書
館
蔵
清

同
治
十
一
年
﹇
一
八
七
二
﹈
石
印
本
）
参
照
。
こ
の
同
治
十
一
年
の
石
印
本
は
、『
明

史　

列
伝
』、
吳
阿
衡
序
、
元
展
成
序
、
王
湭

の
雍
正
十
一
年
（
一
七
三
三
）
の
題
跋
、

元
克
中
の
題
識
を
付
す
。
こ
の
北
京
国
家
図
書
館
蔵
石
印
本
と
前
述
し
た
傅
斯
年
図

書
館
本
の
ほ
か
に
、
道
光
元
年
（
一
八
二
一
）
金
陵
の
甘
福
が
刊
行
し
た
重
雕
本
（
北

京
国
家
図
書
館
蔵
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
『
明
史　

列
伝
』、
吳
阿
衡
序
、
元
展
成
序
、

甘
福
序
が
あ
る
。
傅
斯
年
図
書
館
本
の
冒
頭
の
呉
阿
衡
序
は
最
初
の
二
頁
を
欠
き
、

巻
末
の
王
湭

跋
は
後
半
を
欠
く
。
こ
れ
は
甘
福
の
刊
行
し
た
重
雕
本
と
は
異
な
る
版

本
で
あ
る
。
傅
斯
年
図
書
館
本
と
石
印
本
の
文
字
内
容
や
挿
図
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
玄
默
の
子
孫
が
行
っ
た
再
版
に
つ
い
て
は
、「
披
閲
之
餘
、
覚
釴

鉄
馬
間
、
凜
然
生
氣
具
在
、
用
是
重
為
刊
刷
」、
あ
る
い
は
「
当
年
籌
兵
馭
将
、
滅
賊

保
疆
之
績
、
犁
然
在
目
」
で
あ
る
た
め
「
重
刻
而
新
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
も
と

の
明
刊
本
か
ら
の
改
変
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
傅
斯
年
図
書
館
本
と

石
印
本
か
ら
当
初
の
状
態
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
144
）  

高
迎
祥
等
衆
と
明
兵
の
攻
防
に
つ
い
て
は
、Roger V

. D
es Forges, Cultural 

Centrality and Political Change in Chinese H
istory: N

ortheast H
enan in 

the Fall of the M
ing 

（Stanford: Stanford U
niversity Press, 2003

）, pp. 
182-193

を
参
照
。

（
145
）  

﹇
明
﹈
玄
黙
『
剿
賊
図
記
』（
北
京
国
家
図
書
館
蔵
清
道
光
元
年
﹇
一
八
二
一
﹈
刊
本
）

頁
三
ａ
。

（
146
）  

﹇
明
﹈
玄
黙
『
剿
賊
図
記
』
頁
二
ｂ
。

（
147
）  

﹇
明
﹈
玄
黙
『
剿
賊
図
記
』
頁
三
ａ
。

（
148
）  

﹇
清
﹈
張
廷
玉
等
撰
『
明
史
』
巻
二
六
〇
「
列
伝　

陳
奇
瑜　

元
黙
」
頁

六
七
三
三
。

（
149
）  

﹇
明
﹈
王
材
『
念
初
堂
集
』
巻
十
四
「
序
」
頁
十
ｂ

－

十
二
ａ
。

（
150
）  

『
明
代
研
究
』
の
査
読
者
か
ら
は
、『
剿
賊
図
記
』
出
版
に
見
ら
れ
る
即
時
性
は
、

当
時
の
人
の
時
事
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
か
と
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。

（
151
）  

『
三
省
備
辺
図
記
』
の
図
記
は
各
地
の
戦
闘
に
対
す
る
全
体
的
な
説
明
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
る
。
挿
図
で
は
戦
闘
の
激
し
さ
が
強
調
さ
れ
、
図
式
に
よ
る
型
に
沿
っ
た

処
理
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
文
字
に
よ
る
記
録
と
絵
画
と
の
関
係
は
さ
ほ
ど
緊
密

で
な
い
。
し
か
し
、
各
図
式
は
兵
士
、
倭
寇
、
武
器
、
軍
旗
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
細

か
く
描
写
し
て
お
り
、
鑑
賞
者
は
こ
れ
に
よ
り
戦
局
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
三
省
備
辺
図
記
』
は
や
は
り
叙
事
的
な
性
格
が
強
い
と
言
え
る
。『
剿

賊
図
記
』
の
図
記
も
『
三
省
備
辺
図
記
』
と
同
様
、
各
戦
闘
に
対
す
る
全
体
的
な
説

明
で
あ
り
、
挿
図
と
の
関
係
は
あ
ま
り
密
で
は
な
い
。
さ
ら
に
『
剿
賊
図
記
』
に
お

い
て
は
山
水
の
広
々
と
し
た
景
観
描
写
に
重
点
が
置
か
れ
、
画
中
人
物
が
少
な
く
、

そ
の
活
動
の
範
囲
も
狭
い
た
め
、
叙
事
性
は
減
少
し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
152
）  

馬
孟
晶
「
耳
目
之
玩
│
従
『
西
廂
記
』
版
画
挿
図
論
晩
明
出
版
文
化
対
視
覚
性
的

関
注
」『
国
立
台
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』
十
三
（
台
北
、
二
〇
〇
二
）
頁
二
一
九

－

二
二
〇
。
馬
孟
晶
氏
は
、『
剿
賊
図
記
』
は
お
そ
ら
く
晩
明
に
流
行
し
た
名
山
図
版
画

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
教
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

例
え
ば
『
天
下
名
山
勝
概
記
』（
劉
昕
主
編
『
中
国
古
版
画　

地
理
巻　

名
山
図
』
長

沙
：
湖
南
美
術
出
版
社
影
印
墨
絵
斎
明
崇
禎
六
年
﹇
一
六
三
三
﹈
刻
本
、
一
九
九
九
、

頁
一

－

五
十
五
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
153
）  

﹇
明
﹈
雷
思
忠
集
、﹇
明
﹈
曹
思
彬
校
正
『
王
公
忠
勤
録
』（
台
北
：
中
研
院
史
語
所

傅
斯
年
図
書
館
蔵
明
万
暦
刊
本
）
図
頁
二
ｂ

－

四
ａ
。
他
に
周
心
慧
主
編
『
新
編
中

国
版
画
史
図
録　

第
六
冊 

明
万
暦
版
画
（
三
）』（
北
京
：
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）

頁
二
二
一

－

二
二
三
、
周
蕪
編
『
中
国
版
画
史
図
録
』（
上
海
：
上
海
人
民
美
術
出
版

社
、
一
九
八
八
）
頁
一
六
八
な
ど
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
林
麗
江
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
154
）  

﹇
明
﹈
劉
錫
玄
『
巡
城
録
』（
台
北
：
国
家
図
書
館
蔵
）。
ま
た
周
蕪
編
『
中
国
版
画

史
図
録
』
頁
一
七
〇

－

一
七
一
。
劉
錫
玄
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
何
淑
宜
「
圍
城

與
夢
卜
│
晩
明
士
紳
劉
錫
玄
的
仕
官
與
信
仰
」
私
立
東
呉
大
学
歴
史
系
主
催
「
第
七

屆
史
学
與
文
献
学
学
術
研
討
会
」（
台
北
、
二
〇
〇
九
年
五
月
二
十
二
日

－

二
十
三
日
）
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が
あ
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

（
155
）  
明
代
後
期
に
は
同
時
代
人
の
戦
争
事
績
の
絵
画
化
に
加
え
、
宋
人
の
事
績
の
絵
画

化
（
報
功
図
）
も
流
行
し
て
い
た
。
例
え
ば
「
武
威
石
世
源
流
世
家
明
代
忠
良
報
功
図
」

（
別
名
「
石
守
信
報
功
図
」
安
徽
省
博
物
館
藏
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
林
麗
江
氏
の

ご
教
示
に
感
謝
し
ま
す
。
王
伯
敏
氏
は
こ
の
図
を
明
代
後
期
の
徽
派
版
画
と
す
る
。

王
伯
敏
「
石
守
信
報
功
図
探
討
」
同
氏
『
中
国
版
画
史
』（
九
龍
：
南
通
図
書
公
司
、

出
版
年
不
詳
）
頁
一
二
九

－

一
三
八
、七
十
一

－

七
十
二
。
図
版
は
周
蕪
『
徽
派
版
画

史
論
集
』（
合
肥
：
安
徽
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
）
図
一
を
参
照
。
他
に
上
海
博
物

館
蔵
「
賜
胡
氏
世
家
朝
代
忠
良
江
左
名
帥
報
功
図
」
と
「
新
安
明
経
胡
氏
授
田
宅
於

績
之
胡
里
鎮
八
景
中
歴
代
報
功
図
」
が
あ
り
、
王
伯
敏
氏
は
や
は
り
晚
明
徽
州
の
刻

工
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
王
伯
敏
「
大
型
古
版
画
『
報
功
図
』」『
東
南
文
化
』

一
一
九
（
南
京
、
一
九
九
八
）、
頁
一
三
三

－

一
三
五
。

（
156
）  

図
版
は
、
仇
英
『
倭
寇
図
巻
』
と
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵

文
物
研
究
叢
書　

絵
画
巻　

歴
史
画
』
頁
五
十
四

－

六
十
七
を
参
照
。『
抗
倭
図
巻
』

に
つ
い
て
は
、
孫
鍵
「
明
代
倭
患
與
『
抗
倭
図
巻
』」
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国

家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書　

絵
画
巻　

歴
史
画
』
頁
二
二
九

－

二
三
三
、
陳
履

生
「
紀
功
與
記
事
│
明
人
『
抗
倭
図
巻
』
研
究
」『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』
二
（
北

京
、
二
〇
一
一
）
頁
八

－

三
十
三
、
朱
敏
「
解
読
明
人
『
抗
倭
図
巻
』
│
兼
談
與
『
倭

寇
図
巻
』
的
関
係
」『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』
二
（
北
京
、
二
〇
一
一
）
頁
四
十
七

－

六
十
四
を
参
照
。「
倭
寇
図
巻
」
に
つ
い
て
は
、
須
田
牧
子
著
、
彭
浩
訳
「『
倭
寇
図
巻
』

再
考
」『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』
二
（
北
京
、
二
〇
一
一
）
頁
三
十
四

－

四
十
六
。『
中

国
国
家
博
物
館
館
刊
』
で
の
最
新
の
研
究
成
果
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
板
倉
聖
哲
氏

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
呉
大
昕
「
倭
寇
形
象
與
嘉
靖
大
倭
寇
│
談
『
倭
寇
図

巻
』、『
明
人
抗
倭
図
』、『
太
平
抗
倭
図
』」『
明
代
研
究
』
十
六
（
台
北
、
二
〇
一
一
）

頁
一
四
一

－

一
六
一
も
併
せ
て
参
照
。
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
李
卓
穎
氏
に
感
謝
し
ま

す
。

（
157
）  

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
須
田
牧
子
氏
と
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
板
倉
聖
哲
氏

の
ご
協
力
に
よ
り
「
倭
寇
図
巻
」
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

（
158
）  

須
田
牧
子
氏
は
二
巻
の
赤
外
線
撮
影
画
像
に
「
日
本
弘
治
三
年
」
と
「
弘
治
四
年
」

の
文
字
を
認
め
、
こ
れ
は
王
直
が
敗
走
後
、
捕
ら
え
ら
れ
、
斬
首
さ
れ
た
記
念
的
な

年
に
あ
た
る
た
め
、
こ
の
二
図
は
「『
嘉
靖
大
倭
寇
』
に
お
け
る
明
軍
の
勝
利
を
象
徴

す
る
描
写
」
で
あ
る
と
す
る
。
須
田
牧
子
著
、
彭
浩
訳
「『
倭
寇
図
巻
』
再
考
」
頁

四
十
三

－
四
十
六
参
照
。
万
暦
年
間
に
お
け
る
嘉
靖
倭
寇
へ
の
興
味
に
つ
い
て
は
、

呉
大
昕
「
猝
聞
倭
至
│
明
朝
対
江
南
倭
寇
的
知
識
（
一
五
五
二

－

一
五
五
四
）」
頁

二
十
九

－

六
十
二
、
呉
大
昕
「
海
商
、
海
盜
、
倭
│
明
代
嘉
靖
大
倭
寇
的
形
象
」
を

参
照
。

（
159
）  

蘇
州
片
に
つ
い
て
は
、
楊
臣
彬
「
談
明
代
書
画
作
偽
」『
文
物
』
四
（
北
京
、

一
九
九
〇
）
頁
七
十
二

－

八
十
七
、九
十
六
、Ellen Laing, 

“Suzhou Pian and 
O
ther D

ubious Paintings in the Received O
euvre of Q

iu Y
ing,

” Artibus 
A
siae 59.3/4 （2000

）, pp. 265-295

、
李
仲
凱
「
話
説
蘇
州
片
」
同
氏
『
贗
品
述
往
』

（
西
安
：
泰
北
文
藝
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
頁
九
十
九

－

一
一
〇
参
照
。

（
160
）  

明
清
時
代
の
「
清
明
上
河
図
」
に
見
ら
れ
る
図
式
の
模
倣
に
つ
い
て
は
、
古
原
宏

伸
「
清
明
上
河
図
」（
上
）（
下
）『
国
華
』
九
五
五
、九
五
六
（
東
京
、
一
九
七
三
）

頁
五

－

十
五
、二
十
七

－

四
十
四
。
王
正
華
「
過
眼
繁
華
│
晚
明
城
市
図
、
城
市
観
與

文
化
消
費
的
研
究
」
李
孝
悌
編
『
中
国
的
城
市
生
活
│
十
四
至
二
十
世
紀
』（
台
北
：

聯
経
文
化
事
業
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）
頁
一

－

五
十
七
。
馬
雅
貞
「
中
介
於
地
方
與

中
央
之
間
│
『
盛
世
滋
生
図
』
的
双
重
性
格
」
頁
二
八
七

－

二
八
九
を
参
照
。

（
161
）  

﹇
清
﹈
張
鑑
「
文
徴
明
画
平
倭
図
記
」『
冬
青
館
集　

甲
集
』
巻
四
、
頁
五
ｂ

－

十
一
ａ
。
仇
英
『
倭
寇
図
巻
』、
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物

研
究
叢
書　

絵
画
巻　

歴
史
画
』
頁
五
十
四

－

六
十
七
を
参
照
。

（
162
）  

明
清
時
代
に
お
け
る
王
翠
翹
の
故
事
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
陳
益
源
『
王
翠
翹
故

事
研
究
』（
台
北
：
里
仁
書
局
、
二
〇
〇
一
）
頁
一

－

五
十
四
参
照
。
張
鑑
が
、
翠
翹
、

綠
姝
と
そ
の
座
す
る
鹿
頭
船
を
精
細
に
描
写
す
る
の
に
対
し
、「
抗
倭
図
巻
」
で
は
人

物
が
判
別
で
き
る
く
ら
い
で
、
描
き
方
は
張
鑑
の
記
述
ほ
ど
細
緻
で
は
な
い
。
ま
た

伝
仇
英
「
倭
寇
図
巻
」
に
は
こ
の
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
差
異
が
、
絵
画
の
品

質
に
由
来
す
る
の
か
、
時
間
的
な
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は

判
断
を
保
留
し
た
い
。

（
163
）  

「
胡
梅
林
平
倭
図
巻
」
の
記
述
と
比
較
す
る
こ
と
で
、「
抗
倭
図
巻
」
に
描
か
れ
る
、

胡
宗
憲
、
趙
文
華
、
阮
鶚
、
趙
孔
昭
、
四
文
臣
（
郎
中
郭
仁
、
副
使
劉
燾
か
徐
汝
、
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参
政
汪
柏
、
参
議
王
詢
）、
徐
玨
、
尹
秉
衡
、
盧
鏜
、
翠
翹
、
緑
妹
な
ど
が
同
定
で
き

る
。

（
164
）  

﹇
明
﹈
佚
名
『
戚
南
塘
剿
平
倭
寇
志
伝
』（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
據
北
京
図
書

館
蔵
明
刊
本
影
印
、
一
九
九
四
）。

（
165
）  

陳
大
康
『
明
代
小
説
史
』
頁
五
八
五
、五
九
三
。
こ
の
ほ
か
に
、
明
代
中
期
の
于
謙

（
一
三
九
八

－

一
四
五
七
）
の
事
績
を
題
材
に
し
た
小
説
、『
于
少
保
萃
忠
伝
』
が
あ

る
。
挿
図
は
漢
語
大
詞
典
出
版
社
編
『
中
国
古
代
小
説
版
画
集
成
』
冊
四
（
上
海
：

漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
頁
八
七
三

－

九
一
四
を
参
照
。

（
166
）  

例
え
ば
文
人
や
画
家
の
肖
像
に
つ
い
て
は
、Richard V

inograd, Boundaries 
of Self: C

hinese P
ortraits, 1600-1900 

（Cam
bridge: Cam

bridge 
U
niversity Press, 1992

）
の
専
著
が
あ
る
。
ま
た
、
皇
帝
の
肖
像
は
近
年
特
に
注

目
を
集
め
て
い
る
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
、Cheng-hua W

ang, 

“Material Culture 
and Em

perorship: T
he Shaping of Im

perial Roles at the Court of 
X
uanzong 

（r. 1426-35

）”, pp. 148-272, H
ui-chi Lo, 

“Political A
dvancem

ent 
and Religious T

ranscendence: T
he Y

ongzheng Em
peror’s 

（1678-1735

） 
D
eploym

ent of Portraiture;

” 

陳
葆
真
「『
心
写
治
平
』
│
乾
隆
帝
后
妃
嬪
図
巻
和

相
関
議
題
的
探
討
」『
国
立
台
湾
大
学
美
術
史
研
究
集
刊
』
二
十
一
（
台
北
、

二
〇
〇
六
）
頁
八
十
九

－

一
五
〇
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
167
）  

楊
新
「
明
人
図
絵
的
好
古
之
風
與
古
物
市
場
」『
文
物
』
四
（
北
京
、
一
九
九
七
）

頁
五
十
三

－

六
十
一
。

（
168
）  

佚
名
編
『
閩
頌
彙
編
』（『
台
湾
文
献
彙
刊
』
第
二
輯
第
一

－

七
冊
、
據
清
康
熙
刻

本
影
印
）。

（
169
）  

図
版
は
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書　

絵
画
巻 

歴
史
画
』
頁
七
十
八

－
八
十
五
、八
十
六

－

九
十
一
を
参
照
。

（
170
）  

聶
崇
正
編
『
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
十
一　

清
代
宮
廷
絵
画
』（
香
港
：
商

務
印
書
館
、
一
九
九
九
）
図
六
十
九
、
頁
二
五
九

－

二
六
七
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
国
科
会
計
画N

SC99-2410-H
-007-004

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
内

容
の
一
部
を
二
〇
一
一
年
十
二
月
十
日
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
行
わ
れ
た
「
倭
寇
と

倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
で
発
表
し
ま
し
た
。
討
論
に
参
加
し
、
質
問
を
し

て
い
た
だ
い
た
出
席
者
の
皆
様
、
特
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
山
崎
岳
先
生
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
本
稿
の
中
国
語
原
稿
は
『
明
代
研
究
』
十
七
（
台
北
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

頁
四
十
九

－

八
十
九
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
執
筆
に
あ
た
り
、
筆
者
の
間
違
い
を
指
摘

し
、
貴
重
な
助
言
を
し
て
下
さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
と
学
友
た
ち
、『
明
代
研
究
』
の
匿
名

の
査
読
委
員
お
二
人
、
ま
た
日
本
語
訳
を
担
当
し
て
下
さ
っ
た
植
松
瑞
希
氏
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

 

（
翻
訳
：
植
松
瑞
希
）


